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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１　僕、秋あき津つ安芸あきは、自分の研究室の前で立ち止まった。中に人の気配がする。




　腕うで時ど計けいを見る。間ま違ちがいなく昼休みだ。

「……はあ」

　腕を下ろしてため息をつく。もちろん、中にいるのは播はり機はたさんだ。香か音のんはたとえ歌って踊おどっていても──プログラムされてないから出来ないけど──気配を消す事など造作もない。それに、中から漏もれ聞こえる柔やわらかな笑い声が、播機さんの存在を証明している。

　部屋の中の光景を想像する。いつものように、播機さんが香音と二人でボードゲームでもしているのだろう。播機さんはきっと好こう奇き心旺おう盛せいそうな大きな瞳ひとみをキラキラさせてゲームに挑いどんでいる。長い髪かみを結ゆって頭の左側に二つ作ったお団子がトレードマークの彼女は、楽しい事が好きで、負ける事が嫌きらいなのだ。非常に分かりやすい性格と言える。裏表が無い明るい子で、同学年の女の子からも人気があるようだ。もちろん、ゲーム等で負けた事を根に持ったりなんて事は決してない。時折突とつ飛ぴな行動に出る事もあるけどそれはそれで──

　ん、僕はなんで自分の研究室の前で播機さんの事を考察しているのだろう？　意識を戻もどそう。検討課題はなんだっけ。ああ、そうだ。彼女が研究室の中にいる事だった。

　播機さんが僕の許可無しに研究室に入室する事は出来ない筈はずだけど、香音には自由入フリー室特権パスを与あたえているので、香音が同時入室を申しん請せいすれば管理ＡＩのジェシカも文句は言わない。そして香音は何故なぜか播機さんに対して甘いのだ。《人形ドール》も同性のよしみとか感じるのだろうか？

　以前は、僕が来るまでは部屋の外で待っているようにしてもらっていた。が、「毎日、研究室の前に女生徒が二人も立って、秋津先生の帰りを待っている」という噂うわさが立ったので、あきらめて中で待っていてもらうことにしたのだ。本当は、教師の僕より先に生徒が着くって方がおかしいんだけどな……。

　扉とびらの横に目をやる。一枚のパネルが壁かべに貼はってある。パネルといっても、ボール紙の上にケント紙を切り貼りした物をブックカバー用のビニールシートでくるんだ工作だ。非常にアナログな作り。手作り感が出ていて微笑ほほえましいともいえる。真ん中に丁てい寧ねいなカリグラフィでこう書かれていた。








　　　　探偵推理研究会

　よろず悩み相談ごと引き受け〼

　　　　　３Ｈ２Ａ






「……はあ」

　もう一度ため息が漏れる。ただし苦く笑しよう混じりに。

『探たん偵てい推理研究会』は顧こ問もん一人部員二人の弱小同好会だ。顧問は僕で、部員は播機さんと香音。僕達が毎日放課後にやっている作業、つまり、播機さんが論理魔ま術じゆつ師しとしての修練をする場の隠かくれ蓑みのとして設立したダミーサークルだ。

　名前を決めたのは播機さんで、本来は『探偵推理小説研究会』だったそうなのだが、申請の途と中ちゆうで何故か中の２文字が落ちてしまい、なんだかよく分からない名前になっている。まあ、「誰だれも入りたいと思わないような、よくわからない名前を」とリクエストしたのは僕なので、ちょうど良いとも言える。

　３Ｈは播機遙はるか（HariHata Haruka）、２Ａは秋津安芸（Akitsu Aki）の事。僕がたまたま思いついただけの文字列なのだけど、播機さんがいたく気に入ったらしく、たびたび使われている。

　探偵推理研究会は完全なダミーサークルなので、本来活動内容などは存在しない。もちろん探偵活動も推理活動もしていない。していない、筈、なのだけど……。

「……はあ」

　さっきよりも深くため息をつく。ため息をつくと幸せが逃にげるらしいが、この３分間で既すでに三回もついているぞ。四月から通算で換かん算さんすれば、幸せの残量は既にマイナスなのではないだろうか。

　学園の理事長である姉の陰いん謀ぼう──僕は今でも陰謀だと信じている──によって、探偵推理研究会は自身の活動維い持じ費を捻ねん出しゆつする為ために、様々な活動を行わなければならない事になっている。

　部活動とは何もしていなくても経費が発生するものであり、また播機さんの修練の為に使っている機材の調達費が馬ば鹿かにならないのが主な理由だと、姉さんは言っている。僕には単に姉さんが、僕が困る所を見て楽しんでいるようにしか見えない。

　四月から今日までの二ヶ月弱、僕達は探偵推理研究会として、いくつかの活動を行ってきた。半分くらいが姉さんが持ってきた厄やつ介かい事で、残りの半分は生徒会執しつ行こう部ぶからたらい回しにされた厄介ごとだ。ごくたまに純じゆん粋すいなボランティア活動もあった。パネルにある通り、まさに「よろず悩なやみ相談ごと引き受け〼ます」だ。

　例えば、同好会発ほつ足そく直後に起きた入学式でのあの騒そう動どう。生徒達は「勝手に始まって勝手に終わった事件」とか言っているけど、魔ま術じゆつ的に解決された事を知る人はごく一部だ。それに映研の幽ゆう霊れい騒動、部室長屋の猫ねこ問題、生徒会選挙での洒落になる事件なんてのもあった。それに、校外学習で僕が晒さらした醜しゆう態たいについてはもう思い出したくも無い。

　淡たん々たんと問題を解決出来るならまだ我が慢まん出来るのだけど、何故かどの案件もそれなりの規模の騒動になってしまうのが頭の痛い所だ。僕の手て際ぎわが悪いのだろうか？　それとも播機さんがトラブルを呼び込む体質なのか？　単に僕が不幸体質だという予測は否定しておきたい。

　姉さんから対応を命令されている以上やらなければならない。であれば、貴重な時間を割さいてやるのだからこれも播機さんの勉強の一いつ環かん、野外フイール活動ドワークなのだと思って僕自身は頑がん張ばっているつもりなのだけど……。

「……、おっと」

　もう一度ため息をつこうとして思いとどまる。最近これが癖くせになりつつある。良くない傾けい向こうだ。まがりなりにも僕は高校教師なのだ。人、特に生徒の前で弱気な態度を見せるべきではない。気をつけよう。

　僕は扉の横の機械にカードキーをかざした。




２　ドアの開く音を聞いて、私、播機遙はテーブルから顔を上げた。




　秋津先生が入ってくる。

「先生！　こんにちは」

　秋津先生は黙だまって片手を挙げてから、向かいのソファに座っている笠かさ木ぎさんの後ろを通り抜ぬける。私は秋津先生を観察した。

　先生、といっても、年ねん齢れいは私と同じ17歳だ。背は１８０センチくらい。四角いセルフレームが載のった顔は、その理知的な言動に似合わない幼さがある。ウェーブのかかった短い髪かみとあいまって、ころころとした印象を受ける。

　袖そで口ぐちに不思議な模様が入った白衣を着た格好は、校内でも目立つ存在だ。白衣の下は白のワイシャツ。ただし横ストライプの入ったネクタイ付き。このネクタイの柄がらについては、私はいつも否定的な意見を進言しているのだが一向に改善する気配は無い。

「遙さん、遙さんの番ですよ」

「え？　あ！　ごめんごめん」

　テーブルの向かいの笠木さんに声をかけられて我に返る。秋津先生観察モードは強制終しゆう了りよう。テーブルの上に視線を戻もどす。ただいま真しん剣けん勝負の真っ最中なのです。購こう買ばいで買ったサンドイッチにパクつきながら次の手を考える。笠木さんが言った。

「遙さん、コーヒーのおかわり、要いります？」

「えーと、欲しいな」

「ちょっと待ってて下さいね」

　笠木さんがソファから立ち上がり、コーヒーメーカーに向かう。

　テーブルの上には何枚ものカードが置かれている。先生が来るまで、私達二人は昼食を食べながら外国のカードゲームを遊んでいた。今遊んでいるのは、七色に色分けされたカードをお互たがいに取り合うゲームだ。山からカードをめくって場に加えるか、既に場にあるカードの列を自分の得点にするかの選せん択たくが非常に悩なやましい。

　窓際に到とう着ちやくした秋津先生は椅い子すに腰こし掛かけ、購買のパンが入った紙かみ袋ぶくろを研究机の上に置いた。私が次のカードをめくろうか悩んでいると、机の向こうから声が投げられた。

「播機さん、オレンジのカードがもう一枚欲しいんだったら、無む駄だだよ」

「え？　なんでですか？」

「そのゲーム、各色九枚しかない。オレンジは既すでに九枚出てる」

　え？　私の手元に三枚、笠木さんの所には二枚、捨て札になってるのが三枚で、場に出ているのが一枚……あ、ホントだ。

「だから山札をめくる理由はない。場の一枚を取って自分のオレンジを増やすべきだ」

「わ〜い♪　アドバイスに従っちゃおうっと」

　そう言いながら場に出ているカードをオレンジ一枚を含めてかき集める。これで私のオレンジは四枚。一色の枚数で勝敗が決まる訳ではないが、かなり有利になった。

　私が喜んでいると、コーヒーメーカーの前に立っていた笠木さんが、腰こしに手を当てて秋津先生に抗こう議ぎする。

「播機さんに肩かた入いれするのはアンフェアです。我が魔ま術じゆつ師し殿どの」

『魔術師殿』と呼ばれた秋津先生は、パソコンのスイッチをつけながら答えた。

「香音はそれ遊び慣れてるだろ。多少は手加減してやれ」

「香音」は笠木さんの下の名前だ。笠木香音。笠木さんはぷいっと背を向けてまたコーヒーメーカーに向かった。兄に怒おこられた妹のようでかわいい。

　笠木さんを初めて見た時の印象は「白」だ。色白の肌はだ、灰色の瞳ひとみ、セーラー服も薄うすいグレーが基調で、髪も淡あわい色に染めている。いつも首からかけている白色の大きなヘッドフォンがトレードマーク。

　笠木さんは秋津先生の血の繫つながらない妹、という事になっている。実際には血が繫がっていないどころか、笠木さんは人間ですらない。笠木さんは、魔術師が使う《人形ドール》という兵器なのだ。

　とはいえ、普ふ段だんの振ふる舞まいからその証しよう拠こを見つける事に、私は未いまだ成功していない。今日みたいに先生の研究室に山と置いてあるゲームをよく遊ぶのだけど、その勝率も五分五分といった所だ。手加減している節も無い。ギリギリで負けると普通に悔くやしがり、再戦を希望する。そのしぐさが抱だきしめたくなるほどかわいらしいのだ。今もどう状じよう況きようの悪さを挽ばん回かいしようか悩んでいるに違ちがいない。とても彼女が作られた存在だとは思えない。

　笠木さんはトレイにコーヒーカップを三つ載のせ、一つは研究机の上に置き、残りをテーブルの脇わきに置いてソファに座る。そして山札を一枚めくり、考え込む。

　紙袋からパンを取り出しながら先生が言った。

「で、なんで教室で昼食取らないの、播機さん？」

　私はサンドイッチの最後の一切れを頰ほお張ばりながら答えた。

「ほふぇんがひひゅうなんれふよ」

「え？　なに？」

　サンドイッチを飲み込む。

「５限が自習なんですよ」

「ああ……。でも、それ理由になってないよね？」

「そうですか？　じゃあ今から理由を考えるので30秒下さい」

「……」

　先生に会いに来た、なんて口が裂さけても言わない。言えない。四月の事件の時は、気分が高こう揚ようしていて、車の中でとんでもなく大だい胆たんな行動に出てしまったけど、あれは先生にご褒ほう美びをあげただけで、他意は無いのだという事に私の中で勝手に決めた。

　ただし、その後なんの変化も無い秋津先生に対しては、多少の殺意を感じなくも無い。女子高生があそこまでしてあげたのに、動どう揺ようすらしないってどういう事!?

「……なに？」

　急に私が無言で睨にらみ付けたので、先生がひるむ。私はにっこり微笑ほほえんだ。ますます混乱する先生。うん。かわいい。

　落ち着け私。恋れん愛あいは惚ほれた方が負けるのである。私の当面の目標は、この朴ぼく念ねん仁じんの高校教師に、私の魅み力りよくを思い知らせる事なのだ。……まあなんか、ちょっと負けが込んでいる気がしなくもないけど。

　思考をぐるぐるさせているうちに、ここで昼食を食べている理由を思い出した。ああそうだ、ちゃんと理由があったんだ。

「今日、やっかが風邪かぜで休みなんですよ。美み奈なもなんか用事があるみたいで」

　やっかと美奈は私の親友だ。

「だから、研究室で魔ま術じゆつの勉強でもしようかなと思って」

『探たん偵てい推理研究会』の真の姿は、論理魔術の研究と実じつ践せんにある。より正確には、私、播機遙を論理魔術師として教育する為ための研究と実践だ。つまりは、私一人の為に設立された組織と言える。部室はここ。秋津先生の研究室。私は週三回、放課後ここに来て、魔術の修練をしている。まあそれ以外の日も大たい抵ていここで遊んでるんだけどね。

「それは良い心がけだ。じゃあ早さつ速そく始めようか。僕は食べながらでいいから──」

「お気き遣づかい無く。先生が食べ終わるまで待ちますから。あ、笠木さん、今度はこの列もらうね」

「その選択は誤りだったと後あとで後こう悔かいする事でしょう、遙さん。じゃあ私はこの列を取ります」

「その言葉そっくりそのままお返しするもんねー」

「……ホントに練習する気ある？　ゲームやりたいだけなんじゃない？」

　先生の言葉に特に反論は無い。実際問題として、部活動のある日に、研究室で魔術の勉強をしているのは全体の40％くらいで、残りは表向きの部活動と、ゲームで遊んでるのが半々くらいだ。

　秋津先生専用の、この研究室には、先生がイギリス留学時代に集めていた世界中のボードゲームやカードゲームがたくさん置いてある。たまたま暇ひまだったので、そのうちの一個を笠木さんと遊んでみたら、驚おどろくほど面おも白しろかったのだ。以来、ここにあるゲームを全部遊ぶのが私のひそかな目標になっている。

　大抵は笠木さんと二人で遊んでいるのだけど、三人からしか遊べないゲームもあって、そういうのはお願いして秋津先生に入ってもらってる。そのたびに「この時間を使って魔術を勉強すれば……」とブツブツ言っているのだけど、遊び始めると熱中してくるようだ。そして強い。やはり持ち主、そして男の子だと思う。

　先生がジトっとした目で私を見ているので、私は１２０％スマイルで応こたえた。

「どうかしましたか？」

「……まあいいや。じゃあ僕が食べ終わったら修練を始めよう」

「はい♪」

「遙さん、この列を頂きます」

「え〜！　ずるい〜！」

「これでほぼ私の勝ちは確定ですね」

「もう一回やろ！　ね！」

「望むところです」

　私と笠木さんのやりとりを聞いていた先生は、

「……、おっと」

　何故なぜか突とつ然ぜん口元を手で押さえた。なんとなく、ため息をこらえたように見えた。なにそれ？

　笠木さんがカードを切り始める。

「先生、先生もやりませんか？　このゲーム二人でもいいんですけど、三人で遊んだ方が面白いです」

「二人用だと特とく殊しゆルールになるからね。でもちょっとメールチェックしなきゃいけないから今は無理」

「むー」

　私は天てん井じようを見上げた。

「ジェシカ、聞こえる？」

　天井にあるカメラのような機械がにょいんとこちらを向く。そばのランプがチカチカ瞬またたき、私のすぐ横に半はん透とう明めいの女生徒が浮うかび上がる。北ほく凰おう学園が誇ほこるエージェント・ホログラフィー、ジェシカだ。

『聞こえています。生徒番号０９０３３１、播機遙さん』

　ジェシカは私達と同じ制服の色いろ違ちがいを着ている。私たちのブレザーは桜色だけど、ジェシカは澄すんだ水色だ。腰こしまであるストレートの金きん髪ぱつに青の瞳ひとみ。彫ほりの深い欧おう米べい人風の顔立ちはまぎれもなく美少女。

　来客用の校舎案内がジェシカのメイン業務だ。他ほかにも校内のセキュリティ管理も行っている。日常会話は理解するので、私たちは普ふ通つうにジェシカと話をする事が出来る。ただまあ、ジェシカは機械なので、話し相手としてはあまり適していない。

　私は半透明の女の子に話しかける。

「ねえ。ジェシカもこのカードゲームやらない？　ルール教えるからさ。そういう機能無いの？」

　ジェシカはちょっと困った表情で笑った。

『すみません、播機遙さん。囲い碁ごや将しよう棋ぎのお相手なら出来るんですが、私はカードを持つ事が出来ないので』

「あ、そっか」

　考えてみたら当たり前だった。なんだか申し訳ない気がして、私は手を合わせてあやまる。

「ごめんね」

『お気になさらないで下さい』

　揚あげパンをもぐもぐしていた秋津先生がコーヒーを飲んで口を開いた。

「そのカードゲームは完全情報公開ゲームだから、ジェシカでも出来るよ。囲碁や将棋と同じ」

「え、でもジェシカはカードをめくれませんよ」

「播機さんがジェシカの代わりにめくってあげればいいんだよ。別に手札とかないんだから、カードを持つ必要は無い」

「あ、そっか！　ねえ、ジェシカ、やらない？」

　半透明のジェシカは微笑ほほえんだ。ふんわりと光が増したような気がした。

『わかりました。ではルールを学習しますので教えて下さい』




　が、ルールを教えている間に先生がお昼を食べ終えたので、ジェシカと一いつ緒しよに遊ぶ事は出来なかった。残念。ジェシカは『また今度遊びましょう』と言って、光に包まれて消えていった。私と笠木さんはテーブルの上のカードを片付けて箱にしまう。

　先生に箱を手て渡わたしながら私はジェシカをまた呼び出した。

「ジェシカ、質問していい？」

　瞬しゆん時じに目の前にジェシカが投とう影えいされる。

『なんでしょう、播機遙さん』

　柔やわらかな物もの腰ごしだけど、あくまで事務的な言こと葉ば遣づかい。私はこのジェシカの態度が好きだ。

「ジェシカって、なんで『ジェシカ』っていうの？」

　棚たなにカードゲームをしまおうとした先生の手が一瞬止まった。ん？　私なんか変な事言ったかな？

　ジェシカは口を開いた。

『私の名前は、周す藤とう絵え里り子こ理事長が命名しました。『ヴェニスの商人』の登場人物から採とられています』

「え？　『ヴェニスの商人』って、シェイクスピアの？　シャイロックの娘むすめのジェシカから名前を採ったって事？」

『はい』

「えー、イメージと合わない〜。むしろポーシャの方が近いじゃないー」

『主観的な相対評価は、私には不可能です』

　シェイクスピアの喜劇『ヴェニスの商人』は、博識で行動的な女性が多数登場する作品だ。高利貸しシャイロックの娘ジェシカは父の財産を持ち出して駆かけ落ちするし、女富ふ豪ごうのポーシャは愛する恋こい人びとの為ために男装までして裁判所に乗り込む。

　私の感覚では、どちらかというと行動的で機知に富むポーシャの方が、この半透明の彼女のイメージに近い。名前だって「ポーシャ」の方がかわいいじゃん。

　私はいつのまにかゲームを片づけ終え、ソファに座って目を閉じている秋津先生に話しかけた。

「ねえ先生、なんでジェシカなの？　ポーシャの方がかわいくない？」

「知らないよ。姉さんが命名したんだから」

　秋津先生は面めん倒どうくさそうに答えた。ちょっとつっけんどんな態度は、いつもの先生らしくなかった。

『この命名には、秋津安芸先生も賛成されました』

「余計な事を言わなくていい。さあ、もういいよ。投影終しゆう了りようしてくれ。伊代」

　先生はそう言ってから、ハッとした顔になって、口を手で塞ふさいだ。ジェシカが光に包まれて消える。先生はちらっとこちらを見ている。私はもちろんジト目で先生を見ている。今、なんて言った？

「……秋津先生、『いよ』って、誰だれですか？　人名ですよね？」

「あ、いや、えーと。なんでもない。言い間ま違ちがい。気にしないで」

　あきらかに動どう揺ようしている。これが気にせずにいられようか。いや、いられはしない。反語。だって先生が女の名前を口にしたんだよ!?　しかも下の名前を呼び捨てで！

　私は質問の対象を変える。

「……笠木さん、『いよ』って、誰の事？」

「香音！」

　先生は立ち上がって大きな声を出した。笠木さんはしばらく先生を見つめた後、ため息をついて首を振ふった。

「我が魔術師メイガスよ、そのような態度では、フォロー出来る物も出来なくなってしまいます。座って下さい」

　言われて初めて自分が立ち上がってる事に気づいたようだ。先生はゆっくりと腰こしを下ろして頭をかく。

　笠木さんは私の方を見て説明してくれた。

「『伊代』というのは、ジェシカのモデルとなった女性の事です。《蒼マーレ》の論理魔ま術じゆつ師しの一人で、ジェシカが伊代様に良く似ているので、安芸様はよく間違えるのです。それだけの話ですよ」

「ふうん……」

　私はまたジト目で先生を見る。先生はなんか可か哀わい想そうなくらい目がキョロキョロしている。私は息を吐ついてから言った。

「……まあいいでしょう。論理魔術の勉強を始めましょうか」

「！　そうだね！　そうしよう！」

　明らかに立場が逆になっている。大だい丈じよう夫ぶか、高校教師。

　本当はもっと糾きゆう弾だんしたい所だけど、休み時間は有限で、私は論理魔術の勉強をしなくてはならない。この話はまた今度にしよう。先生の身近な女性の存在を急に知って、その人についてこれ以上深く聞くのが不安になったからではない。違ちがうってば。

　先生は手に持っていた小さな木もく片へんをテーブルの上に立てた。高さ５センチ、２センチ四方の四角柱。実際単に木を削けずっただけの物だ。

「よし。一応おさらいしておこうか」

　先生はクセのある髪かみの毛を右手の指の先でいじりながら話し始めた。もう、いつもの秋津先生だ。

「僕達《論理ロジカル魔術師・メイガス》が使う能力、即すなわち論理魔術は、万ばん物ぶつの《可能性ルウキス》に働きかけ、その物体の概がい念ねんを拡張、あるいは変形させる。これからやるのは──」

「木材に《代謝制せい御ぎよ》をかけて、花を咲さかせます。分かってますよー」

「……じゃあ、やってみて」

　私はテーブルの上にある木片に両手をかざした。包み込むように、指をやわらかく広げる。そして呪じゆ文もんを紡つむいだ。

「《代謝制御▽対象[image: ]〝木片〟：照準[image: ]接せつ触しよく対象：属性[image: ]〝生長〟：段階レヴエル[image: ]Ⅰ◇即時発動》！」

　私の手のひらから、赤い色をした光の泡が沸きあがる。泡は木片の上で一つにまとまり、小さな円えん環かんになる。複雑な文様によって構成されたそれは魔ま法ほう陣じんと呼ばれている。円環は木片を上から下まで通り過ぎる。論理魔術が木片の中の《可能性ルウキス》に働きかけ、木片が元の木だった時の機能を呼び覚ます。木片が割れ、中から小さな花のつぼみが──
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　──出てくる事は無かった。木片は真ん中あたりでぐにゃりとまがってテーブルに転がる。

「うーん、やっぱり、駄だ目めか」

　秋津先生が木片を指でつつく。っていうか、既すでに木片ではない。木片だった物は今はぷにぷにしたなにかに変わっていた。色は変わってないけど、見た目だけで言えばナタデココみたいだ。そういえば、最近ナタデココってコンビニで見ないな。

「これ、なんでしょうね？」

「君が作ったんだけどね……。さあ、さっぱりわからない」

　私は四月の事件以来、週に三回この研究室で論理魔術の修しゆ行ぎようを続けている。論理魔術の理論部分については、あの時先生が言ったように、私はすぐに覚える事が出来た。もちろんまだ基き礎そしか習っていないけれども。そして今は実技講習編。

　先生は木片だった物を指でつまんで持ち上げ、ライターで火をつけた。すると、物体は激しい光を発して燃え始める。先生がそれを空中に投げ上げると、光の塊かたまりとなった物体はそこで燃え尽つき、後にはなにも残らない。

「これ、なかなか面おも白しろいよね」

　こういう時、秋津先生が私と同い年の男の子だという事を思い出す。突とつ然ぜん、子供っぽい事をするのだ。

「しかし、ある意味才能だねこれは」

「皮肉ですか？」

　論理魔術を行使するには理論だけでは足りない。《可能性ルウキス》に働きかける為ための呪文は、非常に微び細さいな変化を伴ともなう発音とイントネーションから構成されていて、普ふ通つうの術者はそれを覚えるのに一年以上かかるのだそうだ。

　私は、生まれつき記き憶おく力が良い。異常に良い。どれくらい良いかというと、覚えようと思って覚えた事は何年後でも寸分たがわず思い出せるくらい良い。なので、多少は苦労したものの、呪文の発話も二週間くらいで出来るようになった。

　ただし、正確に呪文を唱える事が出来ても、それだけでは論理魔術は成功しない。秋津先生が言うには、最も重要なのは「変へん換かんする概念をイメージする事」なのだそうだ。

　実際に術を使ってみる段になって、この「イメージする事」が、どうも私は致ち命めい的に苦手である事が判明した。私の術は、成功率が非常に低いのだ。術の行使には問題が無いにも拘かかわらず、術が発動しなかったり、全然違ちがう術が発動してしまったりする。秋津先生にも原因がわからないようだった。

[image: ]

　たまにばっちり成功する事もある。ただし、それは「増幅系」と呼ばれる魔ま術じゆつだけで、例えば火の勢いを変えるとかは割と出来る。今みたいな「変換系」は、まだ成功例が無い。何度やってもこの透すき通ったプリンみたいな物に変わってしまうのだ。

「木片が小さいからじゃないでしょうか。もっと大きな物体にかけてみてもいいですか？」

「絶対駄目。より巨きよ大だいなプリンが出来るだけだよ。多分ね」

「ぶー」

　面白そうじゃん。

「今『面白そうじゃん』って思ったろ」

「なんでわかるんですか!?」

「表情が喋しやべってるよ。木片の概がい念ねん変へん換かんは基礎の基礎なんだ。これが成功しないと次の段階にいけない」

「むう」

「しかし、原因がわからないんだよね。術式も呪文も完かん璧ぺきなんだ。確かに経験は足りないんだけど、播機さんの《紅オストラム》の論理魔術師としての潜せん在ざい的能力はもの凄すごい筈はずなんだよ」

《紅オストラム》というのは太古から伝わる論理魔術師の七つの血筋、《血族クラン》の一つだ。で、どうも私はその《紅オストラム》に属している、らしい。私も二ヶ月前に知ったばかりだし、《紅オストラム》自体、論理魔術師の間では、既に途と絶だえた血筋だと考えられていたんだそうだ。

「ぶー。じゃあなんで出来ないんですかー」

「イメージする力が致命的に弱いとしか思えない。じゃなきゃ、無意識に能力にセーブをかけているのか、なにか外因的な理由があるのか……。いずれにせよ、ここの設備では調べようが無い」

「じゃあもっと良いい設備のところへ行きましょうよ」

　私が口をへの字にしてそう不平をもらすと、秋津先生は急に押し黙だまった。

「？　私なんか変な事いいましたか？」

「……ちゃんと調べるとなると、播機さんは《円環キアカル》の管理下に置かれる事になる」

《円環キアカル》とは《完結したフオル・円環キアカル》の事。論理魔術師の七つの《血族クラン》を束ねる上位組織なのだそうだ。それぞれの《血族クラン》から選出された七人の長おさによって、《血族クラン》全体の意思決定をになってるんだとか。ところで「意思決定」って具体的にはなにをするんだろう？

　私の中での《円環キアカル》は、なんか「長老」みたいな人が暗い部屋で机を囲んでるイメージがあった。けど、先生の話によれば、単にトップが七人の長からなっているだけで、組織自体はもっとずっと先進的な物なんだそうだ。しかも《血族クラン》以外、つまり魔術師でない普通の人間も構成員に含ふくまれていて、全世界規模では結構な人数になるらしい。

「僕、いや《蒼マーレ》は、《紅オストラム》を《円環キアカル》に渡わたすのは反対だ」

　先生はそう言って、片手で癖くせのある髪かみをいじった。《蒼マーレ》というのは、秋津先生や周藤絵里子理事長が属する《血族クラン》の事だ。秋津家というのは《蒼マーレ》の本家筋で、秋津先生は《蒼マーレ》の次期当主なんだそうだ。今まで意識してなかったけど、先生っておぼっちゃんなのかな？　もしかして。

「四月の事件について報告した際、《完結したフオル・円環キアカル》は、君を《鴉ノツクス》に渡さない為に、身み柄がらの引き渡わたしを僕達に要求してきた。《蒼マーレ》はそれを拒きよ否ひしたんだ」

「どうしてですか？」

「播機さんの日常が壊こわれるからさ。《円環キアカル》は君を今の生活から切り離はなして、世界から隔かく離りさせるだろう。それが一番安全だからだ。まあ、待たい遇ぐうの良いい実験動物みたいな扱あつかいになるのは間ま違ちがいない。僕らはそれを避さけたかった」

「もちろんです！　そんなの絶対嫌いやです！」

「でしょ？　だから《蒼マーレ》は《円環キアカル》には身柄を渡さない事を決めた。播機さんが論理魔術師として一人前になるまでは《蒼マーレ》がその責を負うと、半ば強ごう引いんに押し切ったんだ」

「あのう、《蒼マーレ》が頑がん張ばってくれたのは嬉うれしいんですけど、私の意思というものが物の見事に無視されてませんか？」

　私の抗こう議ぎに先生は力無く笑った。

「確かにそうだね。ごめん。ただ、《紅オストラム》の《血族クラン》が、まだ世界に存続していたというのは、僕達にとっては非常事態だったんだ。皆みんな、混乱してるのさ。まあ、そんなわけで、僕が播機さんの魔術指導役を担当する事になったんだよ。さて、もう一個やってみようか」

　先生がテーブルの上に同じ大きさの木もく片へんを立てる。私は同じ呪じゆ文もんを唱える。
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　テーブルの上にプリンが一つ出来る。先ほどと同じだ。

　先生は両手の上でプリンを転がした。

「うーん、個人的には非常に興味深いんだけどね。特にこの火をつけると光るのが良い」

「なにが良いんですか？」

「え？　きれいでしょ？」

「はあ。実用性ゼロですけどね」

「うーん、まあ、そうだね。でも、実用性が無いからといって、世界にとって不要とは限らないんだよ。あ、そうだ」

　秋津先生は何かを思い出したように立ち上がり、部屋の隅すみに向かった。

　研究室の部屋の隅には、段ボールが山と積まれている。今年の四月に急きゆう遽きよイギリスからの帰き還かんを命じられた先生は、まだ日本での住む所も決まっていなかった為ため、研究資料や私物などを全部まとめて北凰学園に直接送ったのだそうな。

　先生が趣しゆ味みで集めたたくさんのボードゲームが研究室にあるのもそういう訳。量が多すぎて、自宅に持って帰るのが面めん倒どうになったそうだ。私にとってはラッキーだ。遊んでないボードゲームはまだまだある。

　ちなみに秋津先生は、割と豪ごう華かなマンションを借りて、笠木さんと二人で暮らしているらしい。私はまだ行った事が無い。いつも「まだ散らかってるから」と言って遊びに行かせてくれないのだ。

　先生が赴ふ任にんしてからそろそろ二ヶ月が経たとうとしているけれど、部屋の隅に積まれた段ボールが減る気配はあまり無い。

　いくつかの山を崩くずし、箱の中をごそごそしていた先生は、やがて小さなビンを取り出した。

「あった。これこれ」

　先生はビンの蓋ふたを開けながらこちらに歩いてきた。崩した段ボールの山はそのまま。そりゃあ片付かない訳だ。

「僕が英国で何をしていたかって話したっけ？」

「Ｎｏエスラフ、聞いてません」

　今のは先生の真似まねをしてみた。

「留学してたんですよね？」

「まあ留学と言えば留学だけどね」

　先生はソファに座り、ビンをテーブルの上に置いた。透とう明めいなガラスビンの中には、直径２センチくらいの球たまがたくさん入っていた。なんだろこれ。

「英国に北凰学園の姉し妹まい校があるのは知ってるよね。こっちと同じくあっちにも高校と大学があって、当然《蒼マーレ》の直ちよつ轄かつだ。で、大学では主に論理魔ま術じゆつの研究が行われている」

「研究？　どんな？」

「まあ、いろいろ」

　いろいろってなんだー。今、先生は言葉を濁にごした気がするぞ。私には言いにくい研究でもしてるのか？

「もしかして、戦争の兵器とか作ってたりするんですか？」

「うーん、直接の目的は世界平和なんだけど、それは主観の相そう違いかな。まあこの話についてはまた今度にしよう」

　先生はビンの中から球を一つ摘つまみ上げた。

「僕の研究テーマは、論理魔術を物体に込める事なんだ。魔術の詰まったカードとかボールとかを作りたい。それらは、論理魔術師じゃなくても、投げたりぶつけるだけで術を発動させることが出来る。そういう道具を作りたかったんだ。いや、今でも作ろうとしている。最近は研究する時間が全然取れないけど……」

　先生が少し遠い目をした。

「出来るんですか？　そんな事」

「《蒼マーレ》の《特権タレント》は魔術の物体への恒こう久きゆう的な付ふ与よだ。これの応用で出来る、と、僕は考えている。研究は途と中ちゆうで成功例はまだ無い。ただ、その過程で、ちょっと面おも白しろい副産物が生まれた。それがコレ」

　先生は球を蛍けい光こう灯とうにかざした。

「中になにが入ってるか見える？」

　中？　そういえば、球の真ん中になにか影かげみたいなのが見える。ん、これは……

「……種、ですか？」

「そう。シイノキの種が入ってる。これに呪文をかける」

　先生はポケットから、さっき私が魔術の修しゆ行ぎように使っていたのと同じ木片を取り出してテーブルの上に寝ねかせて置いた。その上に球を置く。そして球体に手をかざして呪じゆ文もんを紡つむいだ。




「《速攻インス術式タント◆爆発ボム》！」




　先生の両の手のひらから青い光の泡あわが沸わきあがる。《蒼マーレ》の魔術発光だ。

　光の泡は先生が手をかざした先、木もく片へんの上の球に吸い込まれていく。と、同時に、その下にあった木片がクシャリと縮んだ。

「え、なにこれ」

「球体が木片の《可能性ルウキス》を吸収しているんだ」

　木片はまるで突とつ然ぜん全部の水分を抜ぬかれちゃったみたいに細く小さくなってゆき、やがて小さな光を放ちながら消えていった。

「《可能性ルウキス》を完全に失った物体はこの世界から切り離はなされる。球体の方を見てごらん」

　球はいつのまにか淡あわい青の光を発していた。見ていると、中に浮うかんでいる種がプチッと割れ、中から小さな芽が飛び出した。芽は急速に大きくなり球体の壁かべに当たる。やがて球体が割れ、立派な双ふた葉ばが現れる。

　双葉はどんどん生長して、茎くきを伸のばし、葉を広げ、高さを増していった。昔ＴＶで見た「木の生長」の早送りを生で見ている気分だ。

　やがて、私と先生の間には、高さ15センチくらいの子供の木が現れた。生長はそこで止まった。

「まあ、木片一個ではここまでかな。見ての通り、この球体は指定した物体の《可能性ルウキス》を吸収し、それをエネルギーとして急速に発育する『植物』なんだ」

「すごい……」

「ところがこれ、なんの役にも立たないんだよね」

「え、なんでですか？……あっ」

　思わず小さく叫さけんでしまった。ぎりぎり木の形まで育っていたそれは、突然色を失って枯かれていった。これもまた早送りを見ているようだ。葉も枝も一いつ瞬しゆんで生命力を失ったかのようにクシャクシャになり、見ているだけで形が崩くずれていった。土に戻もどっていく、というのが一番印象に近い。

　気がつけばテーブルの上にはもうなにも無かった。割れた球が一個あるだけ。先生は嘆たん息そくしながら説明した。

「一定時間経たつとこうして無くなってしまう。《可能性ルウキス》の無む駄だ遣づかいだね。この欠点を改善する方法が見つからなくて、結局この球体の研究は中止になった。残ってるのはこのビンの中に入ってるものだけ」

「これ、もっと大きく育てられないんですか？」

　播機さんが目をキラキラさせて聞いてくる。ん、なんか変な所踏ふんだかな？

「出来るよ。ただまあ、生長させるのに必要な《可能性ルウキス》の量も膨ぼう大だいになるけどね」

「見たいです！」

「無理だよ。どこでやるのさ。ここでやったら天てん井じよう突つき抜けちゃうよ」

「えー」

　考える。

「どこだったら出来るかな……」

「いや、どこでだろうとやりたくないよ。ええと、なんの話だっけ」

「『実用性が無いからといって、世界にとって不要とは限らない』と仰おつしやいました」

「そうそれ。この球体を、僕たちは『安全な不ふ発はつ弾だん』と呼んだ。つまり、役立たずって事だね。確かに、これには実用性は皆かい無むだ。でも、だからといってこの研究の成果が無む駄だになった訳じゃない。これを作った際に採集されたデータは、また次の研究に活いかされるだろう。この球体を作る価値は確かにあったんだ」

　先生はビンの蓋ふたを閉めて、近くの棚たなに適当に置いた。私は今先生が言った言葉の意味を考える。そして聞いた。

「私のプリンを作る能力も、なにかの役に立ちますか？」

「わからない。でもどんな事でも、理由も無くそうあるというのは、あまり無いと思うよ」

「ふうん……、あ、先生、そろそろ５限始まりますね。先生歩いて行ったら間に合わないでしょ？　私の自転車乗せてあげますよ」

　秋津先生は微び妙みように眉まゆをひそめて言った。

「……もしかして、わざと時間引き延ばしてた？」

　私は考え込むモードの表情を瞬しゆん時じに１２０％スマイルに切り替かえて先生を見た。

「ご想像にお任せします♪」
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３　別に僕は遅おくれても良かったのだけど、結局播機さんに押し切られた。




　ちなみに香音は僕が気づかない内にもう出発していた。どうも二人で共きよう謀ぼうしていた観がある。後で香音を問いたださなければ。

　ただし、播機さんが運転して僕が後ろに乗るというのは断った。誰だれが見てるという訳でも無いけど、それはちょっと様にならない。播機さんの赤いシティサイクルにまたがる。

「どうぞ」

「はーい」

　播機さんは僕の両の肩かたにそれぞれ手を置き、後輪の軸じくの部分に器用に足を引っかけ、自転車の後部に立ち上がった。僕はバランスを確かく認にんしながらペダルを押し込む。下りの坂道をゆっくりと自転車が滑すべりだす。速度を出しすぎないように注意しないと。

　北凰学園は、高校とは思えない程ほどの敷しき地ち面積がある。私立の総合大学のキャンパスよりもう少し広い。その広大な敷地の中に校舎が点在していて、その間を道路や芝しば生ふ、レンガ道が通っている。

　僕の場合、車は通勤でしか使っていない為ため、校内での移動手段は徒歩がメインだ。先生によっては、校舎間の移動を車で行っている人もいる。生徒達は自転車を活用してるようだ。

　僕は、徒歩移動の代だい替たい手段について、まだそれほど必要性を感じていない。生徒は時間通りに教室にたどり着かないと遅ち刻こくになるけど、僕がたどり着けない場合は授業が始まらないだけなので、僕にとっても生徒にとっても特に問題が発生しない。

「だから、わざわざ二人乗りまでして急ぐ必要無いんだけどな……」

「え？　なにかいいました？」

「いや、別に」

「♪」

　播機さんはとても楽しそうだ。二人乗りがそんなに珍めずらしいのだろうか。ちなみに空模様はとてもサイクリング日和びよりとは言えない。１時間ほど前から急に太陽がかげり、今は雲の隙すき間まからわずかに陽光が見える程度だ。風も少し出てきた。

　肩に播機さんの体温を感じる。

「ん、播機さん熱あるんじゃない？　ちょっと手が熱いけど」

「一時的に体温が上じよう昇しようしているだけなので気にしないで下さい。その質問はデリカシーに欠けると思います」

　意味がよくわからない。播機さんは腕うでを曲げ、僕の耳の側そばに顔を近づけて言った。

「先生、他ほかの魔ま術じゆつはいつになったら教えてくれるんですか？」

「プリンの謎なぞが解けるまでは先に進めないよ。それに、もっと規模の大きな魔術は、《人形ドール》のサポートがないと難しいから、播機さん用の《人形ドール》が届いた後になるね」

「え？　私の《人形ドール》!?　笠木さんみたいな？」

「ああ、いや、そういうわけじゃない。人間サイズの《人形ドール》を使えるのは《蒼マーレ》だけなんだ。あれだけのサイズの魔術を、《蒼マーレ》の《特権タレント》無しに構成維い持じするのは無理だからね。《人形ドール》は《血族クラン》ごとに作り方が違ちがう。播機さんの血筋である《紅オストラム》の《人形ドール》については、現在仄ほの香かさんの協力を受けながら作製中」

「え！　仄香の!?」

　仄香は私の妹だ。

「《紅オストラム》の過去については、今のところ彼女が一番詳くわしい。夏休み明けくらいには出来るんじゃないかな。多分、文字通り人形サイズの物になると思うよ」

「ふうん……」

　割とスローペースで進んでいた自転車は、学園のほぼ中央に位置する噴ふん水すい広場に到とう着ちやくした。ここから道は坂の上にも下にも放射状に広がっており、学園の各施し設せつに繫つながっている。

「あ、ここで停とめて下さい」

「教室棟とうまで漕こいでもいいよ？」

「５限、図書館で自習なんですよ」

「なるほど」

　ゆっくり自転車を停める。停止する寸前に播機さんは自転車を飛び降り、その場で身だしなみを整え、サドルから降りた僕から自転車のハンドルを受け取る。

「ありがとうございました。じゃあまた６限に」

　６限は２─Ｄで英語の授業があるので、また彼女に会う事になる。

「行ってらっしゃい」

　僕の言葉に笑え顔がおを返し、播機さんは自転車にまたがってくるりと背を向けた。

　その時、唐とう突とつに、僕は落ち着かない気分になった。

　慌あわてて呼び止める。

「あの、播機さん」

「ん、なんですか？」

　呼び止めてから、特に用事が無い事に気づいた。今の感覚はなんだろう？

「いや、なんでもない」

「？　へんなの。それじゃ行きますね」

　播機さんは立ち漕ぎで図書館に向かった。急速に遠ざかる彼女の背中を、僕はなぜか、いつまでも見送っていた。

　頭上では青空が完全に姿を消し、黒い雲がその数を徐じよ々じよに増やしつつあった。




４　図書館棟に入った私は、エントランスを抜ぬけて大きな扉とびらの前に立つ。




　中ではクラスメイトが既すでに自習中の筈はずだ。私はちょっと思い立って、エントランスを横断し、一回り小さな扉の前に立った。扉の上には「司書室」と札が掛かかっている。私はその扉に手をかける。開かない事を確かく認にんするのが日課のような物なので──




　ガラッ




「！」




　なんの抵てい抗こうも無く扉が動いた事にびっくりした。鍵かぎが開いているという事は中に人がいるという事で、中にいる人とは一人しかいない。私は訳もなく嬉うれしくなってきた。

　扉をガラガラと開けて司書室の中に足を踏ふみ入れ、奥にいる人物に声をかける。

「斎さい条じよう先生！　いらしてたんですね！」

　窓の外を眺ながめていた男性が振ふり返り、柔にゆう和わな笑みを私に向けた。手に持っているティーカップを掲かかげて私に話しかける。

「やあ、遙さん。久しぶり。図書委員会に変わりはなかったかな？」

「もちろんです。優ゆう秀しゆうな図書委員長が指揮を執とっていますからね」

『優秀な図書委員長』とは私の事だ。当然ながら。先生はティーカップを机に置いて微笑ほほえんだ。

「それは頼たのもしい限りだね。しかし、今は授業中なんじゃないかな？」

「２─Ｄは５限図書館で自習なんですよ。ここも図書館の敷しき地ちです」

「あはは、まあいいかな。座りなよ。紅茶をサービスしよう」

「やりい♪」

　私は椅い子すに座りながら、流し場からカップを取り出す斎条先生を眺めた。

　斎条園その生お先生は、北凰学園の司書だ。

　大人の年ねん齢れいはよくわからないけど、多分20代半ばくらいだと思う。すこし長めの髪かみが、細ほそ面おもての顔に繊せん細さいさを加えている。ひょろながの体型が、濃こいグリーンのスーツによく合っていた。

　斎条先生の姿を図書館、いや校内で見かけるのは月に数回だけ。というのも、先生は考古学の研究が本業なんだそうで、ほとんどの日は学園の外で発はつ掘くつやら研究やらをしているのだそうだ。そんな人がどうして司書職を続けられるのかはよくわからない。この学園によくある謎なぞの一つだ。

　そのような先生のレア度と、なにより若くて美形である事が女子の間では重要視され、斎条先生を見かけた日は、その日一日いいことが起こるとか占うらないのネタにまでされている。

　先生の柔和な態度と年齢の近さが、私たち生徒に親近感を抱いだかせている。図書委員会の活動についても、ほとんど生徒におまかせ状態で大人の出番が必要な時だけ出てくる。こういうのも、信しん頼らいされている感じがして、嬉しい。

「ん、遙さん、どうかした？」

　いつのまにか、目の前に先生がいた。私は驚おどろいて体ごと目をそらす。

　斎条先生は私を「遙さん」と呼ぶ。私を名前で呼んでくれる大人は、二年前に両親を亡なくして以来、今は斎条先生だけだ。だからかもしれないけど、先生に名前で呼ばれると、たまに訳もなく恥はずかしくなって、先生の顔をまともに見られなくなる時がある。そういう時は、なんだか体がふわふわするので、自分でももどかしい。

　なんとか返事をする。

「いえ、なんでもないです」

「そう？　さあ、どうぞ」

　目の前に紅茶が置かれる。斎条先生は紅茶党なのだ。先生の淹いれる紅茶には文句の付けようが無い。

　猫ねこ舌じたなのですぐには飲めない。カップを机に置いたまま、唇くちびるの方を近づけてふーふー息を吹ふきかける。と、そこで思い出して先生の方を向く。

「斎条先生、アレクも帰ってるんですか？」

「もちろん、僕らは一心同体だからね。ほらアレク、お前も遙さんに挨あい拶さつしなさい」

　斎条先生の声と同時に、机の向こうからグレイの毛並みの猫が飛び上がった。そして鳴く。

「にゃあ」

「わあ！　アレクも久しぶりー！」

　私はしゃがみ込んで、アレクを抱だき上げる。

「にゃおうん」

　膝ひざの上に乗せて首をかいてやると、アレクは気持ちよさそうに鳴いた。

「お前はいつもかわいいねえ、アレク」

　アレクは斎条先生が飼っている猫だ。品種はロシアンブルー。ブルーといっても毛並みはグレイで、瞳ひとみは深い緑色だ。司書室の外に出さない事を条件に学校に連れてくる事を許可されているんだとか。斎条先生以上のレアキャラなので、女生徒の間では「アレクを見かけた日に告白すると必ず成功する」とまで言われている。

「アレク、元気だったー？」

　触り心地の良い背中をなでる。アレクの名前はアレクサンドライトという宝石から採とっている。アレクサンドライトは光の加減によって赤く見えたり緑に見えたりする不思議な宝石で、斎条先生はアレクに会った時、一目でこの名前に決めたそうだ。

　私が体をなでるたびに、アレクはぐるぐるとのどを鳴らす。か、かわいい〜。

　斎条先生が歩きながら言った。

「あんまり誘ゆう惑わくしないでよ？　アレクも年とし頃ごろの男の子なんだから」

「ふふーん、もう既すでにアレクは私の魅み力りよくにメロメロですよ」

「あはは、そうかもね」

　こういう軽口を気軽に言い合えるのも、斎条先生が「司書」という、教師の中でも特とく殊しゆなポジションにいるからだと思う。司書の先生は私達の高校生活に直接干かん渉しようしてこない。特に、成績をつける立場にいない。なので、気軽に話が出来るのだ。

　斎条先生は自分の椅子に戻った。

「なにか変わった事はなかったかい？」

「あー、えーと、そうですねえ。先生が前に来たのっていつでしたっけ？」

「ええと、そうだなあ。三月末だったかな？　ちょっと発掘の作業が長引いてね」

「あ、そうか。年度末の蔵書点検の日は来てくれたんですよね。という事は、四月の頭からいなかったわけで──」

　さて何を話そう。この二ヶ月の間に私及および私の近辺で起きた事を話し始めたら、自習の時間が何時間あっても足りないだろう。とはいえ、斎条先生相手に論理魔ま術じゆつの事などもちろん喋しやべるわけにはいかない。

　自然に、私は今私の中で一番興味の対象にしている事の話をした。

「秋津先生の話は聞きました？」

「アキツ？　ああ、秋津安芸先生だね。聞いてるよ。17歳らしいね」

「そうなんですよ！　私と同い年なんですよ。信じられます？」

「まあ、この学園ではよくある謎なぞだよね」

　自分もその謎の一つだという事をこの人は分かっているのだろうか。

　斎条先生は空になったティーカップの縁ふちに指をなぞらせながらつぶやいた。

「一度挨拶に行っておこうかな」

「あれ？　またすぐ発はつ掘くつに戻るんじゃないんですか？」

「今はオフシーズンでね。しばらくは司書の方に専念出来る予定」

　発掘にシーズンとかあるんだろうか。暑いと疲つかれるとか？

「だから今後は基本的に司書室にいるから。これからもよろしくね、遙さん」

　先生がやわらかく微笑ほほえむ。この笑え顔がおを見ると、私は少しおだやかな気分になれる。なんというか、懐なつかしい気分になるのだ。

　私が答えようとした時、図書館と司書室をつなぐ扉とびらが開き、クラスメイトの美奈がメモを片手に入ってきた。驚いたアレクが椅い子すの下に隠かくれる。

「すみません、この本を探してるんですが──あ〜！　遙、こんな所でくつろいでる。ず〜る〜い〜」

　そういえば今は自習中なのであった。すっかりくつろいでしまった。

「ごめんごめん、それ、私が調べるよ。斎条先生すみません、紅茶全部飲めませんでした」

「ああ、いいよいいよ。行きなさい」

　先生は部屋の奥から手を振ふった。美奈が「うわ、レアキャラだ」と小声でつぶやいた。

「はい。アレクもまたね」

「え!?　アレクもいるの!?　見たい！」

「ほら、行った行った」

　背中から両りよう肩かたを摑つかんで司書室から押し出す。スーパーレアはそうそうお見せ出来ません。

　小さな扉とびらを抜ぬけると、図書館の貸し出しカウンターの後ろに出る。私はカウンターの椅子に美奈を座らせて、蔵書検けん索さく端たん末まつを起動した。

「なに探してるの？」

「『ヴェニスの商人』」

「え!?」

「なぜ驚おどろく。私がシェイクスピアに恋こいをしてはいけないとでも言うつもりか？」

「あ、いや、ごめん。なんでも無い。ちょっと待ってね」

　一日に二度も同じシェイクスピア作品のタイトルを聞く事はなかなか無いと思う。私は端末を操作して、『ヴェニスの商人』が貸し出し中かどうかを確かく認にんする。

「ええと『在庫あり』になってる。本ほん棚だなは見たの？」

「うん。シェイクスピア全集が並んでる本棚の途と中ちゆうがぽっかり空いてた」

　という事は、誰だれかが今図書館内で保持しているのだろう。誰かというのは、この時間自習中の我ら２─Ｄの誰かだ。

「うーん、そうか。まあ誰かが読んでるなら仕方ないか。棚たなに戻ってくるまで待とうかな……」

「……あ、ちょっと待って美奈」

　私は美奈の袖そでを摑み、彼女を引っ張りながらカウンターの外に出て、読書用の丸テーブルがあるエリアに向かった。美奈はちょっと引きずられながらついて来る。

「どうしたの？　遙」

「持ち主わかるかも」

　確証がある訳では無いけど、さっき秋津先生から聞いた話と、図書館の状じよう況きようを考えると、『ヴェニスの商人』を持っている可能性のある生徒に、私は一人心当たりがあった。クラスメイト達が本を読んでいるいくつかのテーブルを抜け、一番奥のテーブルにたどり着く。そこには男子生徒が一人、一心不乱に携けい帯たいをいじっていた。机の上には何冊か本が載のせてあるけど、読んだ、あるいは読もうとする気配は無い。

　私はその男の子に話しかける。

「久く米め君、ちょっといい？」

　久米君は携帯から目をそらさずに答えた。

「……ちょっと待って」

　片手で私を制し、もう片方の手で携帯を操作し続けた。そしてつぶやく。

「……ＯＫ。お待たせした。播機さん？」

　久米君が携帯電話から顔を上げて私を見る。ええと、確かフルネームは久米信しん二じだったと思う。不健康そうな体格と、メガネの下からのぞくギョロリとした目。それに伸のばしっぱなしにしてる髪かみ。本人は「コンピューターオタク」を自じ称しようしているのだけど、自称していなくても外見からある程度は想像出来る。

　ただし、彼が好きな「コンピューター」はちょっと特とく殊しゆなのだ。

「ご用件は？」

「あのさ、『ヴェニスの商人』、今持って無い？　もし読んでなかったら、美奈に貸してあげて欲しいんだけど」

「ああ、いいよ」

　久米君は右手で携帯電話を持ったまま、ズボンのポケットに突つっ込んでいた左手を抜き出して、机の上の本の山を崩くずす。そしてその中から一冊をつかみ、美奈の方に差し出した。表紙には「シェイクスピア全集『ヴェニスの商人』」と書いてある。美奈は小さく「えっ」と叫さけんでから、あわてて「ええと、ありがとう。久米君」と言って本を受け取った。

「いや、僕もう読まないから、終わったら棚に戻もどしておいてもらえると助かる」

「ああ、うん。わかった」

　美奈はひじで私の腰こしを小こ突づき、小声で話しかけてきた。

「なんで久米君が持ってるってわかったの？」

「偶ぐう然ぜん偶然」

「んなわけあるかい。まあいい、ありがとね」

　美奈は本を持って去っていった。もちろん偶然なんかじゃない。久米君と『ヴェニスの商人』には、明確な共通点があるのだ。

「用件はそれだけかい？」

　久米君が聞いてくる。早く会話を打ち切って自分の作業に没ぼつ頭とうしたいようだ。私はちょっと暇ひまをつぶしたくなった。

「ねえ、その携帯でなにしてるの？」
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　そう聞いた途と端たん、久米君のちょっと眠ねむそうな顔が一転し、突とつ然ぜん活力を得たかのように喋しやべり始める。

「よくぞ聞いてくれました！　コレクションを整理してたのさ。見るかい？」

　久米君はもの凄すごい速度で携帯のボタンを叩たたいた後、それを私に差し出した。私は携帯を受け取り、久米君の隣となりの椅子を引いて座る。

　携帯の画面は、写真のスライドショーモードになっていて、ボタンを押すと次々と写真が切り替かわった。

　どの写真も、北凰学園の校舎内の風景が撮さつ影えいされていた。様々な場所、様々な生徒がフレームに収まっている。統一感は無い。季節もバラバラだ。

　ただ一点だけ、どの写真にも共通する事があった。全すべての写真に、同一の被ひ写しや体たいが写り込こんでいるのである。

　それは一人の女生徒だった。金きん髪ぱつで色白。瞳ひとみは青。私達のピンク色のブレザーではなく、薄うすい青の制服を着ている。周りの生徒が楽しげに彼女に話しかけているのに対し、その女生徒だけは常に上品な笑えみを浮うかべている。

　その女生徒の最大の特とく徴ちようは、どの写真でも、その体が透すき通っていて、その向こうが見えている所。そしてどの写真でもボンヤリと光り輝かがやいている所だ。

「……相変わらず、ジェシカが好きだね、久米君」

「僕はジェシカマニアだからね」

　自じ慢まんげに言われても。

　久米君は自分で言った通り「ジェシカマニア」だった。

　彼は学園内でジェシカが呼び出されている場面を探し、様々な角度からジェシカを撮影する。全身はもちろん、顔のアップ、バストショットなどあらゆるジェシカの姿を切り取ろうとする。ただし、あまりエッチなアングルの物はない。そういう主義なのか、私が見せてもらってないだけなのかは分からないけど。

　彼のジェシカ好きっぷりはクラスでも有名で、あまりにもあけっぴろげに公言するものだから、みんな生暖かく彼を見守っている。久米君にとってジェシカが理想的な被写体なのか、それとも純じゆん粋すいな恋れん愛あいの対象なのかは私達にとって、そして恐おそらくは久米君自身も、結論がついていない謎なぞのひとつなのだ。

　私は延々と続く「コレクション」とやらを眺ながめながら聞いた。

「久米君、ジェシカの名前の由来知ってる？」

「もちろん。……ああ、だから僕が『ヴェニスの商人』を持ってるって気づいたのか」

「正解」

　もう言うまでも無い事だけど、さっき研究室で「ジェシカの名前の由来は『ヴェニスの商人』」と聞いていたので、今この時間に『ヴェニスの商人』を読んでる生徒がいるとしたら、それはジェシカマニアの久米君くらいだろうと当たりをつけた訳だ。見事的中。

「どうだい？　どれも良く撮とれてるだろう？　彼女の魅み力りよくを１００％静止画に残す事が、今の僕のライフワークなんだ。感想を聞かせて欲しいね」

　感想を聞かれたので正直に答える。

「いつも思うんだけどさ、ジェシカを撮影するだけだったら、自分で呼び出せばいいんじゃない？」

　久米君の撮影するジェシカは、常に彼以外の誰だれかに呼び出されている構図ばかりで、正面からの写真がほとんどない。

「言っちゃ悪いけど、半分盗とう撮さつっぽく見える写真もあるんだけど？」

「ハッ！　なんにもわかってないよ播機さん」

　私の意見を久米君は鼻で笑った。彼は誰と話す場合でも、相手を小こ馬ば鹿かにした態度を取るので、女子の中ではあまり人気の高い男子ではない。

「わかってないですか」

「わかってない。恣し意い的に呼び出された物ではなく、あくまで学園の日常の一部としてジェシカが存在し、生徒や教師とコミュニケーションを取っている姿を静止画に記録する。そうでなければ意味が無いんだよ」

　無いんだよ、と言われてもよくわからない。でもまあ、この偏へん愛あいっぷりが、それはそれで筋が通っている気がして、私は彼の事を気に入っている。まあ彼に限らず、この学校は変人揃ぞろいなのだ。

　私は携けい帯たいを久米君に返す。

「ありがと」

「どういたしまして」

　久米君がメガネをかけ直し、また携帯をいじり始めた。一いつ瞬しゆんで自分の世界に入ったようだ。

　まあ変な趣しゆ味みかもしれないけど、誰にも迷めい惑わくをかけない平和な趣味ではないかと思う。

　私は椅い子すから立ち上がり、他のテーブルの友達の様子を見に行った。




５　……播機遙が遠ざかるのを確かく認にんしてから、携帯を文字会話チヤツトモードに切り替える。





KUME》播機遙に邪じや魔まされていた。

IDO　》《紅オストラム》が？

KUME》大だい丈じよう夫ぶ。適当にごまかした。何か感づかれたわけじゃない。

IDO　》彼女には十分注意して下さい。

KUME》分かっている。邪魔なんかさせない。

　　　》電話の傍ぼう受じゆも完かん璧ぺきだ。あいつの妹にも口出しはさせない。

IDO　》よろしい。それでは状じよう況きようの確認をしましょう。

KUME》こちらの準備は全すべて終わっている。

IDO　》素す晴ばらしい。

KUME》そっちはどうなんだ？

IDO　》問題ありません。部下を既すでに待機させています。

KUME》あんたは来ないのか!?

　　　》無責任じゃないか。

IDO　》君には必要な能力を既に与あたえてあります。

　　　》心配ありません。

　　　》君は君が望むものを手に入れますよ。

　　　》では時間の確認をしましょう。






６　図書館での自習が終わった後、私は自転車を猛もうスピードで漕こいでいた。




　閉館作業にちょっと時間を費ついやしてしまった。クラスメイトはもう皆みな自転車で先に行ってしまっている。ううう、友達甲斐がいの無いやつらめ〜。斎条先生がいてくれたらお任せして出られたのに、５限が終わる頃ころには既に司書室から姿を消していた。どこに行ったんだろう？

　石いし畳だたみを抜ぬけると噴ふん水すい広場に出る。ここから坂道になっている中央通りを下れば教室棟とう。このペースなら十分間に合うだろう。

　春には美しいピンクのアーチを描えがいていた桜の木々は、今は葉を青々とさせて立派な並木道を作っていた。天気が良ければ木こ漏もれ日が坂道に連なっていただろうが、あいにく天候はますます悪くなっている。もう頭上に青空は見えない。空もごろごろと音を鳴らし、黒々とした雲が勢力を増しつつある。今すぐに雨が降り出してもおかしくない感じだ。急ごう。

　自転車を漕ぐ力を心持ち強める。と、胸ポケットから聞きなれたメロディーが流れだした。それはいついかなる状況においても、二フレーズ以内に取らなければいけないと決まっている着信メロディーだった。私は素早く携帯を取り出して通話ボタンを押す。

「仄香？」

『……男と話してたでしょう。しかも二人』

　う、鋭するどい。この子はこういう事に関して神かみ懸がかり的な勘かんの良さを持っている。

「斎条先生だよ。司書の。久しぶりに日本に帰って来たんだって。あとはクラスメイト」

『ああもうお姉ちゃんの声が嬉うれしそうなのが腹だたしいわ！　誰もかれもがお姉ちゃんをたぶらかしちゃって！　なんで私は男に生まれなかったのよ！』

　言っている意味がよくわからない。

　私の妹の仄香は、世間一いつ般ぱんに言う引きこもり的な生活をしている。ただ、自分の部屋から出ないというわけでは無い。

　例えば、私が学校に行っている間、家の掃そう除じや夕飯を作っておいてくれたりする。ゴミは出せないけど玄げん関かんには袋ふくろを置いといてくれる。

　彼女は二年前の事故で精神的トラ外傷ウマを負って、人前に自分の姿を晒さらす事が出来ないのだ。同じ家にたった二人で住んでいる私でさえ、この二年間あの子と一度も顔を合わせていないのだ。

　四月の事件の際、どうやらこの子も《紅オストラム》の血を引く論理魔ま術じゆつ師しらしいという事が判明した。私としては出来れば判明して欲しくなかった事実だ。非日常で戦うのは私一人でいい。仄香を巻き込んで欲しく無い。

　ただ、仄香も全く同じ事を願っていたという事実を、後に私は知る事になる。

『──なわけよ。……聞いてる？　お姉ちゃん？』

「え？　ああ、もちろん聞いてるー。そうだよねー」

『正直に言いなさい。今適当に相づち打ったでしょ』

「すみませんごめんなさい許して下さい」

『まあいいわ。くれぐれも、秋津先生にかどわかされないように気を付けなさいよって言ったの』

「か、かどわかされる？」

『夏が近いのよ！　明日から衣ころも替がえじゃない！　危険よ！　男が狼おおかみになる季節よ！　警報を発令せよ！　緊きん急きゆう事態！　総員戦せん闘とう態勢！』

「ごめん何を言っているのか本当によくわからない」

『安心してお姉ちゃん！　お姉ちゃんの乙女おとめの柔やわ肌はだは、欲望に理性を蹂じゆう躙りんされた獣けものどもなんかには指一本触ふれさせ──』




　ブチッ




「……仄香？　仄香ってば」

『──ちゃん？　お姉ちゃん？　聞いてるの？』

「ん、聞いてるよ。今、一いつ瞬しゆん仄香の声聞こえなかったけど」

『え？　私の声、聞こえなかった？　どれくらい？』

「うーん、２秒くらい」

　仄香が黙だまり込む。なにか考えているようだ。

「仄香？」

『……そうだった。忘れてた。なんの為ために電話したと思ってるのよ私』

「え、なに？」

『お姉ちゃん。今から重要な事を話します。良く聞いて下さい』

　急に仄香の声のトーンが落ちる。

「どうしたの突とつ然ぜん」

『実は』

　耳元で、小さく息を吸う音が聞こえる。

『「ラスト・アルケミスト」の、全キャラ解放コマンドが判明しました』

「マジで!?」

　思わず大声で聞いてしまった。「ラスト・アルケミスト」は私が今ハマっているコンシューマーゲーム。二十人を超こえるキャラクターが織り成す人間ドラマを楽しむシミュレーションＲＰＧなのだけど、主人公に出来ないキャラが七人いて、この七人で遊ぶ方法があるんじゃないかと以前からファンの間で話題になっていたのだ。

「仄香が見つけたの？」

『私を誰だれだと思ってるの？　ゲームソフトの逆ハックくらい朝飯前よ。いい、今から言うから』

「え、いや、帰ってからでいい──」

『１１３６５上上２８９……』

「あ、あの、仄香？」

『……右４０下８５下５７６右２左４……』

　仄香は私の言葉を無視して、恐おそろしく長い隠かくしコマンドを読み上げ続けた。しょうがないので黙って聞く。

『……上右下３３９。以上』

「以上って。いや仄香、今の２００文字くらいあったよ？」

『……２００文字、くらい？』

　いぶかしげな声に、私は慌あわてて訂てい正せいする。

「いや、正確には１９６文字だったけど」

『ＯＫ。お姉ちゃんの記き憶おく力は健在ね』

「いやあのね。そもそもそのコード、どの画面で打ち込むわけ──」

『あとで試ためしてみて、じゃあね』

　そう言って電話は切れた。

　なにがなんだか分からない。「ラスト・アルケミスト」に数字を入力出来るメニューなんて無い。まあ、名前入力時に数字も入れられるけど、上とか左とかなんの事やらさっぱり。

　仄香にかけ直そうかと思ったのだけど、その時予よ鈴れいが鳴った。まずい！　私は立ち漕こぎモードで坂道を駆かけ下りた。秋津先生が遅おくれて教室に着くのを祈いのりつつ。
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７　２─Ｄの６限の授業は秋津先生の英語である。




　スーツの上に白衣を着たいつもの格好で、先生は教きよう壇だんからクラスを見み渡わたして言った。

「ええと、授業を始める前に中間考査についての詳しよう細さいを説明します。ホントはやるつもりは無かったんだけど、色々あってやる事になりました。告知がギリギリになっちゃってごめんね」

　衝しよう撃げきの宣言ではあるが、生徒に混乱は無い。多少ざわつくくらい。いくら秋津先生の授業でも、テストが無いなんて事は無いだろうとみんな思ってたからだ。

　先生はクラスを見渡しながら言った。

「先に言っておきますが、皆みなさんの成績は現時点でほぼ判断が済んでいます」

　直前までざわめいていた教室がシン、とする。え、この人は今なにを言ったの？　という感じ。先生は構わず続けた。

「テストなんかやらなくても、授業の過程で皆さんの学力は大方把は握あくできています。授業中での受け答えや小テストの結果からね。なにより、ここから君達の表情を見ていれば、君達それぞれが授業を理解しているかどうかは一いち目もく瞭りよう然ぜんなんだよ。別に僕に限った事じゃない。先生方はみんな分かってる筈はずだよ」

　沈ちん黙もくが教室を支配する。それは私達生徒が持つ常識を覆くつがえす説明だった。先生は髪かみをいじりながら、こちらを見ずに「でもまあ」と、ちょっと表情を変えて言った。

「それだけで成績を決められたら、君達は納なつ得とくしないでしょ？　なので、テストをやって客観評価を加味する。テストっていうのは、むしろ君達が自分の学力を納得する為ための儀ぎ式しきと言えるかもしれないね」

　先生のジョークに私は笑おうとしたが、教室が静まり返っていたので我が慢まんした。

「今僕が言ったのは、だからテストでいい点取っても評価しないという意味ではないよ。授業だけが学力を上げる場ではないからね。他ほかの場所で勉強していたり、たとえ一いち夜や漬づけでも学力を伸のばそうとしたのであれば、それらをテストを通じて僕が受け取る事で、成績に加味する事が出来る」

　たちまち教室内に充じゆう満まんしていた緊きん張ちようの空気がゆるむ。なんだ、じゃあ今まで通りでいいんじゃないか、という感じ。甘い。君達はまだまだ甘いぞ。秋津先生が普ふ通つうのテストなんかするわけ無いじゃん。

「じゃあ、ちょっとテストの予行練習をしてみよう」

　雑談すら始まりかけていた生徒の動きがピタっと止まる。予行練習？

「播機さん、手伝ってくれるかな」

「はい」

　私は立ち上がった。先生は授業中、よく私を実験相手にする。私もこういう事で先生のお手伝いを出来るのが楽しい。

　先生は前まえ触ぶれ無く流りゆう暢ちような英語で話しかけてきた。

「What's your name?（君の名前は？）」

　私も対たい抗こうして英語で答える。

「Haruka Harihata. You know that, don't  you? You and I are so close.（播機遙です。ご存じでしょう？　アキ先生と私の仲ですもん）」

「...All you have to do is answer my questions. How old are you?（……質問に答えるだけでいい。年ねん齢れいは？）」

「Seventeen. Same as you!（17歳です。先生と同い年ですね♪）」

「...I told you, you just answer my questions.（……質問に答えるだけでいいってば）」

　私のペースに釣つられて、先生も少し喋しやべり方が速くなっている。周りの生徒は呆ほうけて私たちを見ている。

　私にはちょっとした特技がある。それは覚えようと思った事は決して忘れないという物だ。例えば、英語のＴＶドラマを見ていれば、意味は分からなくても、後で全部そらでセリフを言う事が出来る。

　ただし、覚えた物を思い出すのに多少の時間がかかる。それもあって、実はそれほど便利な能力ではないのだけど、外国語を覚えるのが趣しゆ味みなので、それについては役に立っている。

　論理魔ま術じゆつの理論や呪じゆ文もんの唱え方を、短期間で覚えられたのも、この特技のおかげだ。あとは「イメージ化」とやらがちゃんと出来れば、ちゃんと術を行使出来るようになって、秋津先生に誉ほめてもらえると思うんだけどなあ。なにが悪いんだろうか？　むむう。

「...Hey, Harihata, are you with me?（……おーい、播機さん、聞いてる？）」

　っと、しまった。思わず自分の世界に入っていた。

「Yes, Aki.（聞いています、アキ）」

「I will continue to ask you questions. Please tell me the name of your school and what grade you are in.（続けるよ。通っている学校、学年を教えて下さい）」

「Second year in Hokuo Gakuen High School, Aki.（私立北凰学園の二年生です、アキ）」

「Which subject are you good at?（得意な科目は？）」

「Languages, Aki. Please do not ask me the size of my breasts. It's a secret!（語学です、アキ。バストサイズは秘密だから聞かないでね♪）」

「You said[image: ]languages[image: ]didn't  you? Does it mean not only English?（語学と言ったね。英語だけじゃないって意味？）」

「Yes, I can speak at least 20 languages including less popular languages, Aki. ...Why don't  you ask me the size of my breasts?（ええ、マイナーな言語を含ふくめれば20カ国語はいけます、アキ。……バストサイズは聞かないんですか？）」

「Never! And you don't  need to say[image: ]Aki[image: ]every time.（聞かないよ！　あと、イチイチ〝アキ〟ってつけなくていいから）」

「That's sort of expression of my love for you, Aki. I know you know it!（愛情表現ですよ、アキ。わかってるくせに♪）」

「C'mon! ...What does your name[image: ]Haruka[image: ]mean?（冗じよう談だんはいいってば！……君の名前の「はるか」にはどんな意味があるのかな？）」

「It means[image: ]look over far away[image: ]My parents named me that to become a person who has perspective and a sense of justice.（「遠くまで見み渡わたす」という意味があります。視野を広く持ち、公正な人間に育つようにと、両親がつけてくれました）」

「I see. Do you like that name?（なるほど。君はその名前が好きかい？）」

「Absolutely. I am proud of this name which was given to me by my parents in heaven.（はい。天国の父と母が残してくれたこの名前を、私は誇ほこりに思っています）」

「ＯＫ。完かん璧ぺきだ」

　最後に先生が日本語で言うと、お〜、と、クラスメイトから賞賛の声。まばらながら拍はく手しゆさえ聞こえて、ちょっと照れる。途と中ちゆうからネイティブ速度で喋っていたから、ほとんどの人は何を喋っているかもわからなかったと思う。美奈だけが私の方をみてクスクス笑っている。多分会話を聞き取れたのだろう。

　私が席に着くと、先生はまたクラスを見渡した。

「播機さんのテストは本番ではもう少し難しくする必要があるかもしれないね。もう少し易しい例を見せよう。大おお上がみさん」

「わ、わたしですか!?」

　おーかみちゃんが弾はじかれるように立ち上がった。「おーかみちゃん」は大上さんのあだ名だ。

「大上さん、君は東とう南なん平だいらの駅で英えい語ご圏けんの人に声をかけられた。この学校までの行き方を知りたいそうだ。英語で説明してみて」

「え、え。……で、出来ません！」

「落ち着いて。大だい丈じよう夫ぶ。自分の知っている単語を並べるだけでもいいんだ。必要なのは正しい英語を喋る事じゃない」

　先生は教きよう壇だんから降りておーかみちゃんに近づきながら、教室を見渡して言った。

「必要なのは、相手の知りたい事を教えてあげる事、そして、自分の考えている事を伝える事だ。言葉というのは、言語というのは、意思を伝達する為ために存在するんだ。その目的の前には、正しい文法も、もちろん中間考査も、たいした意味は無いんだよ。さあ、駅を出たところから一つずつ説明してみて」

「は、はい。えと、えと。……ごー、あへっど、あばうと、さーてぃー、みにっつ」

「30 minutes?（30分？）」

「あ、違ちがいます！　さーてぃー、せかんず」

「うん。続けて」

「えーと、あの、信号機は……？」

「Signal」

「しぐなる、たーん、らいと……」

　おーかみちゃんは、しどろもどろになりつつも、最後まで説明をした。

「……、ゆーきゃん、ふぁいんど、あわ、すくーる」

「ＯＫ。拍手」

　私の時よりも盛大な拍手がおーかみちゃんに送られる。彼女は真っ赤になりながら席についた。先生は再び教壇に立ち、教室を見渡した。

「今の大上さんの説明で、英語圏の人は十分に駅からこの学校までたどり着ける。これが英語を学び、使うという事なんだよ。何度も言うけど、本当に必要なのは意思を伝える事なんだ」

　先生の優やさしい喋しやべり口に、女生徒の空気がぽわぽわしていくのを肌はだで感じる。この先生、実はモテるのだ。むむう。

「テスト当日は、こんな感じに一人ずつ僕が質問して、英語で答えてもらいます。個々人の能力に合わせて、テストの難易度は変えます。途中でもっとレベルを上げても構わないだろうと思った人はどんどん難しくしていきます」

　私はじっと先生をにらんだ。先生が視線に気づいたので、視線に意思を込める。

（ホントはもっときわどい事喋っても良かったんですよ？　「先生と私は魔ま術じゆつ師しだったんだよ！」とか）

　もちろんこれは魔術なんかじゃなくて、私が勝手にやってるだけ。

　先生は似たような視線を返してきた。それはこう言っているようだった。

（君はそういう事をしないって事を僕はよく知っている）

　うーん、そうなんだけど。くそう。

　先生は私から視線を外し、再び教室を見渡した。

「じゃあ改めて、授業を始めよう」

　先生がそう言ったその瞬しゆん間かん、教室の蛍けい光こう灯とうの明かりが一いつ斉せいに消えた。




８　学校の教室というのは、片側一面が窓になるように設計されている。




　その為、室内照明が全すべて落ちても、教室が暗くら闇やみになる事は無い。

　ただ、今日は午後から天候が悪化しており、太陽光はほとんど雲に遮さえぎられている為、曇くもり特有の明るさが、窓からかろうじて入ってきているに過ぎない。

　薄うす暗ぐらい教室の中で、生徒がざわついている。

　天てん井じようを見上げるとジェシカの投とう影えいシステムのステータスランプも消灯している。教室の扉とびらの電子ロックも同様。僕は教壇の上から言った。

「停電のようだね。特に問題は──」

　女生徒の一人が短く悲鳴を上げる。同時に生徒達のざわめきが大きくなる。こういう時はパニックが伝でん染せんするのが一番怖こわい。

「大丈夫、落ち着いて。すぐに回復するだろうし」

　先ほど悲鳴を上げた女生徒が立ち上がった。顔が青い。

「で、でも！　学園の扉って電子ロックでしょ!?　電気が通らなかったら閉じ込められちゃうんじゃない!?」

「それは誤解だよ。電子ロックの扉は、停電時にはただの扉になる。あそこの扉をよくみてごらん。普ふ通つうに鍵かぎ穴あながあるだろ。普段カードキーのセンサーしか見ないから気づかないかもしれないけど、あれは普通の扉に、通電時の間電子ロック機能を与あたえているだけなんだ。だから──」




　ボゴオンッ！




　安心して、と言おうとした寸前、遠くで爆ばく発はつ音が聞こえた。男子生徒の一人が立ち上がり、窓を指さす。

「職員棟とうだ！」

　僕は窓を振ふり向く。生徒が差した指の先には職員棟が見えた。その先には黒い雲が連なっている。

　職員棟から白い煙けむりがもくもくと上がっていた。

　体中の神経が緊きん張ちようする。まさか、《鴉ノツクス》から攻こう撃げきを受けたというのか？　どうやって学園内に入ってきたんだ!?




　パパパパッ




　蛍光灯が次々と点灯し、教室が元の明るさを取り戻もどす。停電が終わったようだ。僕は天井に向かって叫さけぶ。

「ジェシカ！　状じよう況きようの説明を！」

　目の前に半はん透とう明めいの女生徒が浮うかび上がる。

『停電状態を自動検知し、自家発電モードに切り替かえました。以後状況が回復するまでの最大６時間、学園の主機能は自家発電機能によって電力が供給されます』

「停電の原因を──」

『秋津先生。周藤絵里子理事長より非常呼集が要求されています』

　ジェシカは僕の質問を無視して言葉を続けた。僕は目を見張る。エージェントＡＩがユーザーの行動を遮るなんて、よほどの緊きん急きゆう事態だ。

『職員棟に何者かが侵しん入にゆう。全ての教師は職員棟に向かう事。生徒は教室にて待機』

「侵入？　被ひ害がい規模は？」

『不明です』

　その時、男子生徒の一人が多少大きな声で言った。

「あの爆発、理事長室じゃないか？」

　その瞬間、僕は弾はじかれたように教室を飛び出した。扉をくぐる直前に振り返って、教室の中に叫ぶ。

「僕が戻るまで、絶対に外に出ちゃだめだよ！　いいね！」

　それは実際には、特定一名に対するお願いだったのだけど、声が届いたかどうかは不明だ。

[image: ]

　扉を後ろ手で閉め、そのまま走り出す。

「ジェシカ！　理事長を呼び出せ！」

　ジェシカが僕に併へい走そうするように投影される。そして答える。

『応答がありません』

「あらゆる回線から緊急連れん絡らくを試ためせ！　出るまで呼び続けろ！」

『了りよう解かいしました』

　階段を駆かけ下りる。ジェシカは器用に投影装置を切り替えながら僕についてきた。

「そうだ。さっきの停電による被害は？」

『人、設備共に被害は確かく認にんされていません』

「外部ハックを許した可能性は？」

『０・０００００９８％です』

「一千万分の一くらいか」

　まあ、ゼロではないな。




９　たとえ一千万分の一の確率でも、その一いつ瞬しゆんを確実に摑つかみ、通り抜ぬければ良いい。




　秋津先生が教室の外に飛び出すのを見ながら、俺はあまりに事がうまく運びすぎて笑いをこらえるのに苦労していた。

　北凰学園の内部・外部セキュリティは、ジェシカシステムが管理している。ジェシカシステムには、通常のハッカーでは侵入出来ない。いや、どんな凄すご腕うでのハッカーでも不可能だ。物理的な手段では絶対にアクセス出来ない領域が、ジェシカシステムには存在しているからだ。

　俺はこの数ヶ月ジェシカシステムへのハックを試みて、その不可視属性領域の前にどうする事も出来ず、ことごとく失敗していた。

　しかし、今の俺を阻はばむ物は無い。《鴉ノツクス》と《契けい約やく》した俺は、ジェシカシステムの中にある謎なぞの領域、すなわち論理魔ま術じゆつレイヤーレベルにアクセスする事が可能になったからだ。

　学園のシステムに対し外部から一時的に超ちよう高こう負ふ荷かを与あたえると、システムは自己防衛の為ために物理停電を起こし、外部からのアクセスを遮しや断だんする。

　遮断した後も外部からの攻撃が続く場合、学園のシステムは自家発電によって復帰する。そしてその復帰時に一瞬の隙すきが出来る。一千万分の一の隙を抜けて、俺はセキュリティ機能の一角にバックドアを仕し掛かけた。

　これで俺が許可した人間、車両、その他もろもろは、セキュリティ上は存在しない物として学園に入り、移動する事が出来る。もちろんセンサー上の事象に過ぎないが、それで十分だ。

　携けい帯たいでのチャットを再開する。





KUME》３分後から４分間、南門を開ける。

IDO　》了解しました。車は既すでに到とう着ちやくしています。

KUME》それにあんたの部下が乗ってるんだな？

IDO　》いえ、車は自動運転。部下は既に到着しています。

KUME》なに!?　予定と違ちがう！　セキュリティに引っかかるぞ！

IDO　》大だい丈じよう夫ぶです。あなたは気にしなくていい。






　このイドという男、《契約》は交かわしたし、必要な魔術も得たが、それでも全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置ける相手とはとても言えない。どうにもこちらを小こ馬ば鹿かにした態度が鼻につく。まあ、俺の目的さえ達成出来るのならどうでもいいのだが。

　携帯から顔を上げる。秋津先生が走り去った後、生徒達は教室からは出ていないものの、好き勝手に移動して無む駄だ話をしている。結果的に授業が自習になった事を喜んでいるようだ。ならば感謝して欲しいね。俺に。





IDO　》そうだった。部下の名前を言ってませんでしたね。

KUME》あんたは大事な事は大たい抵てい言わないからな。

IDO　》お褒ほめに与あずかり光栄ですね。

KUME》褒めて無いぞ。

IDO　》彼女の事は、エレクトラと、呼んで下さい。

　　　》まあ、今回のケースでは、あなたと顔を合わせる事は、

　　　》ないかもしれませんが。






10　僕が教室棟とうを飛び出すと、坂道を突とつ進しんしてきた赤いベンツが目の前にあった。




　反射的に呪じゆ文もんを紡つむごうと右手を前に出したが、ベンツは猛もう烈れつなドリフトをかけて坂道を滑すべり降り、僕の目の前１メートル程ほどの所に横付けした。

　突然助手席の扉とびらが開き、中から二本の手が伸のびてきて、一瞬で僕の体は車の中に飲み込まれた。

「な!?」

　僕はシートが倒たおされた助手席に転がされた。誰だれかが上から覆おおい被かぶさっている。両りよう腕うでが僕の腰こし辺りを抱だきしめて固定しているため僕は動けない。

　一つだけ言えるのは、これは《鴉ノツクス》ではない。敵意が全く感じられない。その為にうまく体が反応できない。なんなんだ。訳が分からない。

　僕が混乱していると、僕の体を抱きしめている腕の主が、僕の耳元で囁ささやいた。

「授業中に、あんなに積極的に私の事を呼び出すなんて、そんなに私に会いたかったの？　悪い子ね。ア・キ・く・ん♥」

　……一気に脱だつ力りよく。

　不必要な程近い距きよ離りに顔が見える人は紛まぎれもなく僕の姉、周藤絵里子理事長だった。真しん紅くのスーツと純白のブラウスが、狭せまい車の中で動いている為に縒よれて微び妙みようにめくれ、完かん璧ぺきな体のラインをより強調している。ソバージュがかった栗くり色の髪かみが僕の体に落ちてきて、くすぐったい。

　姉さんは僕の胸に顔を埋うずめながら艶つやっぽい声を発した。

「それにしても、車の中で、なんて、アキくんも割と獣けものよね♪　まあ、私も密閉空間のプレイっていうの、嫌きらいじゃないけど♥」

「あの、さっぱり意味がわかりません」

　倒された助手席の上で、僕は仰あお向むけに寝ねかせられ、その上から姉さんが覆い被さっている。この状じよう況きようから脱だつ出しゆつしようにも、姉さんの腕と足が僕の体をしっかりと固定していて動けない。搦からめ捕とられているという方が表現として適切だろうか。指先が僕の体をなぞるたびにぞくぞくする。もちろん寒気だ。

「とりあえずどいて貰もらえませんか、周藤理事長」

「No good. 二人っきりの時は『絵里子』でしょ？」

「今は授業時間中です」

「それは照れ隠かくしのつもりかしら？　アキくんが私を呼んだんじゃない♥」

　指で鎖さ骨こつを撫なでられる。怖こわい。なんだかわからないけど身の危険を感じる。

「僕が呼んだ？　非常呼集をかけたのは理事長でしょう？」

「なんの事？」

　会話が嚙かみ合わない。

「あの、職員棟で爆ばく発はつが……」

「ああ、職員棟の屋上のモニュメントが爆破されてたわ。誰の仕し業わざかしらないけど、卒業生の卒業制作を壊こわすなんて、デリカシーが無いわよね」

「デリカシーですかそれ？　ああいやそんな事はどうでもいいんです。姉さんが非常呼集をかけたでしょう？　教師は全員職員棟に向かえって……」

「だからそれはなんの事よ？　今教室棟から出てきたの、アキくんだけじゃない」

　背筋にスッと冷たい物が通った。嫌いやな予感を一気に飛び越こして確信する。僕は無む理り矢や理り姉さんの体を起こして運転席に押し返した。

「あ、いよいよその気になってくれたのね♪」

「言っている意味がわかりませんが非常事態です。ジェシカシステムが誤作動しています」

　僕の言葉に姉さんの顔が一いつ瞬しゆんで姉モードから理事長モードに切り替かわる。こういう時はこの変わり身の早さが助かる。

　僕は車から降りた。同時に、教室棟の壁かべに設置されたスピーカーからサイレンが鳴り響ひびいた。やはりか。

　運転席から出てきた姉さんは理事長モードの口調で言った。

「なんだこれは？　何が起きている？」

　やがてサイレンは止まり、代わりにスピーカーからはジェシカの合成音声が流れ、状況を説明した。

『第二次警けい戒かい状態発令。第二次警戒状態発令。コード３２５が発生しました。対応レベル３。繰くり返します。第二次警戒状態発令。第二次警戒状態発令。コード３２５が発生しました。対応レベル３』

「３２５だと!?　どういう事だ!?」

　姉さんは叫さけびながら周囲を見み渡わたした。しかし周りには誰もいない。僕は教室棟に向かって走り出した。ジェシカの音声が続く。

『緊急エマージ事態エンシー対応により、教室棟を閉へい鎖さ。隔かく離りモードに移行します』

　あと一歩で玄げん関かんに潜もぐり込めるという所で、目の前でシャッターが下り、玄関が封ふう鎖さされる。教室棟を見上げると、あらゆる窓に次々とシャッターが下ろされ、完全に外界から隔離されようとしている。

　コード３２５が発生している間、教室棟はちょっとした要よう塞さいとなる。いや、要塞というよりはシェルターか。その最大の目的は、コントロールが難しい「高校生の集団」を一時的に閉じ込める事にあるからだ。彼らが情報を入手出来ない間に、問題を解決できるように。

　だがしかし、今この状況では、問題はむしろ教室棟の中で起きていると考えるべきだ。システムを逆に利用されたわけだ。

「おい安芸、説明しろ。一体何が起きている？」

「外では『秋津先生』なんじゃなかったでしたっけ？　ちょっと待って下さい。今確かく認にんします」

　僕は携けい帯たい電話を取り出して、播機さんにかけた。

　トゥルルルルル……トゥルルルルル……

　呼び出し音が続く。

　トゥルルルルル……カチッ

「あ、もしもし、播機さん？」

『大変申し訳ありませんが、現在回線が混こみ合って──』

　唐とう突とつに流れた女性の声は当然播機さんの物ではない。電話回線がパンクしてる？　いや、そんな筈はずが無い。そういう事じゃなくて──

　女性の声はこう続けた。

『──いるわけではなく、回線は我々《鴉ノツクス》の制せい御ぎよ下にある為ため、《紅オストラム》に電話をお繫つなぎする事が出来ません。《蒼》の魔術師殿』

「！」

　携帯を握にぎる手がこわばる。それは宣戦布告だった。




　ポツッ




　肩かたに水すい滴てきが落ちた。地面には雨あま粒つぶがまだら模様を描えがきはじめ、その面積は徐じよ々じよに広がっていった。

　雨の音の中で、６限の終わりを示すチャイムが鳴った。

　しかし、教室棟とうの中にいる生徒達にとっての一日は、まだ、終わりそうになかった。
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11　「車に戻もどりましょう」と僕は姉さんに言った。




　すると、携帯から先さき程ほどふざけたアナウンスをした女の声が聞こえた。

『それが良いでしょう。まず状じよう況きようを確認すべきです。お互たがいにとってのね』

　聞いた事の無い声だった。女は勝手に話を続けた。

『現在、教室棟は我々の制御下にあります。携帯電話等の無線通信もこの通り使えません。内部との連れん絡らくは不可能です』

　教室棟はシャッターを閉じれば外部から隔離される。学園内の無線通信機能は、携帯電話の送受信も含ふくめてジェシカシステムが一手に担になっている。だからそのシステムを押さえれば、今やっているように選せん択たくした回線を自由にハック出来るのだろう。

　セキュリティシステムはほぼ全すべて制圧されていると考えるべきだ。

『改めて自己紹しよう介かいをする必要も無いかと思いますが、我々は《鴉ノツクス》です』

　そりゃあそうだろうさ。頭をかく。イラついているな。落ち着け。

『我々は今から要求を行います。指定した時間までに要求が達成されなければ、生徒達が不幸な目に遭あいます』

「どんな目に遭うって？」

『爆ばく弾だんの威い力りよくについては、先程お見せした通りです。交こう渉しようの結果次し第だいでは、生徒達の命の保障は出来かねます』

「……《鴉ノツクス》とはいえ、論理魔ま術じゆつ師しが爆弾だって？　落ちぶれたものだね」

『時代の流れですよ。それに魔術よりも簡単で強力な力です。モニュメントを爆破した物と同じ型の爆弾を、教室棟の各クラスに配置しています。要求がのまれない場合、それを一つずつ爆破して行きます』

「まだ見てないんだ。今から爆破跡あとを見に行くから、ちょっと待ってくれないかな」

『待ちません。さて要求ですが、二つあります』

「欲張りすぎじゃないか？　もう少し謙けん虚きよに日々を過ごしてみたらどうだ」

『少し黙だまってもらえませんか』

　相手も少しイラついているようだ。

『一つは《島》に囚とらわれている同どう胞ほうの解放。もう一つは、論理魔術の存在を世界に知らしめる事です』

　僕の携帯に顔を近づけて耳を澄すましていた姉さんが表情をゆがめる。

「なにを言っているんだ。こいつは？」

『一部の特権階級だけが魔術の存在を把は握あくし、利用している状況を打破するのです。魔術はあらゆる人間の為に使われるべきです。《完結したフオル・円環キアカル》がそれをやらないなら、我々《鴉ノツクス》が代行するまでです』

　姉さんは僕から携帯を取り上げて電話の相手に反論した。僕は車に乗り込む。

「そんな事をしたら人間社会が大混乱に陥おちいるぞ。それくらいの事もわからんのか」

『多少の混乱は覚かく悟ごの上です。人類は再び魔術をその社会に受け入れ、一つ上のステップに昇しよう格かくする事でしょう』

「……」

　運転席に座った姉さんは眉み間けんに手を当てた。呆あきれているようだ。

『わかって頂けましたか？　では、《完結したフオル・円環キアカル》の下もと、世界中のマスコミを通じて論理魔術の存在を知らせて下さい』

「自分でやったらどうだ」

『やっても無む駄だな事をご存じのくせに！』

　その通りだ。その行こう為いは必ず失敗する仕し掛かけになっている。《完結したフオル・円環キアカル》による情報統制は完かん璧ぺきなのだ。

《円環キアカル》の構成員は政治、経済、報道、あらゆるレイヤーに入り込んでおり、魔術の存在を巧こう妙みように世界から隠いん蔽ぺいし、同時に意思に賛同する人間達との協力関係を保っている。少なくとも、この現状を破は壊かいする予兆が現れたら、それは全力で阻そ止しされるだろう。

「この学園は《蒼マーレ》の庭だ。アウェイで勝てると本気で思ってるのか？」

『そのあなたがたのホームグラウンドに、既すでに私わたくし達たちは橋きよう頭とう堡ほを構築済みです。あなたと《蒼マーレ》の魔術師殿以外の、93・６％の生徒と教師は、人ひと質じちとして私の管理下にあります。劣れつ勢せいなのはあなたがたの方では？』

　悔くやしいがそれは事実だった。

『それに、警察だろうが軍隊だろうが好きに呼んでいただいて結構ですよ。我々にはド派手な魔術戦を繰くり広げる準備があります』

　本当ならそうしたい所だが、大衆の前で魔術戦を行う事など、当然無理だ。

　僕は車の中から、改めて教室棟とうを見上げた。雨の中に浮うかぶ巨きよ大だいな校舎は、現在一階から最上階まで全ての窓にシャッターが下りている。敵が何人いるのかは不明だが、たとえ敵が〇人だとしても、この中に入るのは容易ではない。なにせこのシャッター群は、《蒼マーレ》が作った対魔術戦防ぼう壁へきなのだ。

『１時間でそちらの意見をまとめて下さい。また連絡します』

「ちょっと待て──」

　通話が一方的に切られる。

「クソッ！」

　姉さんは僕に携けい帯たいを投げ返し、運転席で器用に足を組み、体をシートに預けた。フロントガラスを打つ雨あま粒つぶを眺ながめながら、髪かみを両手でかき上げて言った。

「全く、話にならない。《鴉ノツクス》にまともな奴やつがいるかどうかは別にしても、あいつらだってこんな要求が意味をなさない事はわかりそうなもんだ」

「同感ですね。状じよう況きようを総合する限り、末まつ端たんの《鴉ノツクス》が独断専行で暴走しているだけでしょう。《鴉ノツクス》の、総体としての意思とはとても思えません」

「なら、話は簡単だ。さっきの電話の主だけ捕とらえればいい。夜になる前にカタがつくな。生徒達には気の毒だが、しばらくの間は教室棟の中で我が慢まんしてもらおう」

「……そうですね」

「ん？　どうした、安芸。なにをイライラしている？　お前らしくないぞ」

　僕は髪をねじりながら答えた。

「教室棟の中に、播機さんがいます」

　僕の言葉に姉さんは口の端はしを上げて小さな笑えみを作った。

「気になるか？」

「ええ、気になりますね」

　僕が即そく答とうすると、姉さんは目を開いてこっちを見た。僕は真面目まじめな顔で続ける。

「こういう場面で、彼女がおとなしくしてくれていたケースに、僕はまだ遭そう遇ぐうしてないんです」




12　もちろん、こんな状況の中で、私がおとなしくしていられる訳がなかった。




　でも、動きだすにはきっかけが足りなかった。なので私はまだおとなしくしている。

　秋津先生が教室を走り去ったしばらく後、突とつ然ぜん教室の全すべての窓にシャッターが下りた。そして、スピーカーからジェシカがよくわからない事を言ったあと、私達は教室に閉じ込められた事を知った。

　教室には前と後ろに扉とびらが一つずつある。前方の扉の前にジェシカが立っていて、彼女をクラスメイトが囲んでいた。ジェシカは現在、その中の一人の男子と口論している。

　さきほど、不安を感じた男子が外に出ようとしたら、扉が電子ロックで施せ錠じようされている事に気づいた。それでジェシカに解錠を申しん請せいしたら『非常事態の為ため、生徒は教室外への移動が禁じられています』と言われ、解錠を拒きよ否ひされた。後は何を言ってもジェシカはその言葉を繰り返すだけ。

　徐じよ々じよにフラストレーションが溜たまり始めた男子の一部が、今はジェシカに対して怒いかりの言葉をぶつけている。ジェシカは黙だまって仁に王おう立ちして、変わらずに同じ言葉を繰り返している。こんな具合に。

「いいから扉を開けろよ！」

『非常事態の為、生徒は教室外への移動が──』

「それはもういいからなんか別の事喋しやべれよ！」

　もちろん、ジェシカは体を張って生徒を止めているわけじゃない。ジェシカは単なる映像なので、ジェシカが私達に触さわる事も、逆に私達がジェシカに触る事も出来ないのだ。触っても通り抜ぬけるだけ。

　でも、ジェシカの後ろにある扉は、彼女が電子ロックを解除してくれないと、私達には開ける事が出来ない。そして解錠申請は現在受け付けてもらえないらしい。

　教室を見み渡わたす。ジェシカに直接抗こう議ぎしているのはごく一部で、他ほかのみんなはおしゃべりしたり、自分の机でおとなしくしている。まあ、どうしようも無いもんね。

　さて、私はいつ動き出そうか。なにかきっかけがあれば──

「遙さん」

　急に耳元で声をかけられて全身がビクッとする。振ふり向くと笠木さんが立っていた。

「か、笠木さん？」

「遙さん。お話があります」

　笠木さんが顔を寄せてくる。私は耳を近づけた。ちょうど、私の周囲の机には誰だれも座っていなかった。内ない緒しよ話ばなしにはちょうど良いい。

　笠木さんがささやく。

「さきほどのアナウンスの内容、覚えていますか？」

　私も小さな声で返した。

「『コード３２５』とか、『対応レベル３』とか？　なんの事だかわからないけど」

　笠木さんは小さくうなずく。

「コード３２５は、学園内において魔ま術じゆつ戦せん闘とうが発生しているという警告です。対応レベル３は、その魔術戦闘が校内の一いつ般ぱん人、つまり学園生徒の目に触ふれる可能性があるという事です」

「え！　それやばいんじゃないの？」

「はい。緊きん急きゆう事態です。教室棟とうのシャッターが閉まったのは生徒達を魔術戦闘から隔かく離りする為の処置だと思われます」

「あー、なるほど」

「外でどのような事態が発生しているかわかりませんが、私はすみやかに《蒼マーレ》と合流しなければなりません。私は《蒼マーレ》の側そばでないと、自分の能力を発揮する事が出来ないんです」

「そうなの？」

「はい。《人形ドール》は、設計上、主人である魔術師以外の命令では魔術を実行する事ができません。また、《人形ドール》が自分の判断で魔術を実行する事も不可能になっています」

「そうなんだ。うん、よし、これだな」

「は？」

「ううん、なんでもない」

　待っていたきっかけがやってきた。私は指で小さくおっけーのマークを作り笠木さんに示す。

「協力する」

「ありがとうございます」

「あ〜、でもさ、教室棟を出るにはまずこの教室を出なきゃいけなくて、その為にはあの頑がん固こなジェシカを説得しないといけないよね」

「考えがあります」

　笠木さんは小さく、しかし力強く答えた。

「妹殿どのの力を借りましょう」

「え？　仄香の？」

「はい」

　笠木さんは、今みたいな非常時になると、仄香の事を『妹殿』って呼ぶ。私の事は『遙さん』から『《紅オストラム》殿』に変わる。なんかその呼ばれ方はむずがゆいので、いつも通り『遙さん』って呼んで欲しい。まあ、私もなかなか「香音ちゃん」って呼べてないから、おあいこなんだけど。

　笠木さんは周りに聞こえないように声を小さくして続けた。

「妹殿ならジェシカシステムに介かい入にゆう出来る筈はずです」

　仄香は理事長先生が認める凄すご腕うでのハッカーなのだそうだ。私はパソコンの事がわからないから、なにが凄いのかもよくわからないけど。しかし──

「今はさすがに、仄香の力を借りるのは無理だよ、笠木さん」

「？　何故なぜですか？」

「携けい帯たいが通じないもん。メールも送れないみたい」

　そうなのだ。さっきから試ためしてるんだけど、携帯が繫つながらない。どこにかけても、何も聞こえないか、物凄い雑音がするだけ。メールもさっきから何度も送ろうとしているんだけど『サーバーへの接続に失敗しました』って表示が出て送れない。

　仄香と私は大たい抵てい携帯で話をする。論理魔術的な事で助けてもらう時も、大抵携帯経由だ。しかしその携帯が今役に立たないのでは、仄香に力を借りるなど、無理な相談である。

　私がそう説明すると、笠木さんは首を振った。

「これまでの事例から、妹殿は《紅オストラム》殿に対する危機予測について、分ぶん析せき不能なレベルでの事前対応を行っています」

「ごめん。言ってる事がよくわからない」

「ええと、どう説明すればいいのでしょう……」

　めずらしく、笠木さんが言葉を探している。早く秋津先生と合流したくて、焦あせっているのだろうか？

「つまり、一般的な言葉で言えば、妹殿は、こと《紅オストラム》殿の身に起こる事に関しては予知能力のような物を持っているとしか思えないという事です」

「ああ……、まあ、確かに」

　仄香は私が危険な目に遭あったり、遭いそうになる時、必ず携帯を鳴らして私に注意を喚かん起きする。それだけではない。私の知らないうちにバッグに持ち物を増やしてたり、こっそり私の携帯を改造したりするのだ。そしてそのどれにも、後で必ず使う機会が訪おとずれるのだ。

「時々、あの子が実は家にいなくて、私のすぐそばに隠かくれてるんじゃないかって気がする時があるよ」

　笠木さんが頷うなずく。

「現在、《紅オストラム》殿は危機的な状じよう況きようにあると言えます。妹殿は、この事態を事前に察知して、なにかしらの対応をしている筈です」

「ええ？　いや、さすがにそこまではしてないんじゃない？」

「統計的には十分ありえます」

　真しん剣けんな目が私を見つめる。

「昨日か、あるいは今日。妹殿が不自然な行動を取っていたりしませんでしたか？　あるいは言動でも良いいです」

「いや、別にそんな事はなかったと思うけど」

「最後に妹殿と連れん絡らくを取ったのはいつですか？」

「ええと、さっきの休み時間に電話が来たよ。でも、特別変な事は言って──」

　なかった、と言おうとして、一つだけ思い当たる事があった。

「そういえば、さっき電話してる時、途と中ちゆうで声がぷちぷち途切れたのね」

「はい」

「そしたら、仄香が急に話題を変えたんだけど」

「恐おそらくですが、妹殿と《紅オストラム》殿の通話が、何者かに傍ぼう受じゆされている可能性に気づいたのでしょう。その後、妹殿は何を仰おつしやっていましたか？」

「それが変な話でさ、今私が遊んでいるゲームの裏うら技わざが分かったって。で、なんかすごい長い入力コマンドを教えてくれて──」

「それです」

「え？……あ」

　言われて唐とう突とつに理解する。そうか、あれはゲームのコマンドなんかじゃなかったんだ。あれは仄香からのメッセージだったのだ。

　これから起こる、というか起こす状況をなんとなく把は握あくした私は、笠木さんと黙だまって頷き合い、めだたないように教室の後ろ側に行った。

　後方の扉とびらも当然電子ロックでしまっているが、生徒は前側に集まっていた為ため、こちらはあまり人がいない。私達は扉の横に隠れるように座り込んだ。

　私は携けい帯たい電話を取り出し、仄香が教えてくれた言葉通りに入力する。

「ええと、１１３６５上上２８９……」

　コマンドが数字と方向から構成されていたのは、これが携帯電話から入力するコードだったからだ。

「……右４０下８５下５７６右２左４……」

　１９６文字からなる非常に長いコマンドの列は、普ふ通つうの人にはとても覚えられない。しかし、私には一度聞いた事を忘れないという特技があり、その事を仄香も知っている。私と仄香のコンビネーションが可能にした情報伝達手段だったのだ。なんの情報が伝達されたのかは、最後まで入れてみないと分からないけど。

「……上右下３３９」

　全すべてのコードの入力を終える。すると携帯の画面が真っ黒になり、上の方から小さい文字が画面を埋うめ尽つくし始めた。




13　姉に伝えたコマンド群は圧縮された暗号コードだ。携帯内で解かい凍とう及および復号された後に自律的に実行され、ジェシカシステムに強制割り込みモードで自分自身のデータを送信する仕組みになっている。




14　座り込んで携帯を見守っていた私の前に、突とつ然ぜん人ひと影かげが立った。




　驚おどろいて見上げる。ジェシカだった。ジェシカはまっすぐ前をみて、こう言った。

『播機仄香の遠えん隔かく操作による特とく殊しゆ権限実行が受理されました。２─Ｄ教室の後ろ扉のロックを一時的に解除します』

　カチリと、扉から音がする。扉の横のランプを見ると緑。扉が開いてる！

『特権の有効時間は３秒です。カウントダウン開始。３スリー──』

「３秒!?　って、うわっ！」

　突然、笠木さんが私をお姫ひめ様だっこで抱かかえ上げて、扉に向かって突とつ進しんした。ぶつかる寸前に器用に扉をスライドさせて開ける。

『２ツー──』

　廊ろう下かには窓がない為か、扉の向こうには暗くら闇やみが広がっていた。笠木さんは躊ちゆう躇ちよする事なくそこへ飛び込んでいく。

[image: ]

『１ワン──』

「遙！」

　教室の中から誰だれかが叫さけんだ。多分美奈だ。

　私は振ふり返って叫んだ。

「ごめん！　トイレ我が慢まん出来ないの！」

『０ゼロ。施せ錠じようします』

　美奈の顔を確かく認にんする事も出来ずに、扉はまたスライドして閉じた。

　そこで笠木さんが立ち止まり下ろしてくれて、私は廊下に立った。

「今のさ、もし私達が３秒以内に外に出られなかったらどうなってたのかな」

「妹殿どのは、《紅オストラム》殿を完全に信しん頼らいしています。妹殿は、《紅オストラム》殿の一挙手一投足が予測出来るのでしょう」

「そういうのって信頼って言うのかなあ……」

　私は腕うで組ぐみをして、廊下を見み渡わたす。

　教室の廊下側の壁かべには、天てん井じよう近くに明かり取り用の窓があるのだけど、ご丁てい寧ねいにそこにもシャッターが下りていた。そして、廊下の照明は全て落ちている。つまり、廊下は真っ暗だった。

　点在する非常灯の明かりだけが、そのわずかな周囲の床ゆかを照らしていた。




15　播機遙が教室を出て行くのを見て、俺は焦あせって携けい帯たいに書き込んだ。





KUME　　》播機遙が逃にげた！　笠木香音も！

ELECTRA 》心配ありません。こちらで処理します。

　　　　　》あなたはじっとしていて下さい。

KUME　　》大だい丈じよう夫ぶなのか？

ELECTRA 》計画に変へん更こうはありません。一度通信を切ります。






　一方的に落ちやがった。イドもいけすかない奴やつだったが、このエレクトラは輪をかけていけすかない。




16　雨はしとしとと降り続いていた。車の中で僕達は善後策を練っていた。




　状じよう況きようから判断するに、僕と姉さん以外のスタッフは皆みないずれかの施し設せつの中に閉じこめられているようだ。外部との連れん絡らくは遮しや断だんされている。動けるのは僕ら二人だけだった。

　と、携帯の呼び出し音が鳴る。非通知だ。僕は通話ボタンを押した。

「秋津です」

『秋津先生の携帯にかけたのですから当然です』

　さっきの女だ。もちろんこの女以外に今無線通話を使用出来る者はいないのだから当然だが。

「古い人間なもので、電話ではまず名乗ってしまうんだよ。なんの用？」

　僕が軽口を叩たたくと、相手は一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくのあと、すこし楽しそうに答えた。

『秋津先生の大事な教え子である所の播機遙さんが、教室を抜ぬけ出して単独行動を起こそうとしています』

　一瞬気が遠くなり、足あし下もとがふらついた。なんとまあ、予想を裏切らない子なのだろうか！　もちろん良いい意味では決して無く！

「……それで？」

『交こう渉しようが終しゆう了りようするまで、手て荒あらなことはしたくありません。秋津先生なら、彼女をおとなしくさせられるでしょう？　彼女はただの女生徒では無い筈はずです。《蒼マーレ》にとっても、もちろんあなたにとってもね』

　僕と《蒼マーレ》を区別する理由がよく分からない。いやそれはどうでもいい。電話の相手は播機さんがどういう立場にいるのか把は握あくしているという事か。

「……わかった。僕が播機さんを説得する。通話をつないでくれ」

『くれぐれも、つまらない真似まねをしないようにお願いします』

「ああ」

『……廊下の音声通話システムと接続しました。話して下さい』

　僕は頭の中で喋しやべる事を組み立ててから、彼女を呼んだ。

「播機さん、聞こえる？　播機さん？」

　しばらく沈黙が続いた。受話口から、誰かが走り寄ってくる足音が聞こえる。その後、耳慣れた女生徒の声がした。

『ジェシカ、今なんか言った？』

　僕はもう一度尋たずねた。

「播機さん、聞こえる？」

『ジェシカから秋津先生の声が聞こえる……』

　恐おそらく、今、播機さんの前にはジェシカが立っていて、僕の声で喋っているのだろう。ちょっと想像するのが嫌いやだ。

「僕だ。秋津だよ。ジェシカの通話システムを借りて君と会話を試みている」

『秋津先生!?　無事なんですね!?』

　はしゃいでる、という形容が一番相応ふさわしいような声こわ色いろだった。

「いや、それ僕のセリフじゃないかな……。今一人？」

『いえ、笠木さんと一いつ緒しよです』

　なるほど、香音が僕と合流する為ために、播機さんの力を借りたんだな。恐らく妹さんの能力が発揮されたのだろう。

　僕は出来るだけ強めの口調で播機さんに言った。

「播機さん、現在教室棟とうは完全に出入り不能になっている。セキュリティシステムがハックされたんだ。中にいる人達は人ひと質じちとして閉じこめられている。君も含ふくめてね。僕達は君達を救い出すべく、現在犯人と交渉中だ」

『へえ！　なんかＴＶドラマみたいですね！』

「そうかもね。だが君はＴＶドラマのような活かつ躍やくをする必要は無い。すまないが香音と一緒にどこかでおとなしくしていてくれないかな。出来れば今すぐ教室に戻もどって欲しい」

『え〜、でもお』

「君達の命がかかってるんだ」

『……命？』

「教室棟に爆ばく弾だんが仕し掛かけられているらしい。犯人側は交渉が成立しない場合、生徒達の命は保障しないと言っている。君達が動き回る事で、犠ぎ牲せい者しやが出るかもしれないんだ」

　沈黙。

「僕が必ず助けに行くから、それまではじっとしていてくれ。わかってくれるかな？」

　しばらく待つと返事が来た。非常に不満そうな声で。

『……わかりました。先生の指示に従います』

　僕は多少ほっとした。

『ただし、廊ろう下かが暗すぎて、教室までは怖こわくて戻れません。先生が指示する場所でじっとしています』

「構わないよ、播機さ──」

『あ、でもお』

　播機さんが僕の言葉に割り込む。声のトーンが一転して明るくなっていた。

『後で先生がデザート奢おごってくれるのが条件です。一個じゃ駄だ目めですよ？』

　携けい帯たいを握にぎりしめて硬こう直ちよくする。……この子はっ！　僕は急いで言葉をまとめる。

「……ああ、分かった。なんでも奢ってあげるよ。ロールケーキでもクレープでもガレットでも好きなの食べていいから」

『やりい！　あーん、でもちょっと和わ菓が子しっぽいのも欲しいなあ』

　甘えた声が受話口から響ひびく。和菓子だって!?

「……播機さん、自分が置かれてる状じよう況きよう分かってる？　あーええと、芋いも羊よう羹かん？　あんころもち？　それとも白しら玉たまあんみつ？」

『もう一声！』

「ああもうっ！　モンブランとトリュフもつけるから！」

『おっけー、交渉成立♪　えっとー、私はどこに行けばいいんでしたっけ？』

「……北階段の近くにでも行って、そこでじっとしててくれ」

『わっかりましたあ！　先生、約束忘れないで下さいよ？　あ、ちなみに芋羊羹については希望のお店が──』

『もういいでしょう』

　突とつ然ぜん通話が切り替かわり、さっきの女の声が響いた。

『それでは、また後ほど』

　一方的に通話が切れた。僕はため息をついて、携帯を胸ポケットにしまった。

「言った通りにしてくれるかな、播機さん……」

　思わずつぶやく。正直、あまり自信は無かった。

「播機は、大だい丈じよう夫ぶか？」

　運転席の姉さんが聞いてくる。

「元気そうな声でしたよ。大丈夫なんじゃないですか？」

　コツン。姉さんが左手をグーにして僕のおでこをこづいた。そして少し非難めいた顔で言う。

「そんなわけが無いだろうが。馬ば鹿か」

「え？　どういう意味ですか？」

　姉さんは答えずに雨の空を見ていた。




17　まだ話が終わっていないというのに、ジェシカは光に包まれて消えた。




　秋津先生の声が聞こえなくなった途と端たん、さっきまではちきれんばかりだった明るい気持ちが急速にしぼんでいくのを感じた。

　ジェシカが投とう影えいされている間わずかに明るかった廊下も、また元の暗くら闇やみに戻ってしまった。私は急に不安になって、両手で自分を抱だきしめた。

「どうかしましたか？　震ふるえているようですが」

　笠木さんが心配してくれる。

「ううん、大丈夫。ちょっと寒いだけ」

　私はうつむいたまま答えた後、表情を笑え顔がおにチェンジしてから笠木さんの方に顔を向けた。

「しっかし、秋津先生、〝ガレット〟はちょっと苦しいよねえ。カヌレでもカスタードケーキでも良かったのに」

　ちなみにガレットもカヌレもフランスのお菓か子し。ガレットはブルターニュ地方の焼き菓が子し。カヌレは外がカリカリ、中がしっとりしてるお菓子で、ボルドー地方の修道院で生まれたらしい。

「《紅オストラム》殿どの、今のはどういう……」

　笠木さんが不思議そうな顔をするので私は答える。

「さっき、秋津先生がお菓子の名前を羅ら列れつしてくれたでしょ、あれね、暗号なの」

「暗号？」

「最初が〝ロールケーキ〟だったでしょ。次が〝クレープ〟で、〝ガレット〟、それに〝芋羊羹〟、〝あんころもち〟、〝白玉あんみつ〟」

　先生は私がリクエストした和菓子シリーズに苦労していたようだ。悪ノリして困らせちゃったなとちょっと反省。

「最後は〝モンブラン〟と〝トリュフ〟でした。《紅オストラム》殿」

「そうそう♪」

　モンブランは言わずと知れた栗くりをふんだんに使ったケーキ。トリュフはもちろん三大珍ちん味みではなく、トリュフチョコの事だ。

「それぞれのお菓子の最初の文字を繫つなげるの」

　私は指を折りながら一個ずつ１文字目を挙げた。

「『ろ』『く』『が』『い』『あ』『し』『も』『と』」

「！」

　笠木さんの目が小さく見開かれる。

「『が』は『か』って言いたかったんだろうね。それで『ろくかいあしもと』になる。つまり『６ろく階かい足あし下もと』って事。先生はそこに行けって言ってる」

　お菓子の話をする直前に、私は「先生が指示する場所でじっとしています」と言った。これが、先生の指示した場所なのだ。

　笠木さんは驚おどろきを隠かくせないようで、聞いてきた。

「驚きました。《紅オストラム》殿はいつの間にそんな符ふ丁ちようを《蒼マーレ》と打ち合わせたのですか？」

「あーいや、符丁なんて立派なものじゃなくて、この前お菓子しばりでしりとりしてただけだったり……」

「なるほど」

　真しん剣けんな顔で頷うなずかれると逆に恥はずかしくなってしまう。

「しかし、６階といっても教室棟とうは広いです。『足下』がどこを指しているのかわからない事には……」

「それも教えてくれたよ。『北階段の近くにでもいろ』って言ってたでしょ。６階の北階段の足下。でも、そこになにがあるのかまではわからないけどね」

　私の言葉に、今度は笠木さんが嬉うれしそうに言った。

「なるほど。６階の北階段ですか。それなら今度は私に心当たりがあります。行きましょう、《紅オストラム》殿」

　笠木さんは、私の手を取って歩き出した。







[image: ]




18　「状じよう況きようを整理しましょう」と、僕は運転席の姉さんに提案した。




「我々が電話で話している女を仮にＸと呼びましょう。まず犯人Ｘは教室棟の中にはいません」

「理由は？」

「犯人自身が自ら教室棟に閉じこめられる必要性が無いからです。今のところ犯人はセキュリティシステムへの遠えん隔かくアクセスと無線通信のハックだけでこの状況を実現している」

「まあそうだな」

「Ｘは非常にクレバーな行動原理に基もとづいて行動しています。よっぽど考え無しでなければ、自身の安全性の面から、我々から十分な距きよ離りを取っている筈はずです」

「なるほど」

「次に、ジェシカシステムへのＸのハッキングは非常に限定的な物です。少なくとも、セキュリティシステムは完全にＸに制圧された訳ではありません。恐おそらく偽ぎ装そうコードでシステムに誤ご認にんさせて、強ごう引いんに緊急エマージ事態エンシーモードに移行させているだけです」

「なぜそう言い切れる？」

「第一に、播機さんが教室の外に出られた事です。完全にセキュリティシステムが敵の手に落ちていれば、いくら仄香さんの能力でも扉とびらを解かい錠じようする事は出来なかった筈です」

　指を一本ずつ折る。

「第二に、犯人は播機さんが廊ろう下か内のどこにいるのか把は握あく出来ていなかった事です。播機さんが僕の呼びかけに答える直前、彼女が駆かけ寄ってくる足音が聞こえました。恐らく、ジェシカが播機さんのすぐ傍そばではなく、ちょっと離はなれた所に現れたんです」

「播機の位置を把握してなかったから、廊下内に適当にジェシカを投とう影えいさせたんだな」

「ええ。更さらに言えば、今現在の播機さんの行動も、Ｘは追つい跡せき出来ていない。これは、犯人が教室棟とう内部の行動を把握できる状態に無い事を意味しています」

「『播機さんの行動』ってなんだ」

「播機さんには、現在僕の指示で、６階北階段に向かってもらっています」

　僕の言葉に姉さんは口をすぼめて片眉まゆを上げた。やがて気づく。

「……さっきの菓か子しの羅ら列れつか」

　僕は頷く。

「あ、いやちょっと待て」

　姉さんが僕を見ないで手を挙げた。

「どうぞ」

「別に挙手した訳じゃないぞ。……犯人が廊下での播機の行動を捕ほ捉そく出来ていないのは分かった。しかし、Ｘは播機が教室の外に出た事は知っていたじゃないか。だからさっき安芸に説得させた訳だし」

「それは簡単です。恐らく、２─Ｄの生徒の中に内通者がいるんでしょう」

「なんだと!?」

「残念ながら、誰だれかが《鴉ノツクス》と《契けい約やく》してしまったんでしょう。しかし、これは我々にはメリットです」

　運転席の姉さんはまた片眉を上げる。

「メリットだと？」

「ええ。《鴉ノツクス》の味方が教室棟の中にいるのであれば、彼らはそう簡単に爆ばく弾だんを起爆させる訳には行きません」

「……なるほど。しかし、内通者がいない教室を優先的に爆破するかもしれないだろ」

「その可能性は確かにあり得ました。さっきまでは」

「さっきまでは？」

「今はもう無理です。播機さんが今どこにいるのかわからないのですから」

「……そうか！　奴やつらは《紅オストラム》を殺す訳にはいかない！」

「その通りです。播機さんが２─Ｄにいる限りは、Ｘは内通者ともども、爆発から守る事が出来た。しかし今現在の《紅オストラム》が校舎内のどこにいるのか分からない状況では、爆弾は実質的に使用不可能です。Ｘにとっても非常にはがゆい状況だと言えます」

　これは不幸中の幸いだ。播機さんが僕の言う事を聞かなかったおかげなのだから。

「よし。で、私達はどうすればいいんだ」

「教室棟とうの中に侵しん入にゆうして、ジェシカシステムの制せい御ぎよを取り戻もどし、同時に爆弾の除去を行います」

「どうやって中に入るんだ？」

　そうだ。問題はそれだ。シャッターは魔ま術じゆつ防御されている。壊こわそうとすればセキュリティシステムに通報が起きる。これはＸに気づかれる可能性が高い。

　僕は考えをまとめる為ために、思考の過程をそのまま声に出した。

「……コード３２５とは言え、実行されている対応レベルは３です。あくまで学園生徒を魔術戦から隔かく離りする事が目的であって、教室棟を魔術結界で覆おおうような事まではしていません」

　それでもシャッターを開けるのは難しいが……。

　ん？　シャッターが下りてない出入り口って、本当に存在しないのか？

「……例えば、最初から生徒の出入りが禁止されていて、教師だけが通れる出入り口だったら、外から侵入できるかも」

　姉さんが呆あきれた顔をして言った。

「そんな都合の良いい出入り口が教室棟にあるわけないだろ」

「いや、ちょっと待って下さい」

　僕は唐とう突とつに、播機さんの言葉を思い出した。




　──一度ここからの風景を見てみたかったんです！──




　あれは、四月の頃ころだ。彼女が論理魔ま術じゆつ師しとして戦う事を決意した時で──

「──そうだ、ありました。教師だけが通れる出入り口」

　僕は空を指差した。

「屋上です」




19　中央階段を手て探さぐりで昇のぼって、私と笠木さんは６階に到とう着ちやくした。




　真っ暗。

　教室棟の最上階である６階には一いつ般ぱん教室が無い。２クラス合同授業用の大教室がいくつかある他ほかは、校務員待機室とか、空調管理室とか、生徒が入れない部屋しかない。

　なので多分、今この６階には私達二人しかいない。そのせいもあってか、一般教室がある階よりも廊下がずっと暗く感じた。所々の足あし下もとに非常灯が点ついてはいるものの、それだけではちょっと怖こわくて歩き出せない。

　私は手を繫つないでいる笠木さんに話しかけた。

「笠木さん、暗くら闇やみでも色々見えたりする？」

「魔術的に作られた闇であれば透とう視し出来ますが、通常の暗闇では人間と同程度の視界しか得られません。現在は、《紅オストラム》殿どのと見えている物に、そう違ちがいは無いと思います」

　中央階段から北階段までは廊ろう下かを道なりに行けばいいのだけど、やはり明かりがないと不安だ。となれば、ここは魔術の出番である。

　私はブレザーのポケットから小さなガラスの球体を取り出した。１００円ショップで買った正しよう真しん正しよう銘めいの単なるガラス玉。大きさが絶ぜつ妙みようにかわいい。

　私は指でつまんだガラス玉を胸の高さにかかげ、呪じゆ文もんを紡つむいだ。

「《偽いつわりの松たい明まつ▽対象[image: ]水すい晶しよう球：増ぞう幅ふく要素[image: ]〝光源〟：持続時間[image: ]５分：段階レヴエル[image: ]Ⅰ》」

　右手から、赤い光の泡あわが沸わき上がり、ガラス玉を包み込む。

「《偽りの松明◇発ウル動トウガ》！」

　光の泡がガラス玉に吸い込まれると同時に、ガラス玉がぼんやりと光りだした。なぜか知らないが、この術は割と成功率が高い。

　私が右手で輝くガラス玉を前方にかざし、左手で笠木さんの腕をひきつつ、彼女の方に顔を向けたまま歩き出した。

「よし、笠木さん、行こう──」




　ぼむっ




　前を見ないで歩いたのが良くなかったのか、私はなにか弾だん力りよくのある物に衝しよう突とつした。

「きゃっ」

　体勢を崩くずして床ゆかに座り込む。

　ガラス玉が右手から離はなれ、床に落ちてくるりと回転し、私がぶつかった物体を照らした。

　それは人だった。しかも私が良く知っている人だ。私は叫さけぶ。

「斎条先生！」

「は、遙さん？」

　斎条先生も私と同じく床に尻しり餅もちをついていた。私は慌あわてて立ち上がって先生を助け起こした。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あ、ああ、うん。大丈夫」

　先生は目をキョロキョロさせた後、私を見た。

「それよりも、遙さん、今、何したの？」

「え？」

「なんか、突とつ然ぜん光り出したよね、その玉」

「！」

　ま、まずい。一般人に魔術を見られるのは第一級のＮＧなのだった。近くに秋津先生がいればすぐに記き憶おく封ふう鎖さプロセスに入ってもらうのだが、この状じよう況きようでは無理だ。どうしよう。ええと、ええと。

　私が狼ろう狽ばいしていると、何故なぜか笠木さんがため息をついた。

「冗じよう談だんはそれくらいにしてもらえませんか。斎条様」

「さ、『斎条様』？」

　笠木さんのその言葉に、斎条先生は普ふ段だん見せた事の無い、子供のような笑え顔がおを私に向けた。

「驚おどろかせちゃったかな？　《紅》の魔術師殿」




20　僕は車から出て教室棟とうを見上げていた。両手に重量を感じながら。




「……本当に姉さんも行くんですか」

「当たり前だ。お前だけに任せるわけにはいかん。一刻も早く私の生徒達を救わなければ」

「ええと、じゃあもう少し顔を離してもらえませんか」

「い・や♥」

　首に絡からみ付いている腕うでが半径を縮めて、姉さんの顔が更に近づいてくる。

　雨がしとしと降る中、僕は姉さんを両手で抱かかえ上げていた。お姫ひめ様だっこという奴やつか。

　姉さんはうっとりした顔で僕を見つめている。

「降りしきる雨、使命感に燃える男と女、女は戦地に赴おもむく男に抱えあげられている。ああ、情熱的なシチュエーションだわ……」

「そうですか？　さっさと行きますよ」

「あ〜ん、もう少し二人の世界を楽しみましょうよう」

「一刻も早く生徒達を救うんでしょ」

「今だけ『一刻』の定義を変えるわ」

　意味がわからない。僕は指先で髪かみをいじり……っと、それは両手が姉さんでふさがれているから出来なかった。

　あきらめて目を閉じ、呪文を紡ぐ。

「《質量制せい御ぎよ▽対象数[image: ]２：重量[image: ]マイナス２：継けい続ぞく時間[image: ]５分》」

　姉さんを抱え上げている二本の手から、青色の光の泡が沸わき上がる。泡は一つの円えん環かんにまとまりながら足あし下もとに移動する。地面に僕と姉さんを包み込むサイズの魔ま法ほう陣じんが浮うかび上がった。

「《質量制御◇発ウル動トウガ》！」

　足下の魔法陣が淡く光り出し、その魔法陣と共に、僕と姉さんはゆっくり空中に持ち上がった。

「しっかり摑つかまってて下さいね」

「もちろん♪」

　魔法陣の上に立つような姿で、僕たちは上昇していく。目指すは屋上だ。




21　しばらく固まっていた私に斎条先生は笑顔で話しかけた。




「驚かせてごめんね、遙さん。僕は《翠コラル》の《血族クラン》の末まつ裔えい。君と同じ論理魔術師なんだ」

「先生が……、論理、魔術師？」

「今まで隠かくしててごめんね。もっとも、君が《紅オストラム》だって事が判明しなければ、そもそも明かす事は無かったんだけど」

　笠木さんが前に出る。

「挨あい拶さつはそれくらいでいいでしょう。《翠コラル》殿どの。一刻を争う事態かもしれません」

「そうだね。行こうか、遙さん。北階段に行くんだろ？」

「な、なんで分かるんですか？」

「《蒼マーレ》なら、そうするだろうからさ」

《蒼マーレ》？

「そ、それって、秋津先生の事ですか!?」

「もちろん。君の師し匠しようなんだろ？」

「あ、ええと」

「余計な事を言う必要はありません。《紅オストラム》殿」

　私が答えようとすると、笠木さんがブレザーの袖そでを引っ張ってそう言った。斎条先生は歩きながら笑った。

「相変わらず厳しいなあ。昔は共に修しゆ行ぎようした仲じゃないか、笠木香音」

「昔の話です」

　笠木さんの言葉には不思議に棘とげがあった。私は私で、入学当初から多少憧あこがれも感じていた斎条先生が、秋津先生と同じ論理魔術師だったという現実を上手うまく受けいれられていない。微び妙みように裏切られたという気もするし、秘密を共有する仲間が増えたという気もする。うーん、うまくまとまらない。

「まあいいさ。さあ、行こうか」

　斎条先生はくるりと振ふり返り、廊ろう下かをまっすぐ歩き出した。呆ほうけていた私は、急いで追いかける。

　斎条先生の肩かたには、いつのまにかアレクが乗っていた。

　緑色の瞳ひとみが「にゃあ」と鳴いた。




22　姉さんに傘かさを持ってもらえばよかったと後こう悔かいしながら屋上まで上がってきた。




「空を飛ぶ魔ま法ほう」なんて便利な物がある訳ではなく、自身の重力をマイナスにして真上に上じよう昇しようしているだけだ。なのでこのままだと屋上に降りられない。

「姉さん、フェンスを摑んでもらえますか。僕の両手は姉さんでふさがってるので」

「えええ〜、アキくん、私に抱だきつかれてるの嫌きらいなの？」

「そういう問題じゃないでしょう……」

　姉さんはいやいやながら僕の首に絡からめていた手で屋上の金かな網あみフェンスを摑んで引き寄せる。もちろんフェンスは動かず、引き寄せられるのは僕らだ。

　魔法陣は尚なおも上昇を続け、フェンスを乗り越こえる。まあまあいいタイミングで術を解除する。

「《質量制御◇解デ・除テイル》」

　足元の魔法陣が淡く光り、そして消える。

　通常の重力を取り戻した僕は地面に着地し、同時に姉さんを下ろした。姉さんはうっとりした声で言った。

「なかなかいいフライトだったわ」

「そりゃどうも」

　屋上を見渡す。向かいの縁ふちに小さな建物があり、出入り口があった。予想通りシャッターが下りていない。あそこからなら入れる筈はずだ。

　予想通り、でない物もあった。屋上の中央あたりに、人ひと影かげがあったのだ。僕達と出入り口、そしてその人影は丁度正三角形を作るように位置を取っていた。

　それは傘を差した女性だった。年ねん齢れいは僕と同じくらいだろうか。黒い髪かみが腰まであり、前髪は眉の上で綺き麗れいに切り揃そろえられている。全身を覆おおう黒いドレスは、露ろ出しゆつが高くも低くも無く、割合古風なデザインのように見えた。

　足元には大きなボストンバッグが置かれていた。ファスナーが開いていたがここからでは何が入っているのかはわからない。ボストンバッグが置かれた場所は傘の効果範はん囲いから外れていて、随ずい分ぶん濡ぬれているようだった。

　切れ長の瞳がまっすぐ僕たちを見つめている。筋の通った鼻と微び笑しようをたたえた唇くちびるには、修道女のような清せい楚そな趣おもむきがあった。まあ、こんな不自然な場所に立っていては全すべてが台無しではあるが。

　女性が微笑ほほえみを保ったまま口を開く。

「お待ちしていました。秋津安芸先生、ならびに秋津絵里子理事長。私わたくし、エレクトラと申します」

　雨の中にも拘かかわらず、よく通る声だった。そしてそれは、電話から聞こえた声、犯人Ｘと同じ声だった。

　エレクトラと名乗った女の言葉を聞いて、姉さんは僕の横で頭をかいた。

「……安芸、話が違ちがうじゃないか」

　僕もため息をついて答える。

「うーん、『よっぽど』だったみたいですね。まさか屋上で待ってるなんて……」

「まあ、『バカとなんとかは高いところが好き』と言うからな」

「それ逆じゃないですか？　『煙えん突とつとバカ』では？」

「そうだったか？」

「……お二人とも、もしかしてあえて私に聞こえるように言っていますか？」

　エレクトラの質問に、僕と姉さんは声を揃えて答えた。

「「もちろん」」

　相手の笑え顔がおが引きつったまま硬こう直ちよくする。

「ま、まあいいでしょう」

　どうやら精神を平静に保ったようだ。ゆさぶりはあまり効果が無かったらしい。

　エレクトラは傘を地面に捨てる。そしてドレスの裾すそをつまんで丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。

「改めまして、お初にお目にかかります。《蒼マーレ》の御ご当主殿どのと、元御当主殿」

「情報が不正確だな」

　即そく座ざに姉さんが訂てい正せいした。

「私が家を出て以来、その席は空位だ。安芸はまだ秋津を継ついではいない。それにさっき『秋津絵里子』と言ったな？　私の名字は周藤だ」

　それを聞いてエレクトラは嬉うれしそうに聞いた。

「旦だん那な様が亡なくなって、秋津の家に戻もどられたのでは？」

「そんな事どうでもいいだろう。お前の知った事じゃない」

　エレクトラは再度頭こうべを垂れた。

「失礼いたしました。なにぶん、《蒼マーレ》の情報について、イド様は二年前までの情報しかお持ちでありませんもので」

「イドだとっ!?」

　思わず叫さけんだのは僕だった。体が勝手に一歩前に出る。

「安芸、落ち着け」

　姉さんがぴしゃりと言う。姉さんの言う通りだ。過か剰じよう反応しすぎだ、僕は。

　僕の動きになんら反応を示す事なく、エレクトラは言った。

「ご挨あい拶さつが遅おそくなりました。私はイド様の従僕の一人。名はエレクトラ。ほら、お前たちもご挨拶しなさい」

　そう言って女は左手を上にかざした。すると、足元にあったボストンバッグから何かが飛び出し、エレクトラの周囲にふわふわと浮ういた。

　それはただの人形だった。身長は50センチほど、八頭身くらいはありそうな細身の人形が四体空中に浮かんでいた。全員女の人形だ。皆みな、髪が腰こしまであるほど長く、エレクトラと同じ色の古風なドレスを着用している。

　精せい緻ちに作りこまれた表情はまるで生きているかのように笑っていた。いやそうじゃない、その人形は生きていた。

「この子達が、私の《人形ドール》です。以後、お見知りおきを」

《人形ドール》を持ち、操作が出来る。この女は単なる《鴉ノツクス》の末まつ端たんではない。正式な《論理ロジカル魔術師・メイガス》だ。

　僕が黙だまっていると、姉さんが答えた。

「悪いが、友人は選ぶ主義なんだ。お前と二度も関かかわり合いになるとは思えないし、思いたくも無いね」

　姉さんのセリフを聞いて、エレクトラは笑った。しかし、目はじっと僕たちを見ている。そして答える。

「それについては私も同意見です。なぜなら──」

　言葉を切って左手を前にかざす。すると、四体の《人形ドール》の手前に、黒い光が沸わき上がり、球体となった。

　エレクトラは唇をゆがめながら、言葉を続けた。

「なぜなら、あなたがた二人はここで死ぬからです。行け、お前たち！」

　頭の中を満たした死のイメージが、僕の体を自動的に動かした。

　球体が人形から一直線に飛び出すその寸前、僕は姉さんにとびかかり、そのまま地面に押おし倒たおした。頭上を四つの魔ま術じゆつ球が通り過ぎ、フェンスに当たって爆ばく発はつする。

「姉さん！　走って！　死にたくなければ走るんです！」

　僕はなかば無む理り矢や理りに姉さんを引っ張って、建物を目指して走った。

　なんかこのパターン前にもあったなと僕は思った。そうだ、四月の図書館だ。あの時も《砲ほう台だい》の攻こう撃げきを播機さんと一いつ緒しよに避よけたのだった。

「くっ」

　前回との違ちがいは、香音がここにいない事だ。




23　斎条先生を先頭に、私達は廊ろう下かを歩いていた。




　先生はすたすた歩いていく。男の大人の人の速度。私は大またかつ少し早足で、頑がん張ばってその大きな背中の後ろを歩いていた。

　いくつかの角を曲がった後、先生は立ち止まって言った。

「さて、到とう着ちやくしたよ」

　私はガラス玉を左右にかざす。廊下の突つき当たりだった。『６Ｆ北階段』というプレートが光を反射した。左側には下に続く階段が見えた。

「ここの、足あし下もと？」

　秋津先生に言われた通りにやって来たのはいいが、次にどうしたらいいのかわからない。

「遙さん、こっちだよ」

　私がキョロキョロしているうちに、いつの間にか斎条先生は右側の壁かべに歩いて行っていた。私はあわてて付いていく。

　暗くら闇やみで前は見えないけど、そこがなんの部屋かくらいは覚えてる。６階北階段を昇のぼったすぐ前にあるのは、第４大教室だ。私は聞いた。

「こっちになにかあるんですか？」

「では、遙さんに質問。ここはなんの部屋でしょう？」

　そう言って、斎条先生は廊下の壁を叩たたいた。

「壁の向こうですか？　大教室です。２クラス合同授業用の」

「半分正解」

「半分？」

「大教室がどういう形になっているか知ってるよね？」

「はあ。もちろん知ってます」

　私は大教室のレイアウトを頭の中に浮かべた。

「えっと、向こうの方の壁に黒板と教きよう壇だんがあって、そこから生徒の座る席が、階段状に並んでいます」

　大教室はちょっと大学で授業を受けてるっぽい気がして格かつ好こ良いいのだ。

「今私達がいるところは、教室の後ろの端はじっこなので、床ゆかが──」

　私は背を伸のばして２メートルほどの高さを指差した。

「多分この辺まで上がってると思います」

「うん、そこまではＯＫ。じゃあもう一度質問」

　斎条先生はもう一度同じ場所を叩いた。私が指差した場所の、半分くらいの高さの所を。

「ここは、なんの部屋でしょう？」

　なんの部屋って言われても、先生が指差している所は、階段状の席の下──

「──え!?　ここ、空間があるんですか？」

「正解♪　ほら、ここに光を当ててみて」

　先生がしゃがみ込んで指を差すので、そこにガラス玉を向けた。

　コンクリートの壁の床から５センチ程ほどの所に、よく見なければわからない模様が描えがかれていた。

「これは……校章、ですか？」

「そう。鳳ほう凰おうの紋もん様ようだ。笠木、説明してあげなよ」

　斎条先生に促うながされた笠木さんは、少しの間沈ちん黙もくしていたが、やがて口を開いた。

「この紋章は、ここに《蒼マーレ》、つまり絵里子様と安芸様だけが使用出来る設備がある事を示しています」

「そういう事。この学校にはそこら中にこういう部屋があるのさ」

　私は素す直なおに驚おどろく。

「全然知りませんでした……」

「君達生徒は自分が通う学校の事を知り尽つくしていると考えているかもしれないけど、普ふ通つうの学校だって、生徒が立ち入れない空間の方が、実は多いんだよ」

　いつもの斎条先生らしくない、ちょっと皮肉が混じった喋しやべり方に、私は落ち着かない気分になった。決して、嫌いやな感じではないんだけど。

　先生は嬉うれしそうに続けた。

「まあもちろん、ほとんどの施設は存在自体が隠かくされているから、《蒼マーレ》以外には知らされないんだけどね」

「え？　じゃあ斎条先生はなんで知ってるんですか？」

「まあ、色々と事情があってね。簡単に言えば──」

　先生が一いつ瞬しゆん言葉を切ると、笠木さんが繫つないだ。

「斎条様は、《円環キアカル》から学園に派は遣けんされたスパイなのです」

　突とつ然ぜん笠木さんが硬かたい声でそう言ったので私は驚いた。斎条先生はその言葉を聞いて小さく笑った。

「おいおい、笠木、スパイはひどいね。せめて監かん視し係と言ってくれよ」

「同じことでしょう」

「まあね。まあいいさ。さあ遙さん、この入り口を開けてくれ」

「私がですか!?」

「君なら開けられる。笠木、そうなんだろう？」

　私は笠木さんを見た。笠木さんは頷うなずく。

「本来、この入り口を開ける事が出来るのは《蒼マーレ》だけです。ですが、安芸様は《紅オストラム》殿どのにここに来るように伝えました。恐おそらく、《紅オストラム》殿にはこの入り口を開ける特権が与あたえられていると思われます。《紅オストラム》殿、開けてもらえますか？」

「え？　それってどうやればいいの？」

「図書委員長特権で休館してる図書館の扉とびらを解かい錠じようするのと同じさ。さあ、やってごらん」

　斎条先生に笑いながら促されて、私は紋章の前に立った。図書館と同じか。まあ、やるだけやってみよう。

　私は小さく息をついてから、壁に向かって喋った。

「《紅オストラム》の入室特権を行使。この部屋への入室許可を求めます」

　すると、一枚のコンクリートだと思ってた壁が、細く切り出されたかのように奥に開いた。扉が開いたのだ。

　隙すき間まの奥は廊ろう下か以上に真っ暗だった。

「上出来だよ。さあ中に入ろう」

　斎条先生はそう言って私の頭をやさしくなで、そのままその細長い隙間に入って行った。先生が暗くら闇やみに溶とけて、そして消えた。

　私は笠木さんに振ふり返る。

「ええと、どうしよう？」

　笠木さんは私をまっすぐ見て答えた。

「行きましょう。斎条様は、信しん頼らいできませんが信用出来る人です」

「それ、いまいち意味が分からないんだけど……」

　しょうがないので私も隙間に体を滑すべり込ませる。胸がちょっとだけつかえたけど中に入る事が出来た。真っ暗。本当に何も見えない。

「香音、中に入ったら扉を閉めてくれ。それで明かりが点つく筈はずだから」

「了りよう解かいしました、斎条様」

　背後で、小さく扉が閉まる音がする。と、同時に室内がパッと明るくなった。

「まぶしっ！」

　思わず目をつぶる。

「すぐに慣れるよ」

　少し離はなれた所から斎条先生の声が聞こえた。先生がいる辺りから、パソコンのキーボードをカチャカチャ叩たたく音が聞こえる。先生がやっているのかな？

　段々目が慣れてきた。天てん井じようが低く、狭せまい場所。斎条先生は椅い子すに座っていて、その前にある長机に、大きなディスプレイが三台並んでて、パソコンの画面が表示されている。先生はそれを見ながらせわしなくキーボードを叩いていた。部屋の奥にも同じようにパソコンとディスプレイが並んでいる。

　部屋を見み渡わたす。部屋の隅すみには何本もの大小様々なパイプが天井から伸のびて地面に繫がっていた。パイプの中の一本は水道管のようで、部屋の隅っこにある洗面台の蛇じや口ぐちに繫がっていた。

[image: ]

「無む理り矢や理り空間を空けて部屋を作ってるからね、多少無理が出るのさ。そのパイプみたいにね」

　先生はこちらを見ないで言った。なるほど、そういうものか。

　私は先生の背中に向かって尋たずねた。

「斎条先生、ここは、なにをする部屋なんですか？」

「ここはね、この学園の最後の砦とりでなのさ」

　先生は私の質問に答えながら、キーボードを叩き続けた。三枚の液えき晶しよう画面の内容が次々と切り替かわる。速すぎて目が追いつかない。

「学園のソフトウェアレベルでの能力、例えばジェシカが管理するセキュリティシステムがハッキングされた場合に、その制せい御ぎよ権をこちら側に取り戻もどすのがこの部屋の目的だ。まさに、今回みたいなケースだね」

　中央のディスプレイに大きく「Ｙｅｓ」「Ｎｏ」のボタンが表示される。斎条先生はためらわず「Ｙｅｓ」のボタンをクリックした。

　すると、机の向こうにジェシカが投とう影えいされ、喋しやべり始めた。

『独立制御申しん請せいは受理されました。これより、ジェシカシステムは外部連れん携けいを全すべて物理的に遮しや断だんし、センターコントロールルームとの通信のみを正規信号として受理します』

「これでよし、と」

「今の、どういう意味ですか？」

「ジェシカシステムってわかる？」

　私の質問に答えたのかそうでないのか、先生は聞き返して来た。

「いえ、たまに秋津先生が口にするくらいで……」

「ジェシカシステムっていうのは、この学園の地下にある、ジェシカを動かしているコンピューターの事。『センターコントロールルーム』ってのはこの部屋の事ね。『独立制御申請』によって、ジェシカシステムは外部からの通信手段を全てシャットアウトし、この部屋からの命令のみ聞くようになったんだ。わかるかな？」

「はあ、まあ、なんとなく」

「要するに、これで犯人の目的は潰ついえたわけだね。教室棟とうは僕らが取り戻した訳だ」

「あ！　じゃあ早くみんなを外に出してあげてくださいよ！」

　私がそういうと、背もたれに深く腰こし掛かけた斎条先生はにやりと笑った。

「それは、もうちょっと待った方がいいと思うよ」

「え？」




24　「逃にげるばかりでは張り合いがありませんよ！」と後ろから叫さけび声が聞こえる。




　しかし、現状では相手との距きよ離りをとり続ける事が唯ゆい一いつ採とれる手段だった。

　エレクトラが操あやつる《人形ドール》は、魔ま術じゆつ球を細い矢のような形状に変へん換かんして撃うち出してきた。四体それぞれが次々と撃ち出すので結構な量だ。それを避よけながら奥へ進む。

　とはいえ、廊下には窓が無く、明かり取りの窓にもシャッターが下りている為ため、暗闇の中を手て探さぐりで進むしかない。ただ、その暗闇のおかげで僕達の姿を正確に捉とらえる事が出来ないようで、矢の照準が微び妙みようにずれている為、まだ直接は攻こう撃げきを食くらっていない。ただ、それた矢がコンクリートに深々と突つき刺ささっているので、当たったら割と危ないと思われる。

　なかなか目が慣れないながらも、姉さんの手を引きながら、角を曲がり、目を凝こらし、廊下をジグザグに進んでいく。時折すぐ横を《人形ドール》の矢が通り過ぎ、矢の発光によってその先の道が見えたりした。

　僕に手を引かれるままに走っている姉さんが話しかけてきた。

「つまり、最初から《蒼マーレ》の命が狙ねらいだったという事か」

　振ふり返る事無く答える。

「状じよう況きようのみから判断するなら、そう考えるべきかもしれませんね。僕らが屋上に来る事がわかっていたんでしょう」

「あいつがイドの従僕というのは本当なのか？」

「確証は無いですが、ここで噓うそを言う理由も無いでしょう」

「クソッ、実の兄を殺す命令を出す弟がどこに──」

「その話はやめて下さい」

　僕は姉さんの言葉を無理矢理さえぎった。姉さんを握にぎる手が少し強くなる。

「安芸」

「イドは《鴉ノツクス》です」

　言葉を切って、言葉を絞しぼり出す。

「僕の……いや、人類の敵です」

　その時、次の矢が顔の左横を通り過ぎた。目の前の壁かべに突き刺さった。目の前の壁。つまり、ここは廊ろう下かの突き当たりだったのだ。

　立ち止まり、姉さんを背中にかばいながら振り返る。遠くから足音と声が聞こえた。

「《人形ドール》を側そばに持たない論理魔ま術じゆつ師しなど、敵ではありません」

　それは確かにその通りだ。人間の能力を底上げする事には論理魔術は不向きなのだ。魔術師同士の戦せん闘とうは、専もつぱら《人形ドール》の役目であり、魔術師は命令と補ほ佐さをするのが普ふ通つうだ。

　足音は少しずつ近づいてくる。このままでは勝てない。それは間ま違ちがいない。しかし──

「さあ、鬼おにごっこは終わりです」

　しかし、さっき矢が壁に突き刺さった時、その発光で周りの景色が一いつ瞬しゆん見えた。

「残念ではありますが、ここで死んで頂きます」

　その時、突き当たりの壁のプレートの文字が読めた。『６Ｆ北階段』と書いてあった。

「言い残す事はありませんか？」

　僕はしゃがんで足あし下もとに目をこらす。うっすらと見えた物を手に取る。

　それは球体だった。研究室で播機さんに見せた物。『安全な不ふ発はつ弾だん』だ。

　これを持っているのは、僕を除けばあいつしかいない。これは、彼女達が中にいるという合図だ。

　僕はそれをポケットに入れた。そして立ち上がり、左側の壁に移動しつつ、正面の暗くら闇やみに向かって叫んだ。

「言い残すことだって？　あるよ！」

「どうぞ」

「時間通りで、予定通りだ」

　僕は壁を左手で強く叩たたいた。廊下に音が反はん響きようする。

「なにを──」

　エレクトラの言葉をさえぎって、叫ぶ。




「香音！　《形態制せい御ぎよ：：近接クローズ戦闘レンジ形バトル態モード◇緊きん急きゆう起動》！　この壁をぶち壊せ！」




25　壁かべ越ごしに秋津先生の声が聞こえた途と端たん、笠木さんが壁に向かって跳とんだ。




　その一連の動きの流れるような美しさに、私はまるでスローモーションを見ているかのように感じた。

　空中で笠木さんが叫ぶ。

《緊急起動により強制的に形態モード移行チエンジします！》

　笠木さんの全身が淡あわい青の光に包まれる。セーラー服で隠かくれていない肌はだの部分に、幾何きか学がく模様の青いタトゥが浮うかび上がる。戦闘用の強化筋肉が、呪じゆ文もんによって活性化するのだと、秋津先生が言っていた。

　放物線を描えがいて跳んでいく笠木さんは、壁の手前で右みぎ腕うでを大きく後ろに構えた。

《標的を破は壊かいします》

　そしてその拳こぶしを壁に叩きつける。




　ドゴォンッ！




　笠木さんの拳を中心に、コンクリートの壁が放射状に砕くだけ散った。笠木さんが着地した前には、ちょうど人が一人通れるくらいの穴が開き、その向こうには──

「秋津先生！」

　私は思わず叫さけんだ。

「播機さん！　そこから動いちゃ駄だ目めだよ！」

　その声だけで安心出来た。心細さが一気に吹ふき飛んだ。先生は、来てくれたのだ。

「香音、来い！」

　笠木さんは穴を抜ぬけて廊下に出た。

　椅い子すに座っていた斎条先生が立ち上がり、軽快な声で穴の向こうに話しかけた。

「やあ♪　ひさしぶり、秋津安芸先生」

　その言葉を聞いた途端、秋津先生の顔が驚おどろきと呆あきれの半々くらいな、普ふ段だん見たことの無い顔になった。そして叫ぶ。

「サイジョー!?　なんであんたがここにいる!?」

　サ、サイジョー？　秋津先生が人を呼び捨てにするの初めて聞いた！　斎条先生は動じることなく答える。

「再会の喜びはあとで分かち合おう。今はやるべきことがあるだろう？　《蒼マーレ》殿どの」

「次じ弾だん来ます！」

　笠木さんの言葉に我に返った秋津先生は、廊ろう下かに視線を戻もどした。斎条先生が後ろから私の肩かたをおさえた。

「《蒼マーレ》の邪じや魔まになるといけない。君は、ここにいなさい」

「は……はい」

　斎条先生は「よっ」とガレキを乗り越こえ、穴から外に出て行った。




26　「香音！　《形態制御：：魔術マギバ戦闘トルモ形態ード》！」




《近接クローズ戦闘レンジ形バトル態モードを解除します。よろしいですか？》

「《Ｙｅｓウルトウ》！」

　香音の腕うでから青色のタトゥが消え、代わりに、両手の甲こうに群ぐん青じよう色の魔ま術じゆつ紋もん様ようが浮かび上がる。

《状態を魔術マギバ戦闘トルモ形態ードに形態モード移行チエンジしました》

「《火球▼段階レヴエル[image: ]Ⅰ：目標[image: ]敵性《人形ドール》：射出数[image: ]４：照準[image: ]自動》」

　香音が紋様が浮かび上がった両の拳をねじりながら前に伸のばし、手のひらを開く。

　同時に、空中に青色の魔ま法ほう陣じんがいくつも浮かび上がり、香音の腕に連なった。

《火球射出準備完かん了りよう。魔術師メイガスよ、許デイ可・ウをドス》

　エレクトラが叫ぶ。

「お前たち！　逃にげなさい！」

　しかし、遅おそい。

「《火球◇発ウル動トウガ》！」

　香音の両の掌てのひらの間に瞬時に四つの炎の塊が発生し、弧を描きながらエレクトラの《人形ドール》に向かっていく。《人形ドール》は逃げようとするが、火球の速度の方が速く、その背中に激突する。燃え上がる三体の人形。ん？　三体？

「しまった！」

　一体がギリギリで火球をかわし、Ｕターンしてそのまま僕の目の前に迫せまっていた。仲間を燃やされた怒いかりからか、その《人形ドール》の表情は憤ふん怒ぬに歪ゆがんでいた。

　僕が一いつ瞬しゆん対応に遅おくれたその時、後ろから声が聞こえた。

「出番だアレク！　第二種応戦用意！　《蒼マーレ》を助けてやれ！」

　その直後、背後から灰色の猫ねこが猛もうスピードで空中を駆かけ、僕と《人形ドール》の間に入った。それはロシアンブルーのアレク。斎条の《人形ドール》だった。

　アレクは空中で右前足を構える。すると爪つめが突とつ然ぜん５センチほどに伸びる。爪はまるで鋼鉄のような色合いをしていた。そしてその伸びた爪で、目の前の《人形ドール》を一気に切り裂さいた。

　灰色の猫は一回転して床ゆかに着地。三本の爪によって三分ぶん割かつされた《人形ドール》が、少し遅れてボトボトと床に落下する。

「よーし、よくやったぞ、アレク」

　気づくと斎条がすぐ横に来ていた。

「相変わらずツメが甘いねえ、《蒼マーレ》坊や・カヌ」

　戦せん闘とうの最さ中なかにも拘かかわらず、久しぶりにその名で呼ばれて僕は非常に苛いら立だたしさを感じた。

「……あんたが手を出さなくたって、僕一人で戦える！」

　思わず語気が荒あらくなる。斎条はにやにや笑って答えた。

「まあまあ、そんな無理しないでいいじゃない」

「無理なんかしてない！」

　どうも、この人の前だといつもの調子で喋しやべれなくなる。何故なぜなんだろうか。

　斎条とまともにやりあうのはあきらめて、エレクトラの方に向き直る。香音と合流した以上形勢は互ご角かくになったわけだが、相手の《人形ドール》を倒たおした事で既すでに逆転していた。

　エレクトラはこちらを睨にらみ付けている。逃げる事も攻こう撃げきしてくる様子も無い。どちらも無む駄だだと分かっているのだ。

　黒いドレスの女は嚙かみ付くように言った。

「……逃げ回るフリをして、最初から《人形ドール》と合流するつもりだったなんて……！」

　逃げ回る？　誰だれが？

　僕は一歩前に出て言った。

「降こう伏ふくするんだ」

「……あとちょっと、あとちょっとだったのにいぃ！」

　ドレスをつかんで叫さけぶ。多少ヒステリックだ。

「うわああぁぁ！」

　エレクトラは叫びながら両腕を前に振ふり上げた。すると、その手からいくつもの炎ほのおの球が飛び出した。炎は複雑な軌き道どうを描えがいて僕に向かって飛んでくる。《人形ドール》を介かいさずに火球を出すなんて自殺行こう為いだ！　やぶれかぶれという事か！

「香音！　《緊きん急きゆう防ぼう御ぎよ》！」

「Ｙｅｓウルトウ！」

　香音が瞬しゆん時じに僕の前に立ち、飛んでくる火の球を次々と叩たたき落とした。火球は次から次へとエレクトラの手から生み出されていく。

「もうやめろ！　君の体が保もたない！　そんな事は無駄だ！　君には僕を倒せない！」

　僕は叫ぶ。するとエレクトラは錯さく乱らんしていた表情を一変させて、にやりと笑った。

「ええ、もちろん、そうでしょうとも！」

　エレクトラは伸ばした両の腕を大きく横に振った。僕をめがけて飛んでいた火球の群むれが、そちらに一いつ斉せいに軌道をずらす。その先には、先ほど香音が開けた穴があった。僕の横には斎条が立っている。ということは、中には──




「播機さん！」




27　壁に開いた穴から無数の火の球が飛んできた。




　その現実感の無い光景に、私は身を守る事も思いつかず、立ち尽つくしていた。

　本能がすこし遅れて動き出し、頭の中から「逃げろ！」というメッセージが大だい音おん響きようで体中に伝達されていく。でも、体の動きがついていかない。

　スローモーションを見ているかのように火の球が目の前に迫ってきた。

　私はぎゅっと目をつぶった。




28　コントロールルームがジェシカの制せい御ぎよ権を獲かく得とくしているのを確かく認にんしてから叫ぶ。




「ジェシカ！　秋津絵里子の特権を行使！　《緊急防御▼対象[image: ]《紅オストラム》◆最優先指定》！」




　天てん井じようのスピーカーから聞きなれた声が聞こえる。




『特権を確認。《理ことわりの壁》を即そく時じ展開します。最大可能時間５分。カウントダウン開始』

　廊ろう下かの安芸に叫ぶ。

「安芸！　こっちはまかせろ！」

　部屋が光に包まれた。




29　予測していた炎との衝しよう突とつは起きなかった。私はゆっくり目を開ける。




　目の前に、ジェシカが立っていた。

　彼女は両手を前に出していて、その前には青色の魔ま法ほう陣じんが盾たてのように浮うかび、飛んでくる火の球を弾はじき飛ばしていた。

「え、なに？」

　生きていた実感よりも混乱が先に来る。なんでジェシカが魔術を使っているの??

「斎条に感謝するんだな」

　突とつ然ぜん肩かたをポンと叩かれびくっとなる。横を見ると、理事長先生が立っていた。

「あいつがジェシカの制御権をここに移したんだろ？　それがなきゃ、間に合わなかった」

「ど、どういう事ですか？」

　理事長先生は、魔法陣の盾を構えているジェシカを見やった。

「ジェシカはね、単なるエージェントＡＩなんかじゃない。あれは、私の《人形》なんだ」

「《人形ドール》？　ジェシカが？」

「ただし、ソフトウェア単体を《人形ドール》として動作させる技術はまだ未完成でね、《人形ドール》として稼か働どうさせられるのは５分だけなんだ」

「はあ……」

　呆ほうけた返事をしてしまった。今日はなんだか驚おどろく事が多い。斎条先生が《翠コラル》だったり、ジェシカが《人形ドール》だったり。まだなにかあるのだろうか。

　と、その時、ジェシカが弾き飛ばしていた炎の一つが、穴の外ではなく室内に飛び込んだ。

　私と理事長先生はジェシカのすぐ後ろにいたから当たらなかったけど、火の球は部屋の隅すみにあった段ボール箱に直ちよく撃げき、その段ボール箱が勢い良く燃え出した。そして周囲の箱に燃え広がっていく。もくもくと煙けむりが出てきた。

　それを見て、理事長先生が眉まゆをひそめた。

「っと、まずいな。もうジェシカは動かせない」

　私は、パニックになるのを必死に抑えつけ、部屋を見み渡わたした。火を消す物、火を消す物。この部屋は殺風景だ。パイプとパソコン以外なんにもなくて……？　！　パイプ！　水道管だ！

「理事長先生！　任せて下さい」

「おい！　播機！」

　私は煙が作り出したアーチの下を駆かけ抜ぬけ、洗面台にたどり着いた。そして蛇じや口ぐちを両手で摑つかみ、呪じゆ文もんを紡つむぐ。

「《目的変へん換かん▽入力[image: ]蛇口：目的要素[image: ]消火：出力[image: ]消火ホース》！」

　論理魔術は、その体系が論理によって構築されているにも拘かかわらず、一番重要な「概がい念ねんの変換」については、その術者のイメージ能力が大きく左右する。私は頭の中で必死に消火ホースをイメージした。

　握にぎっていた蛇口の鉄の質感が唐とう突とつに変わる。出来た！　私はそれを一気に引き伸のばし、火元に向けた。今すぐ消しちゃうよ！

　理事長先生が、呆ぼう然ぜんと私を見ている。そして言った。

「播機、それはなんだ？」

「なにって、消火ホースですよ！」

「消火ホース？　私には、蛇口が伸びているようにしか見えないが？」

　はっとなって手元を見る。私が握っていたのは、プリンになった蛇口だった。

　恐おそる恐る私が洗面台を振ふり返るのと、水道管の水圧がプリン化した蛇口を吹ふき飛ばすのは、ほぼ同時だった。

　蛇口があった場所から水が噴ふき出し、私はそれを真正面から受け止めた。まるで一いつ瞬しゆんでプールに飛び込んだのかと錯さつ覚かくする程ほどだった。

「あばばばば」

　水圧に一気に押されて、私は背中から床ゆかに倒たおれた。痛っ！

　なんとか上半身だけ起き上がる。水流は向きを上方に変え、噴ふん水すいのように部屋中に水を撒まき散らした。

　理事長先生は私と、水道管と、段ボール箱を交こう互ごに見てから言った。

「……まあ、いいか。火も消えそうだし」

　私は床にペタリと座り込み、上から水が降り続ける中、叫さけぶ。

「あーん、こんな筈はずじゃなかったのにい！」




30　騒ぎに気を取られた隙すきをつかれて、エレクトラに空間転移で逃にげられてしまった。




　しかし今はそんなことを気にしている場合ではない。僕は横でニヤニヤしている斎条を一いち瞥べつしてからコントロールルームに飛び込んだ。

　部屋の中は惨さん状じようと言っていい状態になっていた。水道管が破は裂れつして部屋の中に水を撒き散らしている。その中で、ジェシカは《理ことわりの壁かべ》を出したまま仁に王おう立ちし、姉さんは濡ぬれたタバコをくわえて腕うで組ぐみして立っている。

　播機さんを捜さがす。部屋の奥にいた。まるでプールを服で泳いで来たかってぐらいずぶぬれになっていて、呆けたように床にぺたりと座り込んでいた。

　僕が播機さんの所に駆け寄ろうとした時、ジェシカが口を開いた。

『カウントダウン、ゼロ。これ以上の術式の続行は不可能です』

《理の壁》が消える。ジェシカは両手を下ろして姉さんの方を向いた。

『ジェシカシステムは自己機能動作を最優先させる為ために、強制的に自閉モードに入ります。カウントダウン、ファイブ』

　フォー、スリーと数字が減っていく。姉さんが言った。

「ジェシカ、非常に助かった。後で起こしに行くから」

　ジェシカは姉さんに微笑ほほえんだ。

『カウントダウン、ゼロ。自閉モードに入ります』

　ジェシカは光に包まれて消えていった。

　僕は急いで奥まで行って、まず水道管のバルブを締しめた。空中に散布されていた水が止まる。続いて播機さんの所に行って座り込む。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「ふええん、せんせえ〜」

　彼女が泣きそうな声で喋しやべるケースはあまり無い。僕は焦あせった。

「どこか怪け我がでもしたの!?」

　播機さんは両手を挙げた。

「びしょぬれえ。気持ち悪いぃ」
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　脱だつ力りよく。物理的ダメージは無かったようだ。良かった……。

　播機さんは水で重くなっているであろうブレザーを苦労しながら脱ぬいだ。

「中までしみてる〜。寒い〜」

　播機さんが自身をチェックするのにつられて、僕もその視線を追った。

　ネクタイはもちろん、ブラウスも隙が無いほどずぶぬれになっていた。水を吸ったネクタイはブラウスに張り付き、そのブラウスは肌はだにピッタリ張り付いて、彼女の本来の体のラインを正確に映し出していた。当然、ブラウスの下の下着がくっきり透すけて見えて──

　僕は突とつ然ぜん立ち上がった。播機さんが驚おどろいて僕を見上げる。

「？　先生どうかしました？」

「え？　あ、いや、なんでもない」

　そう答えて、視線を播機さん以外に向けた。というかまともに播機さんの方を見られない。ブレザーをはおってもらえないだろうか。いやそれだと風邪かぜを引くか。ええと、あの。

　珍めずらしく僕が混乱していると、姉さんが今度こそタバコに火をつけるのを成功させて言った。

「とりあえず事態は収束したな。一度理事長室に戻もどろう。お前らには、もう少し残業してもらうぞ」
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31　シャワーから流れるお湯の温度が、私の体に染しみ込んでいく。




　シャワーは熱ければ熱い程ほど良い。体の中に熱が染み渡わたっていくのを感じるのが最高に気持ちいい。

　私は、理事長室の奥にある簡易寝しん室しつに備え付けられたバスルームを使わせてもらっていた。そもそもこんな部屋があるのが驚きだったけど、有事の際に理事長先生が学園に長期滞たい在ざい出来るように、こういう施し設せつがあるのだそうだ。

「ああ……」

　ため息が漏もれる。「有事」ってのがどういう事態なのかは知らないし特に知りたくもないけど、濡れ鼠ねずみになった直後にあっついシャワーを浴びられるなんて幸せ過ぎる。この喜びは何物にも代えがたい。

　流れるお湯と一いつ緒しよに腕うでをなでる。17歳のピチピチの肌だ。体つきのバランスはいいほうだと思う。腰こし回りに余計な肉はついていないし、胸だってまあまあそれなりにある。

「った……」

　二の腕をさすったらちょっとだけ痛みが走った。右腕にあざが出来ている。水に吹ふき飛ばされた時にぶつけたっぽい。二の腕だけではない、体を伸のばすとあちこちが痛い。

「あーあ、乙女おとめの体が台無しですよ……」

　制服が擦すり切れてなくてホントよかった。全部クリーニング行きだけど。

　今、学園の中にいる生徒は私と笠木さんだけの筈はずだ。理事長先生が「話を聞かせて欲しいが、そのままでは風邪を引いてしまう」と言ってくれて、ここを使わせてくれた。他ほかの人たちがドライヤーで服を乾かわかしてるだけな事を考えると、かなりのＶＩＰ待たい遇ぐうだ。わはは。




　あの後、教室棟とうの生徒達は無事解放された。エレクトラとかいう犯人は捕つかまえられなかったらしい。

　２時間近くに亘わたって教室棟に閉じ込められた生徒達には「セキュリティシステムの誤作動」として説明された。そしてそのまま完全下校となった。

　そう。私達は勝ったのだ。

「……っ！」

　熱いシャワーが全身を包んでいるにも拘かかわらず、体の芯しんが震ふるえた。両腕で肩かたを抱だきしめ、震えを抑おさえようとする。

「大だい丈じよう夫ぶ、もう大丈夫だよ」

　自分に言い聞かせる。

　論理魔ま術じゆつ師しの戦いに巻き込まれて、生命の危機を感じたのは今日が初めてではない。初めてイドと会った日、図書館の本ほん棚だなの上を飛び回った時だって、ちょっと間ま違ちがっていれば死んでいたかもしれない。でも、あの時は無我夢中だったから現実感がほとんどなかった。

　炎ほのおの球が視界一いつ杯ぱいに広がったとき、私は死ぬんだと思った。そしてちょっと腹立たしかった。理り不ふ尽じんさに憤いきどおったのだ。何故なぜ私がここで死ななければならないのだと。

　今になって、あの時感じなかった恐きよう怖ふが体を襲おそう。理事長先生が、ジェシカが助けてくれなければ、私は今ここで熱いお湯で心をほぐす事も出来なかったのだ。

　急に足元が抜ぬけてどこまでも落ちていくかのような錯さつ覚かくに陥おちいる。悲鳴が出そうになるのを必死に抑える。

「……大丈夫。秋津先生だって、来てくれたじゃん」

　そうだ。穴から覗のぞき込んで私の名前を叫さけんだ先生を見た時、私は泣きそうになるのを必死に堪こらえた。だって、笑え顔がおで答えたかったから。出来なかったけど。

「……へへ」

　自分の単純さに、思わず笑ってしまう。今、先生の事を考えただけで、ちょっとだけ元気が出てきた。いつのまにか震えも止まっていた。

　シャワーを止める。もう出よう。みんなが待ってる。




32　播機さんが、理事長のプライベートルームから大きな袋ふくろを抱かかえて出てくる。




　彼女は僕を見るなりパッと笑顔になった。

「あ。秋津先生！　もう戻もどられたんですか？」

　いつもの調子の喋しやべり方。もう大丈夫なようだ。

「うん、屋内プールからここまで車で移動したから」

　僕と姉さんは屋内プールの更こう衣い室にあるドライヤーで服を乾かした。

「あ、そっか。じゃあ体冷やさずにすみましたね」

　播機さんは僕の隣となりに座り、ビニールの袋を横に置いた。

　風呂ふろ上がりだからだろうか、まだ多少熱を帯びた頰ほおが、朱しゆを差しているように見える。

　僕は理由もなくその光景を見続けられなくなり、視線を逸そらした。

「？　どうかしました？　先生」

「いや、なんでもない」

　なぜか自分の体温が上がるのを感じる。

「？」

　僕は気を紛まぎらわせるために理事長室を見み渡わたした。なぜ気を紛らわせる必要があるのか、いまいち自己判断が出来て無いのだけど。

　理事長室には、現在五人いる。僕と播機さん、姉さん、香音、そして斎条だ。

　僕は不ふ透とう明めいなビニールの袋を指差す。

「その荷物、なに？」

「ああ、制服がびしょ濡ぬれになったから、理事長先生が代わりの制服を一式用意してくれたんです。だからこっちに入ってるのがもともとの私の服」

「ああ、なるほど」

　なるほど。確かに今播機さんが着ている制服はいかにも新品という感じだった。

　僕が見るともなく見ていると、播機さんは上うわ目め遣づかいににやにやしながら言った。

「あっ、でもね、それだけじゃないんですよ」

「なにが？」

「私、お風呂あがりはブラつけない主義なんです。だからブラもこの中」

　なんと答えればいいのかわからない。僕が言葉を失っていると、播機さんは１２０％スマイルを僕に向けた。

「先生、見ます？」

「え、どっちを？……あ、いやごめん噓うそ今の無し失言だった訂てい正せいする。だから播機さん！　謝るから！　嬉うれしそうにいそいそとネクタイを緩ゆるめないで！」

「……安芸、見み損そこなったぞ」

「姉さんも！　真面目まじめな顔でそういう事言いながらブラウスのボタンを外しはじめないで下さい！」

「《蒼マーレ》坊や・カヌ、君はずいぶんとただれた生活をしているんだな」

「その呼び方はやめろサイジョー！　あとあんたも袖そでのカフスを外すな！　意味不明だろその行動！」

　いつのまにか立ち上がっていた。三人とも楽しそうに僕を見上げている。

「からかい甲斐がいがありますねえ、秋津先生は♪」

「いつも可愛かわいいなあ、アキくんは♥」

「うんうん、《蒼マーレ》坊や・カヌはこうでないと」

　僕は脱だつ力りよくしてソファに沈しずみ込む。

「……理事長、早く報告会を始めましょう」

「そうだな。その前に、今いま更さらだが紹しよう介かいしておこう」

　姉さんは斎条を指差した。

「斎条園生、彼は本日より学園に常勤となる」

「よろしく、みなさん」

　人なつこい笑えみを振ふりまく。まったくいけすかない。

「播機」

「はい、なんでしょう？」

「斎条は《完結したフオル・円環キアカル》から派は遣けんされたアドバイザーだ」

「まあ、表向きはね」

　斎条は播機さんを見て言った。

「建前は既すでに無意味でしょう。遙さん、僕の任務は《蒼マーレ》と《紅オストラム》の監かん視しなんだ」

「監視、ですか」

「まあ監視ってほど大げさな事じゃないけどね。それぞれの《血族クラン》が《円環キアカル》の意思に従っているかどうかを確かく認にんし、必要であれば助言を与あたえる。それが僕の仕事。遙さんはいつもどおり過ごしてくれて構わないよ」

「それは、播機さん以外はそうではない、という意味だな？　サイジョー」

「やだなあ、そんなつまらない裏読みしないでくれよ。《蒼マーレ》坊や・カヌ」

「その呼び方はやめろと言っている！」

「『まーれ・かぬ』ってなんですか？」

「『《蒼マーレ》の坊や』って意味だよ、遙さん」

「説明しなくていい！」

「ああもう、喧けん嘩かはあとでやってくれ」

　こめかみを押さえた姉さんが話を戻した。

「はじめよう。斎条、教室棟とうの中で起きた事を話してくれ」

　斎条はアレクを抱だき上げて膝ひざの上に乗せ、姉さんに答えた。

「わかりました」




33　斎条先生が話している間、秋津先生は微び妙みようにイライラしているように見えた。




「──で、僕は遙さんにコントロールルームの中にいるように言って、笠木が開けた穴を通って外に出たんです。あとは皆みなさんがご存じの通り」

　斎条先生が話し終えると、ソファに座っていた秋津先生が立ち上がって怒おこった。

「なんで播機さんを一人にしたんだ！」

　斎条先生は両手を挙げて首を振った。

「いやあ、あれは失敗だった。申し訳ない」

「申し訳ないで済むか！」

　なおも言いつのる秋津先生を、理事長先生が制した。

「安芸、落ち着け。私が間に合ったから良いいだろう」

「それは結果論です！」

「戦いは専門外なんだよ。知ってるだろ？」

　秋津先生が冷静さを欠いているだけでも驚きなのに、しかも怒っているようだ。四月に赴ふ任にんして来て以来、秋津先生がこんなに感情をあらわにしているのを、私は初めて見た。

　向かいのソファに深く腰こし掛かけている斎条先生は、膝の上に乗せたアレクの背をなでながら、秋津先生を見た。

「結果論。まあそれはその通りだ。しかしね《蒼マーレ》坊や・カヌ、君が理事長室襲しゆう撃げきが陽動だと気づいていれば、教室棟を空からにするのは防げた筈はずだよ」

「……！」

　反論出来ないのか、秋津先生は立ち上がったまま動かない。

「座れ、安芸」

　理事長先生が強く言う。先生は乱暴に座った。非常に不ふ機き嫌げんそうだ。

　タバコに火をつけながら、理事長先生は斎条先生に視線を向けた。

「しかし斎条、なぜ君は教室棟にいたんだ」

「たまたまですよ。今回の滞たい在ざいは長期に亘わたりますからね。司書としてもちゃんと仕事をしようと思いまして、貸し出し図書返へん却きやくの督とく促そく状を生徒ロッカーに入れに行ってたんです」

「それでお前も中に閉じこめられた訳か」

「まあ、そういう事になりますね。遙さんや笠木と合流出来たのはラッキーでした」

　笑顔で答える斎条先生に対し、秋津先生や理事長先生の表情はすこし硬かたいように見えた。「監視」しているという斎条先生の言葉を、丸ごと信用してはいないような印象を受ける。

「ふむ……、しかし、あのエレクトラとかいう奴やつは相当無能だな」

　理事長先生はタバコの灰を灰皿に落として続ける。

「最初の要求が全部ブラフだったにせよ、私と安芸を狙ねらうだけならもっと上手うまい手があった筈だ。安芸と笠木を引き離はなす作戦も結局は失敗した訳だしな。まったく杜ず撰さんな計画だ」

「達成すべき目的が、他ほかにもあったのかもしれませんよ」

「どういう意味だ、サイジョー」

　秋津先生が斎条先生をにらむ。どうでもいいけど、秋津先生が、斎条先生に対してだけ子供のような喋しやべり方になるのが、おかしいというか可愛かわいいというか、なんか身み悶もだえる。

　斎条先生は秋津先生を見てにやりと笑った。

「例えば、《紅オストラム》の命を狙うという別の目的があった、とかさ」

「サイジョー！」

「安芸、落ち着け。仮にも師し匠しように対して失礼だぞ」
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　それを聞いて、私は思わず大声を出した。

「師匠!?」

　斎条先生はソファの上で姿勢を変え、私の方を向く。アレクは膝の上で寝ねている。

「まあ、正確には兄弟で子しだね。僕と安芸は同じ先生に師事して、論理魔ま術じゆつを学んだんだ。ただ、僕の方が七年早く弟子入りしてたから、安芸の修しゆ行ぎようは主に僕が見ていたんだよ」

「昔の話は別にいいだろ！」

　秋津先生が苛いら立だっている。が、さっきの怒り方とはちょっと違ちがう。お兄さんにからかわれて反はん抗こうしている弟のようだ。先生には悪いけど、やっぱりちょっと可愛い。

「別にいいじゃないか。聞かれて困る事じゃなし。《蒼マーレ》坊・カ──」

「その呼び方はよせって言ってるだろ！」

「君が怒るのが楽しくて言っているのがわからないのかい？」

「！……」

　ぷるぷるしてる。

「まあまあ、そんな顔するなよ。可愛い顔がだいなしだ。遙さん、安芸は10年前はそれこそ女の子みたいな顔しててね、笑うとオードリーのようだとみんなで──」

「だから昔の話はやめろって！」

「オードリーって誰だれですか？」

　私がそう聞くと、斎条先生と理事長先生の動きが止まった。

「……あー、ええと、オードリー・ヘップバーンって知らないかな」

「あ、名前だけなら聞いた事あります。『ローマの休日』の主役ですよね。モノクロ映画って見た事無いですけど」

「……ジェネレーション・ギャップって奴かな。ちょっとショックだ」

　斎条先生は力なく笑ってから天てん井じようを見上げた。

「ジェシカ！　オードリー・ヘップバーンの資料ある？　適当に見せて」




　沈ちん黙もく。




「……あれ？　ジェシカ？」

　斎条先生が頭をかく。理事長先生がタバコを灰皿にこすりつけながら言った。

「ジェシカは今自閉モードになっている。動作しない」

「自閉モード？」

　斎条先生の質問に、理事長先生は視線を合わせずに答える。

「ジェシカを《人形ドール》として動作させた場合、急激な《可能性ルウキス》の消費が発生する。今現在は５分間しか状態を維い持じできない」

　そういえば、そのような事をさっき聞いた。

「また、《人形ドール》状態になる事によって何らかのソフトウェアレベル、ハードウェアレベルでの異常が発生していないか確かく認にんする為ために、ジェシカは自動的に自閉モードに移行して、自己診しん断だんプログラムを走らせる。この間、外部からの命令は完全に遮しや断だんする」

「コントロールルームからの命令も？」

「そうだ。診断中が一番ハッキングの危険性が高いからな。自閉モードに入った場合、自己診断プログラムその他事後処理の完かん了りようまでに約１時間が必要。しかも、ジェシカシステムに直接アクセスして復帰処理を行わないと、通常運用に戻もどす事が出来ない」

「難なん儀ぎですね。というか、そうでした。大事な事を忘れていました」

　斎条先生は嬉うれしそうに両手をこすり合わせた。

「ジェシカを《人形ドール》として稼か働どうさせる実験の事は聞いていましたが、それが完成していたというのは知りませんでした。《完結したフオル・円環キアカル》はその報告を受けていません。そうでしょう？」

　理事長先生はあからさまに苦々しげな顔をして答えた。

「完成なんかしていない。今も言ったようにまだ５分しか動かないし、動いた後の復帰処理が非常に面めん倒どうなんだ。実用段階にはほど遠い。《円環キアカル》に報告する段階ではないと私が判断した」

「報告するかどうかは私が決める事です」

　斎条先生はすましてそう言った後、にっこり笑った。

「まあ、いいでしょう。そちらの意見を尊重しますよ。それで？　ジェシカを起こしに行くんですか？　彼女を起こすには、僕が必要でしょう？　なにせ僕は、あそこの番人なんですからね」

　斎条先生はそう言って、ベストのポケットから小さくて細長い物を取り出した。

　それは鍵かぎだった。真しん鍮ちゆう製のように見える。

　理事長先生は頷うなずいて言った。

「さっき、保安部からも連れん絡らくがあった。ジェシカシステムを復帰させて欲しいとの事だ。ちょうどいい。今から行こう」

　鍵をポケットにしまいながら、斎条先生が立ち上がる。

「了りよう解かいしました。じゃあ、伊代お嬢じよう様を起こしに行きますかね」

「サイジョー！」

　秋津先生がさっきにもまして大きな声で怒ど鳴なる。しかし、それは先さき程ほどとは微び妙みようにニュアンスが違ちがって聞こえた。

　私はおそるおそる斎条先生に尋たずねた。

「『いよ』って……」

「あれ？　遙さん、伊代の事を聞いて無いの？」

「ジェシカのモデルになった人だって……」

「モデル、ねえ、まあ、そういう言い方もあるか」

　斎条先生はにやにや笑いながらそう言った。

「余計な事を喋しやべるなサイジョー！」

「いいじゃないか、《蒼マーレ》坊や・カヌ。別に聞かれて困る話じゃない。そうでしょう？　理事長」

「……そうだな。私から説明しよう」

「理事長！」

　秋津先生の抗こう議ぎの声を、理事長先生は手を挙げて抑おさえた。

「播機。別段覚える必要の無い事ではあるが、せっかくなので説明しておこう。伊代というのは飯いい綱つな伊代という女性の事だ。彼女は安芸の従姉いとこにあたる《蒼マーレ》の家系で、私や安芸の幼なじみだ」

　お、幼なじみですと!?　突とつ然ぜんのライバル（？）登場に、私は冷静さを失いかける。

「彼女は天性のセンスと、努力を惜おしまない性格から、《蒼マーレ》の中でも非ひ凡ぼんな能力を発揮した」

　しかも頭が良くて実力もある！　ジェシカのモデルになったのなら顔やスタイルも良い筈はず！　どうしよう！　なにがどうしようなのかわからないけれどどうしよう！

　私の心の中では竜たつ巻まきが渦うず巻まいていた。が、理事長先生の次の言葉で、一気に現実に引き戻される。

「そう、非常に有能な論理魔ま術じゆつ師し、だった」

「……だった？」

「そうだ。彼女は亡なくなっている」

「えっ……」

「二年前、《鴉ノツクス》との戦いに敗れたんだ。その戦いには、私も、安芸も、斎条も参加していた。……イドもだな」

　その言葉に、秋津先生がぴくりと小さく反応するのが視界の隅に見えた。

　私は、四月にイドと戦った時の事を思い出していた。あの時、イドがこう言っていた。




　──簡単ですよ。彼女に、あの子と同じ結末を与あたえたらどうなるかな、とね──




「彼女」とは、私の事だろう。でも「あの子」が分からなかった。もしかして、その飯綱伊代って子が、「あの子」なんじゃないだろうか？　とはいえ、今は聞ける雰ふん囲い気きでは無い。

　理事長先生は続けた。

「伊代は、本当に天才的な論理魔術師だった。言い方が悪いかもしれないが、彼女を失った事は、私達にとって大きな損失だったのだ。そこで、私達は彼女のコピーを作ろうとした。それが、ジェシカなんだ。伊代は、そういう意味でのジェシカのモデルなのさ」

「……そうなんですか」

　そうなんですか、としか言えない。秋津先生はうつむいていて表情が見えない。斎条先生はにやにや笑ったまま。理事長先生は新しいタバコに火をつけようとして、やめて箱に戻もどした。

「まあ、残念ながら実験はいまだ途と上じようだがね。他ほかに質問は？」

　私はおずおずと手を挙げた。

「一つだけ、いいですか？」

「なんだ？」

「あの、ジェシカの名前は『ヴェニスの商人』から取ったって……」

「ああ、そうだ。伊代はシェイクスピアが好きでね。ジェシカは彼女のイメージに似てると思って私がつけたんだ」

　なるほど。

「さあ、もういいだろう？　昔話は終わりだ、ジェシカを起こしに行こう」

　理事長先生が立ち上がると斎条先生がアレクを肩かたに乗せながら「あ、すみません」と、言った。

「先にトイレ行ってきていいですか？」

「……緊きん張ちよう感かんの無い奴やつだな。昇しよう降こう口にいるぞ」

「了解しました」

　斎条先生が外に出て行く。秋津先生はまだうつむいたままだ。

「あの……、秋津先生？　どうかしましたか？」

　声をかけられて、秋津先生は、はっとして、こちらを見た。

「あ、いや、なんでもない。行こうか」

　先生は二、三度頭かぶりを振ふって、ソファから立ち上がった。




34　誰だれもついてきていない事を確かく認にんしてから、携けい帯たいを取り出してアドレス帳を辿たどる。




　今時、定時連れん絡らくなんてメールでさせて欲しい所だけども、《円環キアカル》の長老達はなかなか新しいテクノロジーに挑ちよう戦せんしようとしてくれない。まあいいのだけど。

「あ、斎条です。事態は収束しました。今のところ問題は──」




　ゴツッ




　後頭部に何かが直ちよく撃げきした。携帯電話が手から滑すべり落ちる。もう一度打撃。僕は膝ひざから崩くずれ落ちた。攻こう撃げきの度合いから、殺意が無い事は分かる。

　まあ、あとは彼らに任せるか。僕はそう思いながら目を閉じた。




35　斎条先生が降りてくるまで、私達は昇降口で随ずい分ぶん待った。




「遅おそいぞサイジョー」

「失礼しました。思ったより時間がかかってね」

　秋津先生の言葉に、斎条先生は笑いながらポケットから出した左手を振った。

　午後からの雨はまだ降り続いていた。斎条先生は職員用の傘かさを傘立てから取って広げ、うやうやしく理事長先生をエスコートする。理事長先生は何も言わずにその傘に入り、階段を下りていく。その優ゆう雅がな動きにちょっとうっとりしてしまう。

　階段の下にはベンツとミニクーパーが並んでいて、斎条先生と理事長先生がベンツの方に乗り込んだ。

　私は秋津先生が傘を開いてくれるのを待っている。先生はベンツをじっと見ていた。

「……先生？」

「え？　あ、ああ、ごめん」

　さっきからどうも先生の様子がおかしい。

「さあ行こうか」

　秋津先生は傘を差して歩き始めた。

「あ！　私を入れて下さいよ！」

「え？　そこにいくらでもあるよ、傘」

　訂てい正せい、いつも通りの秋津先生だった。
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36　車をギリギリまで図書館のエントランス近くに寄せる。雨がフロントガラスを濡ぬらす。




　背後から姉さんの車のヘッドライトがこちらを照らしている。僕の車には後部座席に播機さんと香音が乗っていた。

「行こう」

　サイドブレーキを引いて扉をアンロックする。車の周りに傘が開き、それぞれ図書館のエントランスに向かう。背後のヘッドライトは消えていて、姉さんと斎条が黒い傘に寄り添そって近づいてくるのが見えた。

　ジェシカが沈ちん黙もくしている為ため、図書館の入り口は鍵かぎで開ける事になる。斎条がベストのポケットから長細い鍵を取り出し、扉とびらを開いて一歩引く。僕と姉さんが先頭に立ち、図書館の中に入った。

　図書館の照明は落ちていたが、中を歩けないほど暗いという訳でも無かった。

「ここにジェシカがいるんですか？」

　播機さんが暗い館内をキョロキョロ見ながら言った。

「うん。ジェシカシステムの本体だね。あまり見てびっくりするような物じゃないよ。大きさはそれなりにあるけど、単なる黒い塊かたまり」

　カーテンは閉じていなかったが、既すでに夜であり、外からは薄うす明あかりが差し込むのみだった。

　館内を進んでいた僕達は、入り口から半分より少し奥にある、螺ら旋せん階段の前で立ち止まった。

「先生？」

　播機さんが不思議そうに僕の顔をのぞき込む。

　螺旋階段の中央の柱には、からみつくような無数の薔薇ばらが彫ちよう刻こくとしてかたどられている。僕はその一つを摑つかみ、ひねった。すると、中央の柱の一部がパカッと開き、中から三つの鍵かぎ穴あなが現れた。

　僕は播機さんに説明した。

「これが、ジェシカシステムに直接アクセスする為の最後の課題。ここに三つの鍵を差し込まなきゃいけない。一つは僕が持っている」

　僕は白衣のポケットから真しん鍮ちゆうの鍵を取り出し、穴の一つに差し込み、時計回りに回す。カチリと音がする。

「二つ目は姉さん」

　姉さんは無言で、僕が持っていたのとよく似た形の鍵を二つ目の穴に差し込み、同じ方向に回す。またカチリと音がする。

「そして、三つ目は、この館、図書館の番人であるサイジョーが持っている」

　より正確には、斎条が鍵を持っている理由はそれだけではない。これは「ジェシカシステムという貴重な『実験体』に対して、《完結したフオル・円環キアカル》はその所有権を三分の一保持している。《蒼マーレ》だけの物ではない事を忘れるな」という、表明なのだ。

「サイジョー、鍵を差してくれ」

「はいはい」

　サイジョーは既に手に持っていた鍵を最後の穴に差し込み、右方向に回す。カチリと音がする。

　僕は姉さんを見た。姉さんは僕の視線に気づいて小さく頷うなずいた。

　直後、小さな振しん動どうが床ゆかから聞こえてくる。

「播機さん、あぶないからこっちに来て」

「？」

　疑問を感じながらも播機さんはおとなしく僕の後ろ、螺旋階段より奥に移動した。

　突とつ然ぜん、階段より手前の床が沈しずんだ。床と、その上に載のっている腰こしほどの高さの棚たながどんどん高度を下げていく。

　播機さんが目の前の光景に驚おどろいている。

「なにこれ！」

「なにかと聞かれれば、姉さんの趣しゆ味みとしか言えないね。こんな非効率的な格納方法を取る必然性は無いんだから」

「失礼な。美意識の問題だ。……伊代は、狭せまい所が苦手だったからな」

　ある距きよ離りまで下がった床は、今度は水平方向にシフトして壁かべの中に消えていく。すると、その下に、大きな空間が現れた。今いる位置からは２メートル以上低い。螺旋階段はこの階下まで延長されており、そこから下に降りられるようになっている。

　今や図書館の中央には、その床下に、長さ約５メートル、幅はば約10メートル、深さ約２メートルの空間が生まれていた。僕達はその直方体の長い方の縁ふちに立っている。

　そしてその中央には、幾いくつものモニタに囲まれた、一つの巨きよ大だいな機械が横たわっていた。こちらは長さ約１・５メートル、幅約２メートル、高さ１メートルくらいの大きさがある。

　光こう沢たくを帯びた真っ黒なその塊は、巨大な墓石、あるいは棺かん桶おけのようにも見える。

「先生……」

「うん、あれがジェシカシステムの本体だ。まあ、あれ一個が巨大なコンピューターだと思ってくれればいい」

　黒い塊の端はしには液えき晶しようモニタとキーボードが備え付けられている。今、そのモニタに明かりが灯ともる。

「この空間を、僕達は『プール』と呼んでいる。単に見た目が似てるだけの話だけどね」

　播機さんは乗り出すようにして、『プール』の中をのぞき込んでいる。

「よし、じゃあ行きましょうか」

「待て、サイジョー」

　彼が螺旋階段に足をかけたので、僕は呼び止めた。

「いや、あんたは降りなくていいよ」

「え？　なんでだい？」

　僕はちょっとだけなんて言うべきか考えた。そして答える。

「なんでかと言えば、君はサイジョーじゃないからだ。久米君」

「なにを──」

　彼が反論しかけたその時、図書館の壁一面に並ぶガラス窓に、上から次々とシャッターが下りてくる。これにより図書館は外界と完全に隔かく離りされ、明かりはジェシカシステムの周囲にあるモニタからの光のみとなった。

　彼は頭上を見上げて驚く。

「な……っ！」

「さっきの鍵かぎだけどね、久米君、時計回りに回しただろ？　あれね、三人目は逆向きに回さなきゃいけないんだ。『プール』は開くけどね、図書館のシャッターが閉まる仕組みになっている。つまり、誤った鍵の使い方をした人間か魔ま術じゆつ師しを、閉じ込めるわけだ。今の君のように」

　こちらを睨にらみつけている彼の外見から黒い光の泡あわが沸わき上がり、その体を包み込む。

　泡が消えると、そこには汗あせをかいた久米信二が立っていた。




37　……鍵を盗ぬすむだけでは駄だ目めだったか。




　俺は螺ら旋せん階段に足をかけたまま、秋津先生を見つめた。その横で、播機遙が驚きの表情で俺を見ている。

「久米、君……？」

　俺は笑った。

「驚いたかい、播機さん」

「だって、なんで……？」

　状じよう況きようが全く飲み込めて無いらしい。まあ今から説明するさ。ちょっと待っててよ。

　斎条を気絶させ、姿を変えて播機達に合流した時は、こんなに簡単に事が進んでいいものかと笑ってしまったが、さすがにそううまくいく訳では無いようだ。

　さすがは《蒼マーレ》の城。最後の最後まで楽しませてくれる。

　ここまでは、予想の範疇だ。




38　秋津先生が久米君に近づいていくのを、私はハラハラしながら見ていた。




　なにがなんだかわからない。なんで久米君が斎条先生の格好をしてたわけ!?

　追い詰つめられている久米君は、汗はかいていたけど、何故なぜか表情に余よ裕ゆうが見えた。

「秋津先生、なぜ僕だってわかったんですか」

「さっきの鍵を間ま違ちがって回したので確信を持ったけどね。理由は二つある」

　秋津先生は久米君の前に立って、指を一本立てた。

「一つ目は、サイジョーとは知り合って十年になる。彼の真似まねをしている人と、彼自身を見分けられる程度には、僕はサイジョーの事を知っている」

　二本目の指を立てる。

「二つ目は、君自身だよ。久米君」

「僕、ですか？」

「二ヶ月も授業で会ってれば、生徒それぞれがどんな癖くせや特とく徴ちようを持っているかくらい、わかるようになるさ。君の場合は、その左手をポケットに入れる癖だね」

　そう言われて久米君は下を向き、いつのまにかポケットに入れていた左手を抜ぬき出した。そしてにやりと笑う。

「……教師が生徒の事にそこまで関心を持っているなんて知りませんでした。僕なんかに気をかけてくれて、光栄ですよ」

「だが、何故君が《鴉ノツクス》と《契けい約やく》したのかまでは分からない。それを、教えてくれないかな」

「あー、なるほど。授業以外の事までは、さすがの先生でもわからない訳だ」

　それを聞いて、私には思い当たる事があった。そのまま口にしてみる。

「久米君は……ジェシカが、欲しい、のね」

「正解だよ。播機さん」

　久米君が手を広げて答えると、秋津先生が訝いぶかしがった。

「何故君がジェシカを欲しがる？　確かにジェシカが保持する情報は非常に価値があるし、ジェシカ自身にも《人形ドール》としての技術的希少性があるかもしれないが──」

「違ちがう違う！　冗じよう談だんじゃない！　僕がそんな物の為ためにこんなに必死になるわけが無いじゃないですか！」

　久米君は両手を振ふりながら叫さけび、秋津先生の言葉を遮さえぎった。

　そうだ。秋津先生は分かってない。久米君はジェシカの中身が欲しいんじゃない。そうじゃなくて──

「先生、僕はね、ジェシカが欲しいんですよ。彼女の持つ情報とか、彼女自身の技術的希少性なんてなんの興味も無い。ただ、あのジェシカが欲しい、僕だけの物にしたいんです。これはね、愛なんですよ。わかりますかね、先生」

　しばし呆ぼう然ぜんとする秋津先生。すぐに口を開く。

「愛って、ジェシカはホログラフィーだよ？」

「だからなんだっていうんですか！　僕はジェシカを愛してる！」

　久米君の語気が荒あらくなる。

「彼女にも僕を愛して欲しいなんて、そこまでは望みません。ただ、彼女を見ているだけで僕は幸せになれる。ですが、他ほかの男にも同じ笑え顔がおを向けるのは、もう我が慢まんできないんです。彼女は、僕に、僕だけに微笑ほほえんでくれればいい。だから、エレクトラと一いつ緒しよに、このジェシカ強ごう奪だつ計画を立てたんですよ」

「最初から、この『プール』を開ける事が目的だったんだね」

「ええ。《鴉ノツクス》は、『プール』の存在は認にん識しきしてましたが、それがどこにあるのかという情報は持っていませんでした」

　久米君は喋しやべりながら、ゆっくりと『プール』の縁へりを時計回りに歩き始めた。いつの間にか左手がポケットに入っている。ホントに癖のようだ。

「教室棟とうを疑ぎ似じ占せん拠きよした最大の目的は、みなさんを窮きゆう地ちに陥おちいらせて、理事長にジェシカを《人形ドール》として作動させてもらう事にありました。そうすれば、ジェシカは強制的に自閉モードに移行します。皆みなさんは再度ジェシカを起こす為に、ジェシカに直接会いに行かなければならない。僕が何もしなくても『プール』は勝手に開き、ジェシカへの道が示される、という寸法でした。このようにね」

　久米君が右手を差し出した先には、黒い鉄の塊かたまり──ジェシカ──があった。

「まさか、最後の最後にまでトラップがあるとは思いませんでしたが」

「残念だったね。サイジョーはどうしてる？」

「トイレで寝ねてますよ。後で起こしてあげて下さい」

　久米君はぐるりと一周して、元の場所に戻もどってきた。再度、秋津先生の正面に立つ。

「さて、秋津先生、僕をどうするつもりですか？」

「君は記き憶おく封ふう鎖さを受ける事になる。論理魔ま術じゆつの事も、《鴉ノツクス》の事も忘れて、学校生活に戻る事になるだろう」

「へえ、僕は罪に問われない訳ですか」

　久米君は大げさに手を広げた後、両手をポケットに戻し、からかうように続けた。

「でも、僕は《鴉ノツクス》と《契約》したからジェシカを奪うばおうとした訳では無いですよ。僕はずっと昔からジェシカを自分の物にしたかった。《鴉ノツクス》の力が目的の遂すい行こうに便利だと思ったからたまたまイドと《契約》したに過ぎない。仮に論理魔術の事を綺き麗れいさっぱり忘れても、僕はまたいつかジェシカを盗ぬすもうとしますよ？　それでもいいんですか？」

　秋津先生はしばらく黙だまっていてから、口を開いた。

「……であれば、君には、その感情も、忘れてもらう必要がある」

「ははっ、そう言うだろうと思ってました。あなたがたは僕の罪は問わないが、僕の感情は制せい御ぎよするというわけだ。なんという傲ごう慢まんな考えだろう」

「傲慢なのは分かっている。だが仕方の無い事だ」

「ええ、そうなんでしょうね。わかります、わかりますとも。だからこそ──」

　久米君はポケットから右手を出した。そこには携けい帯たい電話が握にぎられていて──

「だからこそ、お断りします！」

「！」

　久米君は携帯電話のボタンを押した。するとその途と端たん、図書館の照明が一いつ斉せいに点灯する。同時に、閉まっていたシャッターが次々と開きはじめる。

「なんだと!?」

　理事長先生が叫んだ。久米君はにやりと笑う。

「理事長、ジェシカが自閉モードに入ってる事をお忘れですか。ジェシカレイヤーさえなければ、ここにあるのは単なるセキュリティシステムに過ぎない。ハックするのは造作も無い事ですよ」

「くっ……！　安芸！　あいつを拘こう束そくしろ！」

　理事長先生の言葉に反応して、秋津先生が一歩前に出た。

「動くな！」

　久米君は叫ぶと同時に左手をポケットから出した。手に持っている物がなんなのかよくわからない。白い塊の上にちっちゃな機械とボタンがついているように見えた。

「秋津先生、これがなんだかわかりますか？　魔術なんかより強力な力ですよ」

「……プラスチック爆ばく弾だん!?」

「Ｙｅｓウルトウ、《蒼マーレ》の魔ま術じゆつ師し殿どの。しかも起爆装置とセットになっている。あまり見たこと無いでしょう？」

「どうかしている！　そんなもの起動させたら自分も吹ふっ飛ぶぞ！」

「捨て身だって事ですよ。それほど僕は本気なんだ！……さあ、僕から離はなれて下さい」

　久米君は手に持った装置をこっちに突つき出しながら、螺ら旋せん階段を降りて行く。みんなは動けずにいた。

　下まで降りた久米君は、ジェシカシステムのそばに駆かけ寄り、爆弾を持っていない方の手で、その黒い機械を丁てい寧ねいになでながら、つぶやいた。

「ようやく、ようやく僕の物になるんだね、ジェシカ……」

『プール』の上から、理事長先生が久米君に話しかける。

「ジェシカシステムをどうやってお持ち帰りするつもりだ？　見てのとおり、『彼女』は巨きよ大だいな鉄の塊だ。君の細い腕うでではびくともしないぞ」

「ご心配なく。もうすぐ足が来ます。ほら、聞こえませんか？」

　途端、図書館の壁かべが爆発した。




39　僕はすぐそばにいた姉さんを押し倒たおすように床ゆかに転がった。




　衝しよう撃げき波はが頭上を抜ぬける。顔を上げると、ガラス張りになっている壁が丸くくりぬかれていて、そこから小さなトラックが一台入ってきた。背にはクレーンらしき機械が載のせられている。

　トラックは机が並ぶ図書館の中を進む。机が、トラックにぶつかる直前に吹き飛んでトラックの為ために道を開けた。なんらかの魔術がトラックに仕込まれている。

　やがてトラックは、館内にぽっかり開いた『プール』の、僕らのいる縁ふちの反対側に到とう着ちやくした。

　運転席の扉とびらが開き、黒いドレスを着た女が降りる。エレクトラだ。

　女は僕達の前に立って一礼すると、丁寧な口調で言った。

「またお目にかかる事が出来て光栄です。皆みな様さま」

　久米はジェシカシステムから手を離して、エレクトラに向かって叫さけんだ。

「おい！　さっさと運び出してくれ！」

「わかりました。お前達、行きなさい」

　エレクトラの背後から、彼女の《人形ドール》が四体飛び出してくる。それぞれがクレーンから伸のびているワイヤーを手に持って『プール』の底まで飛んでいき、器用にジェシカシステムに巻き付けている。

　あのクレーンで持ち上げて、トラックに載せて逃にげるわけか。陳ちん腐ぷな力仕事だが、その作戦はまもなく達成されようとしている。僕達は久米があの爆弾を捨てない限り、身動きが取れない。

　久米は引きつったような笑えみを浮うかべながら僕を見上げた。

「秋津先生、あなたとの知ち恵え比くらべはとても楽しかったですよ。でも、僕の勝ちだ。これでジェシカは世界でただ一人、僕だけの物になる！」

「いえ、あなたはここまでです」




　パンッ




　乾かわいた音がした。久米の左ひだり肩かたに穴が開いている。それが拳けん銃じゆうで撃うち抜かれたのだという事に気づいた時、久米の体はゆらりと傾かたむいて、その場に崩くずれ落ちた。

「おや、外しましたか」

　エレクトラの声に振ふり向くと、彼女は右手に拳銃を持っていた。

「なんてことをっ！」

「魔ま術じゆつよりも簡単な力ですよ。《蒼マーレ》の魔術師殿。まあ、あまり得意な武器ではありませんが。何度か撃てばとどめを刺させるでしょう」

　そう言うと、今度は両手で拳銃のグリップを握にぎった。腕を伸ばした先には、床に倒れている久米の姿がある。

　久米は呻うめきながらつぶやいた。

「な、なんで……」

　エレクトラは拳銃を構えたまま答える。

「あなたは非常に優ゆう秀しゆうです。学校のシステムをハッキングした腕、高校生にしておくのはもったいないとすら思う。あなたが言うとおり、イド様と《契けい約やく》しなかったとしても、あなたはジェシカの強ごう奪だつを成功させていたかもしれません」

「だった、ら……」

「だからこそ、です。あなたのハッキング能力、そしてジェシカに対する異常な執しゆう着ちやく心しん、まあ、愛と言い換かえてもいいかもしれない。それは魔術より強力な力となる。なので、ここでその芽を摘つんでおきます。ジェシカは最初からイド様の物になる計画だったのです」

「だました、な……」

「気にする必要はありません。ここで死ぬんですから」

　エレクトラは微び笑しようをたたえたまま言い切った。

「では、さようなら」

　彼女は引き金を引いた。




　パンッ




　また乾いた音がした。

　しかし、それは誰だれもいない床に穴を開けたに過ぎなかった。

　エレクトラが引き金を引く直前──

　播機さんが、久米を抱きかかえて床を跳んだのだ。




40　図書館の壁かべが爆ばく発はつするより前に、私はこっそり『プール』の底に飛び降りていた。




　みんな久米君を見てたし、久米君はジェシカシステムしか見てなかったから、誰も私の事は気づかなかった。私はすぐにジェシカシステムの陰かげに隠かくれた。

　私には勝算があった。秋津先生や理事長先生は、久米君の事を全然知らない。私は一年の頃ころから久米君の事を知っている。先生達よりずっと彼の事を知っているのだ。

　誤解しないで欲しいけど、別に久米君が好きだからとかではない。全然違ちがう。これは今時の女子高生の基き礎そ教養なのだ。

　男の子達は知らないだろうけど、女子高生というのは、学校で生活している間、あらゆるチャンスを使ってリサーチを行い、同じクラスの男子くらいであればほぼ全員の恋れん愛あい面において必要になる個人情報をおおかた把は握あくしているのだ。

　だってどの男の子がどの女の子──もしかしたら自分──と付き合い始めるかわからないもんね。どんな情報がいつ必要になるかわからないではないか。

　久米君だって例外ではない。どの女の子の恋愛対象にもかすりもしないかもしれないけど、彼の性格は大体わかってる。だから確信を持って言える。

　彼がいくらジェシカマニアだといっても、ジェシカと一緒に心中出来るような男じゃないって事を、だ。

　別に久米君が悪いわけじゃない。ほとんどの男は女の為ために命を張れるほどの度胸は無いってだけの話。まあ、そりゃそうだよね。

　彼には爆ばく弾だんのスイッチは押せない。女子高生の信しん頼らい出来るリサーチ結果がそれをイエスと言っている。

　久米君が手に持ってる爆弾が本物かどうかはわからない。でもあれがある限り秋津先生達は久米君に手を出せない。だから私が彼から爆弾を奪うばってみせる。論理魔術がちゃんと使えなくても、私だって秋津先生の役に立てる事を証明するのだ！

　と、テンションが上がった瞬しゆん間かん、パンッと乾かわいた音がして、久米君が床に倒たおれるのがジェシカシステムごしに見えた。

　黒い機械の陰からそっと上方を覗のぞくと、黒いドレスの女が銃じゆう口こうを久米君に向けながら何かを話していた。この女──多分先生が言ってたエレクトラとかいう奴やつ──が久米君を撃ったのだ。論理魔術師が、私のクラスメイトを拳銃で撃ったのだ。

　女の声が聞こえる。

「では、さようなら」

　私は一いつ瞬しゆんで頭まで血が上り、考えるよりも早く足が動いた。一気に久米君の方に駆かけ寄り、そのまま彼を抱かかえ上げるように無む理り矢や理り持ち上げて、全力で水平方向に跳んだ。

　またパンッと乾いた音がして、左ひだり腕うでにじゅっと熱さを感じた。




41　俺を抱え上げていた播機遙が空中で小さく呻うめいた。




「はうっ！」

　播機はギュッと目を閉じている。

　どさっと二人で床ゆかに着地。播機遙は近くに転がる。俺は体を起こして状じよう況きようを確かく認にんした。

　先ほどまでいた所に小さな穴が開いている。弾だん痕こんだ。あのままあそこにいたら死んでいたかもしれない。

　播機遙を見る。制服の左腕の部分に黒い煤すすのような筋が見えた。

「！」

　驚おどろいて駆け寄る。

「大だい丈じよう夫ぶか！」

　播機遙は起き上がり、その部分をさすった後、真っ青な顔で俺を見た。

「だ、大丈夫、なんか熱くてびびったけど、かすっただけみたい」

　確かに、ブレザーに跡あとはついているが、外傷は無いように見える。

「このブレザー、理事長先生からの借り物なんだよね。弁べん償しようしなくちゃかな」

　そう言って、播機は力なく笑った。

「……邪じや魔まをするのですか」

　頭上からエレクトラの声が聞こえる。

「当然でしょっ！」

　播機が上に向かって怒ど鳴なる。

[image: ]

　俺は急に憤いきどおりを感じた。

「なぜ俺なんかを助ける！　俺達は君を殺そうとしたんだぞ！」

　播機遙は驚いたように目をパチクリさせたあと、笑った。

「久米君。私はね、日常を守る為に、《紅オストラム》の魔術師になる事に決めたの」

「……日常だと？」

「そう、日常。その私の日常ではね、クラスメイトが《鴉ノツクス》に殺されるなんて事はね、絶対あっちゃならない事なのよ！　だから、そんな事には絶対させないんだから！」

「……お前……」

　俺が言葉を失っていると、再び頭上からエレクトラの声が聞こえた。

「まあいいでしょう。手間が省けました。秋津先生、動くと《紅オストラム》が死にます。この距きよ離りなら外しません」




42　声の方を見上げると、拳けん銃じゆうが私と久米君の方を向いていた。




　黒いドレスの女ひと──秋津先生はエレクトラと呼んでいた──が操あやつる四体のお人形は、ワイヤーで黒くて大きな機械の塊かたまり、ジェシカシステムをグルグルと巻き付け終えると、エレクトラの周りに戻もどってふわふわ浮ういている。彼女は片手で私達に拳銃の照準を合わせたまま、もう片方の手で車の脇わきにあるボタンを押した。




　ウイィ……ン




　車から重い動作音が聞こえる。しばらくして、私のすぐ横にあったジェシカシステムが、ゆっくりと、持ち上がった。

　どうしよう。このままでは持って行かれてしまう。私は秋津先生を見た。

　秋津先生はエレクトラをにらんでいた。怒いかりに震ふるえているように見えた。

　先生のすぐ後ろに笠木さんがいた。笠木さんは私を見ていた。

　私は、笠木さんが手に持っている物に気づいた。

　それは実用性ゼロの出で来き損そこないの道具だ。

　先生はそれを『安全な不ふ発はつ弾だん』と呼んでいた。




43　僕は一いつ瞬しゆんだけ播機さんに視線を送った。気づいてくれよ！




44　私は秋津先生の視線を受けた瞬間、大声を上げた。




「わーっ！　死にたくない！　死にたくないよ〜！」




　我ながら大根役者だ。でも別に良かった。一瞬こちらに注意を引ければ良かった。

　エレクトラは私の方を見て顔をゆがめた。拳銃を構え直す。

「見苦しいですよ。《紅オストラム》の魔ま術じゆつ師し殿どの。おとなしくしていれば──」




45　その時、エレクトラに一瞬の隙すきが出来た。




　僕は呪じゆ文もんを紡つむいだ。

「《速攻インス術式タント◆爆発ボム》！」

　香音の手の中で『安全な不発弾』が割れ、水平方向に木が物もの凄すごい速度で生長していく。エネルギー源は香音の中にチャージしている《可能性ルウキス》だ。純度が高いので生長速度も速い。

《動力源の消費量が高すぎます。現状の稼か働どう限界指定値では……》

「《◇制リミ限ツト解・ブ除レイク》！」

《稼働限界制リミ限ツト解・ブ除レイクを受理しました。蓄積している全すべての《可能性ルウキス》を放出します》

　香音の体から《可能性ルウキス》が青い光となって吹き出し、木に吸い込まれていく。




　ドサッ




　動力としての《可能性ルウキス》を使い切った香音は、その場に崩くずれ落ちる。体をビクビク震わせ、恍こう惚こつとした表情で遠くを見たまま、小さく声を発する。

「《出力制限を……はぁっ……超こえた術行使により……活動……限界値に達し……ました。んんっ！……自動的に……機能維い持じ……状態に遷せん移いし……ま……す》」

　木はぐんぐん伸のびて一直線にエレクトラまで到とう達たつし、その葉が、枝が、彼女の上半身を包み込むように広がり、彼女の体の自由を奪うばった。

「な、なんなのこれは!?」

　更に運の良い事に、枝の一つがエレクトラの手にあった拳銃を弾はじき飛ばした。

　僕は叫さけんだ。

「今だ！　播機さん！」




46　私は床ゆかから跳はね起きて、持ち上がろうとしているジェシカシステムに飛び乗った。




　ジェシカシステムが大きく揺ゆれる。私はワイヤーに摑つかまって必死に体勢を保った。

「《紅オストラム》！　なにをしている！」

　エレクトラは叫びながら拳銃を拾おうとしていた。でも、いまだ生長を続けている周囲の枝が邪じや魔まで、彼女はうまく身動きを取れない。

　私は揺れているジェシカシステムの上からジャンプして、『プール』から飛び出し図書館の床に着地した。そしてもう一度ジャンプ、トラックの荷台に飛び乗った。

　目の前には赤い色のクレーン。今にもジェシカシステムを上まで持ち上げてしまう。私はその赤い鉄の塊に両手を当てた。大だい丈じよう夫ぶ。出来る。さっきみたいにやればいい。

　私は呪文を紡いだ。

「《代謝制せい御ぎよ▽対象[image: ]〝クレーン〟：照準[image: ]接せつ触しよく対象：属性[image: ]〝生長〟：段階レヴエル[image: ]Ⅳ◇即時発動》！」

　両の手から赤色の光の泡が沸き上がり、クレーンに吸い込まれていく。私の魔術によってクレーンが《代謝制御》され、鉄が割れて中から芽が出る──




　訳はなく、クレーンは一瞬でその身をプリンに変えた！

　プリンとなったクレーンにジェシカシステムを持ち上げ続ける力がある筈はずが無い。クレーンは真ん中からぐにゃりと曲がって、ジェシカシステムは重力に従って再び『プール』の底の床に着地した。




　グワッシャーンッ！




　ジェシカシステムが床に着くと、物凄い音がした。

「もしかして壊こわれた!?」

　私が場ば違ちがいにも叫ぶと、秋津先生が教えてくれた。

「大丈夫！　この程度の衝しよう撃げきでは壊れない設計になってる！」

　ほっ。気が抜ぬけた途と端たん、私は体中から力が抜けていくのを感じた。強力な魔ま術じゆつを使うと精神力を消しよう耗もうするのだ。




　ふらり




　眼下に『プール』の底が見えた。もう少し横に倒たおれれば、落ちずに済んだのだが。体勢を立て直す気力も無い。

「播機さん！」

　秋津先生の声がどこからか聞こえる。私は倒れ込みながら意識を失った。




47　僕は無意識に『プール』に飛び込んでいた。




　着地と同時に前方に跳とび、間かん一いつ髪ぱつで落ちてきた播機さんを抱かかえる。二人で転がるように床に着地した。

　上方から姉さんの声が聞こえた。

「形勢逆転だな、エレクトラ。もうジェシカを外に持ち出す事は出来ないぞ」

「……ならば、ここで全員倒して行くまでです。笠木もジェシカも動作しない。《人形ドール》を持たないあなた達など、今度こそ敵ではありません。さあ、お前達、行きなさい！」




48　秋津先生は駆かけ出し、俺の前には気絶した播機遙が横たわっていた。




　播機遙に近づこうとしたら、足あし下もとで突とつ然ぜん音楽が流れ始めて驚おどろいた。床を見ると、携けい帯たい電話が落ちている。音楽はその携帯の着信音だった。恐おそらく播機遙のブレザーから滑すべり落ちたのだろう。

　俺は携帯を持ち上げ、通話ボタンを押した。女の叫び声が耳に飛び込んでくる。

『お姉ちゃん！　大丈夫!?　まったく秋津の野や郎ろうはお姉ちゃんを危険にさらすだけで、全然役に立たないんだから！』

「……播機の妹だな」

『！　……あなた誰だれ。なんで男がお姉ちゃんの携帯持って、あまつさえ電話に出てるのよ！　携帯でそんな事したら、は、半間接キスじゃない！』

「最後のが意味がわからん。播機は今気を失っている。僕は久米だ。君なら分かるだろう」

『あなたが久米なの!?　この元げん凶きよう！』

　やはり播機仄香はこの状じよう況きようをモニターしていたのか。あるいは《紅オストラム》の血のなせる業わざなのか、はたまた姉妹の愛の奇き跡せきなのか。まあそれは俺にとってはどうでもいい事だ。

「言いたい事は甘んじて受け止めよう。しかし今は君の姉を助ける事が先だ。現状はかなりヤバイ。笠木はエネルギー切れ、理事長もジェシカ無しではエレクトラに対たい抗こう出来ない」

『……なにが言いたいの。この期ごに及およんでこっちの味方になるとでも言うつもり？』

「味方とかどうでもいい。俺は自分のやった事が間ま違ちがいだったとは思っていない。好きな女を手に入れる為ためだったらなんだってやるさ。《鴉ノツクス》だろうが《契けい約やく》だろうが、利用出来る物はなんだって利用してやる」

『あなたはまだそんな事を！』

「ただし、受けた借りは、必ず返す。播機遙は俺の命を救った。その分を返済しておきたい」

　受話口の向こうで５秒沈ちん黙もくがあった。

『……いいわ。あなたなら出来る』

「なにを？」

『私の言うとおりにして。直接端たん末まつを操作出来るのはあなただけなんだから。いい？　今その手に持ってる携帯を、ジェシカシステムに直結させるのよ。そしたら後は私がやる』

「おやすい御ご用ようだ」

　エレクトラは既すでに俺や播機遙は興味の対象外にあるらしい。俺はジェシカシステムの端末の側そばに移動し、作業を開始した。




49　状況は限りなく不利で、ついに僕は追いつめられていた。




　先さき程ほどからエレクトラの《人形ドール》からの攻こう撃げきを、近くにある本だの本ほん棚だなだのを盾たてにして防ぐという、小手先の技でしのぐ事しか出来ていない。そして防ぎ切れなかったダメージが徐じよ々じよに僕の身体からだに蓄ちく積せきされつつあった。致ち命めい的な怪け我がはしてないものの、体中擦すり傷だらけだ。

　香音さえ稼か働どうすれば、こんな一方的な戦いになる事は無かったのだけど、今それを言ってもしょうがない。

　僕は本棚に半分体重を預けながら、かろうじて立っていた。全身が痛む。

　真正面からエレクトラが僕を見ている。

「随ずい分ぶんあっけなかったですね」

「まあ、たまにはそういう日もあるだろうね」

　僕の答えに黒いドレスの女は微笑ほほえんだ。

「ええ、そうですね。ですがあなたにとって、もう次はありませんが」

　エレクトラが右手を水平に挙げて僕を指差すと、その周りに奴やつの《人形ドール》が集まってきた。回るように浮ふ遊ゆうしている。

「さあ、お前達。《蒼マーレ》に引導をお渡わたしなさい！」

　四体の人形から黒い光が沸わき上がり、それが僕に向かって飛んだ。




50　「準備ＯＫ。あとは任せたぞ、仄香」




51　「気き易やすく呼ばないでよねっ!?」




　怒ど鳴なりつつ、コードを送信する。私はつぶやいた。

「起きなさい、ジェシカ。いえ……」




52　……アタシは、瞬しゆん時じに安芸の前に立ち、呪じゆ文もんを紡つむいだ。




「《理ことわりの壁かべ▽段階レヴエル[image: ]Ⅱ◇即時発動》！」




53　目の前に突然ジェシカが投とう影えいされ、しかもそのジェシカは呪文を紡いだ。




　ホログラフィーの両の腕から青い光の泡が沸きあがる。泡は一瞬で直径１メートル程の魔ま法ほう陣じんに変わり、ジェシカの前に展開された。




　バシィンッ




　エレクトラの《人形ドール》から射出された何本もの赤黒い光線は、その魔法陣にぶつかり、四方に反射した。近くにあった本棚に、反射した光線が直ちよく撃げきして吹ふき飛ぶ。

　頭上でエレクトラが叫さけんだ。

「馬ば鹿かな！　《人形ドール》が魔術師の命令無しに魔術を行使するなどあり得ない！」

　僕にも目の前で起きた事象が理解できない。なんとか体を起こして、ジェシカを見る。

　ジェシカはゆっくりと答えた。

『アタシは、《人形ドール》じゃ、ない！』

「え……？」

　目の前にいるジェシカはいつもと異なる立体映像だった。ここからは後ろ姿しか見えないが、髪かみが黒く、そして長い。背中からだけではなんとも言えないけど、骨格自体がいつものジェシカとは違ちがうような気がする。どういう事だ？

　僕が黙だまっていると、《理の壁》を構えたまま、彼女が、振ふり返った。




『久しぶりだね。安芸』




　言葉が出なかった。まっすぐな眉まゆ、引き締しまった唇くちびる、志の強そうな瞳ひとみ、忘れようの無いその存在感。

　それは彼女だった。ホログラフィーの立体映像だが、間ま違ちがいなく、彼女だったのだ。

　僕は一いつ瞬しゆん現在の状じよう況きようを忘れ、言葉を絞しぼり出すようにして言った。

「伊代……なの、か？」

『Ｙｅｓウルトウ、《蒼マーレ》の魔ま術じゆつ師し殿どの。仄香ちゃんのおかげで、意識だけ覚かく醒せいしてジェシカシステムにリンク出来るようになったの』

「そんな事が……！」

『「《蒼マーレ》のスタッフも成功しなかったのに」って？　彼女は天才だよ、安芸』

「伊代……、僕は……」

　伊代は僕の言葉を最後まで聞かずに指を差した。

『懐なつかしの再会を喜んでいる状況じゃないよ』

　指差す先にはエレクトラがいた。その周りをただよっていた《人形ドール》が消えている。エレクトラは口を開いた。

「不測の事態ではありますが、予定に変へん更こうはありません。皆みなさんを倒たおして、ジェシカシステムを頂ちよう戴だいします」

　僕はエレクトラをにらみつけた。奴の《人形ドール》は分散してガレキの陰かげに隠かくれているのだろう。そして一いつ斉せいに飛び出て、先せき程ほどの光線を撃うってくる。あれだけのエネルギー弾だんを射出するには多少の時間的猶ゆう予よが必要だ。しかし、僕にはそれに対たい抗こうする手段が無い。どうする。どうする。

『安芸、アタシが安芸の《人形ドール》になってあげるよ』

「え？」

　伊代は僕を見て笑った。

『ジェシカは絵里子さんの命令でしか動けないけど、アタシは違ちがう。自分で魔術を使えるし、《人形ドール》としての機能も備えている。安芸、播機遙を傷つけたあの女は、アンタが倒しなさい』

「……わかった」

　僕は伊代の肩かた、正確には肩の立体映像に、右手を載のせた。当然そこにはなんの感かん触しよくも無い。だが、僕は、まるで本当に伊代の肩に手を載せているかのような錯さつ覚かくを覚えた。

「行くよ」

『いいよ。来て。アンタの《可能性ルウキス》を頂戴』
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「……受け取れ、伊代」

　肩に置いた手に意識を集中する。目の前にあるのが単なる立体映像などではなく、飯綱伊代本人であると思いこむ。僕の中にある《可能性ルウキス》を彼女の体に流し込む。

『あぁ……』

　伊代が声を漏もらす。彼女の映像から小さく青い火花が飛んだ。いける。僕は呪文を紡いだ。

「《理ことわりの壁かべ▼段階レヴエル[image: ]Ⅲ：個数[image: ]３：展開属性[image: ]〝即そく時じ反応〟：反射角[image: ]零れい度》」

　伊代は僕を見てにやりと笑い、澄すました顔でこう言った。

『《理の壁投影準備完かん了りよう。チャージ済み。魔術師メイガスよ、許デイ可・ウをドス》』

　僕はエレクトラを睨にらむ。彼女はまだ余よ裕ゆうの表情でいる。もしかしたら、僕が何をしているのか理解していないのかもしれない。

　黒いドレスの女は右手を挙げた。

「さあお前達！　その光で《蒼マーレ》を貫つらぬきなさい！」

　物もの陰かげから、四体の人形が飛び出す。その丁度のタイミングで、僕は叫さけんだ。

「《理の壁◇発ウル動トウガ》！」

　四本の黒い光線がまっすぐに僕に向かってくる。その方向に対し、完全に垂直に青色の魔法陣、理の壁が投影される。光線は完全に１８０度反射して、射出対象、つまりそれぞれ四体の《人形ドール》のど真ん中を貫いた。




　ドゴオンッ！




《人形ドール》が爆発する。その中に充塡チヤージされていた《可能性ルウキス》ごと吹ふき飛ぶので、そのエネルギー量は相当な物になる。本ほん棚だなや壁が吹き飛び、辺りは巻き上がるホコリに包まれた。




　煙けむりが晴れると、エレクトラの姿が消えていた。

「逃にげたか……」

　伊代が答える。

『まあ、今回はいいんじゃない。奴やつらの目的はくじいた訳だし。ほら、アンタはさっさとあの子を介かい抱ほうしなさい』

　腕うでを組んだ伊代が顔を向けた先では、気絶から醒さめた播機さんがよたよたと起きあがろうとしていた所だった。

「播機さん！」

　僕は彼女に駆かけ寄り、その体を支えた。

「先生……」

　播機さんは力なげに僕を見上げた。

「大だい丈じよう夫ぶ……じゃ、ないよね。ごめん」

　僕がいながら、彼女を《鴉ノツクス》から守り切る事が出来なかった。約束を果たせなかった。ギリっと唇くちびるを嚙かむ。

「あ、いえ、全然大丈夫ですよ？」

　僕の表情を見て、播機さんが慌あわてて言う。しまった。僕が落ち込むのは彼女にとって逆効果なのか。これ以上、播機さんに気を遣つかわせない為ために、僕は微笑ほほえんだ。

「でも、無事で良かった」

　その言葉に、播機さんも顔をほころばせた。

「はい」

「大丈夫のようだな。左ひだり腕うでもただの火傷やけどだろう」

　いつのまにか姉さんが側そばに来ていた。

「安心しろ播機。治ち癒ゆ魔ま術じゆつを使えば、痕あとも残さずに治ち療りよう出来るからな」

　姉さんの言葉に播機さんは微笑む。そしてもう一度僕を見た。

「先生……あの、あの人は、ジェシカ……なの？」

「ああ、ええと、なんて説明すればいいのかな」

　と、僕が考えていると、伊代の立体映像は空中を跳とんで播機さんに抱だきついた。

『やっほ〜！　は〜るるん！　会いたかったよ〜〜!!！』




54　「え!?　なに!?　はる、るん？」




　突とつ然ぜんジェシカ──といっても、髪かみ型がたや顔がジェシカと違うんだけど──が、私に飛びついてきて、私は驚おどろいてびくっとなった。

　半はん透とう明めいの女の子は私から一歩離はなれて、首をかしげた。

『可愛かわいくない？　遙だから、はるるん。イヤ？』

「いや、あの、そういう事じゃなくて……」

　状じよう況きように考えが追いつかない。

「えっと、あなたは、ジェシカ、なの？」

『あ、ごめーん。自己紹しよう介かいしてなかったね』

　女の子は私の前でくるりと回る。長い髪が綺き麗れいに広がった。

　そして正面に立ち、可愛く敬礼の真似まねをした。

『はじめまして♪　アタシは伊代。飯綱伊代よ。安芸からなにか聞いてない？』

「伊代!?」

　この人が!?　でもなんで!?

「えっと、伊代さん、あの……」

　私は言葉にしようとして、うまくいかない。

　伊代さんは可愛い目をくりくりさせてこっちを見る。

『なあに？　はるるん』

　聞きたい事がたくさんありすぎて、何から聞けばいいのかわからない。なんでジェシカみたいな格好なの？　二年前に亡なくなったんじゃないの？　いやそんな事じゃなくて、あなたは秋津先生とどういう──

　私が頭の中で必死に質問をまとめようとしていると、伊代さんの映像が、足あし下もとから徐じよ々じよに淡あわい青色の光に包まれ始めた。

『あちゃ。やっぱ駄だ目めか。残念。時間切れだわ』

　そう言って伊代さんは私の方を見て笑った。

「え？　え？」

『ジェシカと同じく、アタシも論理魔ま術じゆつを使用出来るモードで起動されると、数分しか動作出来ないのだな』

　そう言っている間に、伊代さんの体はどんどん光に包まれていく。足下の方は既すでに姿が消えていた。

「待って！　まだ聞きたい事が！」

『またすぐに会えるよ、はるるん！　それまでに安芸からアタシの事一通り聞いておいて！　安芸！　ちゃんと話すんだよ！　女の子に隠かくし事は無し！　分かった!?』

　さっきから私と伊代さんの会話を、呆ぼう然ぜんと突つっ立って聞いていた秋津先生が、急に呼ばれてハッとする。

「え!?　あ、ああ、……わかった」

『よし！　じゃあそんなわけで、アタシおよびジェシカシステムは自己機能動作を最優先させる為に、ふたたび強制的に自閉モードに入りま〜す。かうんとだうん、ふぁいぶ！』

　そう言って、伊代さんは敬礼のポーズをして、ニカっと笑った。その表情も光に包まれていく。

『じゃあまたね。はるるん♪』

　そう言って、光の泡あわとともに伊代さんは消えていった。




55　播機さんは伊代が消えた場所をまだ見つめていた。僕も立ち尽つくしていた。




　パンパンと手を鳴らす音が図書館の中に響ひびく。振ふり返ると、姉さんが立っていた。

「さあ、さっさと撤てつ収しゆうするぞ」

　いきなりの理事長モードだ。

「今何時だと思っている？　午後９時だぞ。生徒が学園に残っているのは許されない時間だ。播機、お前は明日も平日で授業があるって事を忘れてないだろうな？　さっさと帰って寝ねろ。安芸は図書館の修復だ。今スタッフを呼んだから彼らの手伝いをしろ。やる事は山ほどあるぞ。１時間後には再度ジェシカを復帰させなきゃならんしな。そして12時間後には日常に回帰するんだ」

　姉さんは腰こしに手をあて、首をぐるりと回した。

「久しぶりに肩かたが凝こったな。安芸、修復はスタッフに任せて、私のマッサージをしてくれ」

「あの、僕も12時間後から授業があるんですが……」

「そんな事はしらん」

「……」

　僕が姉さんの言い分に言葉を失っていると、播機さんがおずおずと手を挙げた。

「あのう……」

「なんだ、播機」

「斎条先生は、結局今どこにいるんでしょうか」

　僕と姉さんは同時に言った。

「「忘れてた」」




56　トイレに閉じ込められていた。




　もちろん手足の拘こう束そくは既に解き、個室からは外に出ていた。

　しかし、《円環キアカル》から要求されている以上の仕事をする気は無いので、エレクトラとの戦せん闘とうは理事長と《蒼マーレ》坊や・カヌに任せる事にする。彼らなら、みすみすジェシカを《鴉ノツクス》に渡わたす事は無いだろう。

　なので、給料分の仕事をこなすべく、僕は電話をかけていた。

「──ええ、そうです。ジェシカのスタンドアローン機構は完成しています。長ちよう距きよ離り輸送も可能と思われます。あなたがたが命令すれば、《蒼マーレ》は拒きよ否ひ出来ない。そうでしょう？」

　トイレには小さな窓があり、外の景色が覗のぞけた。いつのまにか雨は止やんでいて、月明かりが差し込んでいた。明日は晴れそうだ。

「……え？　ええ、そうです。これはチャンスでしょう。ジェシカを《完結したフオル・円環キアカル》の管理下に置く事のね」
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57　図書館の中では《蒼マーレ》のスタッフが走り回っていた。




　あの後、学園のスタッフが緊きん急きゆう呼集され、突とつ貫かんで図書館の修復作業を開始した。スタッフの大半は施し設せつ修復班で、エレクトラの《人形ドール》が吹ふき飛ばした本ほん棚だなを、同じ型の物と交こう換かんしている。１時間以上が経過しているけど、まだ進しん捗ちよくは二割という所だろうか。とはいえ、いつもながらその手て際ぎわの良さに感心する。

　館内の方々で、時折青色の光が蛍ほたるのように明めい滅めつしていた。《蒼マーレ》の魔ま術じゆつ発光だ。損傷した本や崩くずれた壁かべの一部を論理魔術で修復しているのだ。

　気絶させられていた斎条は、ついさっき自力で脱だつ出しゆつしてきたとかで、のこのこと図書館に現れた。姉さんが斎条をこっぴどく罵ののしっていた。今は姉さんの指揮下に入り、復旧作業を手伝わされている。

『プール』はまだ開いたままで、僕はその水すい槽そうの底、ジェシカの横に立っていた。すぐ傍そばの床ゆかに担たん架かが置かれ、久米信二が仰あお向むけになって治ち療りようを受けていた。彼は左ひだり肩かたを撃うち抜ぬかれた状態で、痛みに耐たえつつ播機仄香の指示を実行した後、その場にしゃがみこみ、その後の一部始終を見学していたのだそうだ。

　今は、治療班のスタッフが彼に治ち癒ゆ魔術をかけている。黄色の柔やわらかな魔術発光が、彼の肩を包んでいる。弾だん丸がんは左肩を貫かん通つうしており、また幸いにも危険な部位をそれていて、深刻な怪け我がにはならずにすむらしい。

　螺ら旋せん階段をはさんで反対側を見やると、播機さんが椅い子すに座って同じく治癒魔術を受けていた。あちらも火傷やけどだけですんだようだ。本当に良かった。

　久米の肩を照らしていた黄色の光が消える。しゃがみこんで治癒魔術を行っていたスタッフは僕を見上げた。

「応急処置は終しゆう了りようしました。病院に搬はん送そうします」

「よろしくお願いします」

　僕が答えると、久米がつぶっていた目を開けた。そして視線を僕に向ける。

「……ジェシカは、純じゆん粋すいな、ソフトウェアエンジニアリングによる作品では、無かったんですね……」

　傷が痛むのか、多少つかえながら言葉を連ねていた。僕は久米の頭の近くにしゃがみ、答える。

「その通りだよ」

「《蒼マーレ》！　一いつ般ぱん人にその話は！」

　スタッフの抗こう議ぎを手で抑おさえる。

「いいんだ。彼には聞く権利がある」

　久米は口元をゆがめた。

「……どうせ、すぐに記き憶おくを消すから、話しても構わないって、ことでしょう？」

「まあ、それもあるけど」

「先生の、その裏の無い性格、嫌きらいじゃないですよ」

　……そんな事は無いと思うけど。僕は説明した。

「現代のソフトウェア技術だけでは、あのレベルの自由応答性と自律推論能力を持つエージェントＡＩを組み上げる事は困難だ。解決できない課題が結構あるからね。だから、ジェシカは論理魔術を使って基き礎そ能力を底上げしているんだよ」

「だが、それだけじゃない。そうでしょう？」

「うん。それでもまだ足りない。ジェシカの能力の半分はバックエンドで『伊代』が担になっている」

「なるほどね……。どうりで」

　久米信二は少し遠い目をした。僕は尋たずねる。

「まだ、ジェシカを奪うばうつもりがあるかい？」

「ハッ」

　久米信二は力無く笑った。

「冗じよう談だんじゃない。百年の恋こいも醒さめましたよ。僕がジェシカを欲ほつしたのは、彼女が作られた存在、完全に自律した人工知能だと思っていたからだ。僕は人間には興味ありません。今の所はね」

　担架から久米の右みぎ腕うでが伸のび、ジェシカシステムの筐きよう体たいをそっと撫なでる。黒光りする鉄の塊かたまりは、何も応こたえない。彼は自分の指の先を見ながら言った。

「記憶封鎖でもなんでもやって下さい。僕のやってきた事は無む駄だだったんだ」

「無駄なんかじゃない。少なくとも、君がそう思ってはいけないと思う。ジェシカは、伊代は、きっと分かっているよ」

　彼はちょっと驚おどろいた顔をして僕を見た。僕も自分の言った事に驚いている。反射的に答えてしまったけど、理り屈くつを説明する事は出来そうになかった。

　お互たがいに喋しやべる言葉を見つけられずにいると、治療班のスタッフが割り込んできた。

「もういいですか？　搬送しますよ」

　スタッフは答えを聞かずに担架を持ち上げてキャスターを下ろした。担架が動き出す。

　立ち上がる僕に、去りゆく久米が言った。

「ありがとう、秋津先生」




58　私は『プール』の隅すみっこで、女性のスタッフの人に火傷の手当てをしてもらっていた。




「はい、もういいわよ」

　暖かかった黄色の光が腕うでから消える。そこには、なんの痕あとも残ってなかった。

「ホントに火傷が消えた！　痛みも無いし！」

　私が驚くと、20代前半と思われるそのスタッフの女性が胸を張った。

「まかせなさい。女の子の柔やわ肌はだに傷なんか残させないわよ」

　私が御お礼れいを言うと、女性は手を振ふってジェシカシステムの方に歩いて行った。久米君の担架の運うん搬ぱんを手伝うようだ。

　まくっていたブラウスの袖そでを元に戻もどして、ブレザーを羽織り終わった頃ころに、秋津先生が歩いてきた。

「大だい丈じよう夫ぶだった？」

　私は立ちあがって答える。

「ええ。治癒魔術って凄すごいんですね！」

「まあ、軽傷なら割と簡単に治せるんだよ。本人の《可能性ルウキス》を消費しているけどね。治すというよりは、自然治ち癒ゆ能力を促そく進しんさせていると言った方が近いかな」

「なるほど……」

「ちょっと！　もっと丁てい寧ねいに持ち上げなさいよ！」

　私の手当てをしてくれた女の人が、担たん架かに取り付けられたロープを上から引っ張り上げているスタッフに怒ど鳴なっていた。

　私は、その担架を見ながら聞いた。

「久米君の想おもいは、意味の無い事だったんでしょうか」

「僕はそれを判断出来る立場にない。彼が何故なぜ、あそこまで人工知能に入れ込んだのかもわからない。思春期特有の一時的な思い入れ、あるいは思い込みなのかもしれない。汚けがれ無き存在への憧あこがれ、とか」

　私にはわからない。人が人を好きになるのもよくわからないのに、人が機械を好きになれるのかどうかなんて、わかる筈はずが無い。

　秋津先生に聞いてみようと一いつ瞬しゆん考えたけど、多分「そんなスペシャルな事、教師なんかじゃわかりません」と言われると思ったので、やめた。

　秋津先生は、ふと気づいたように言葉を続けた。

「あとまあ、あるいは──」

「あるいは？」

「──彼には見えていたんじゃないのかな」

「見えていたって、なにがですか？」

「ジェシカの後ろにいた伊代が、だよ。久米君は、本当はジェシカではなく、伊代に惹ひかれていたんじゃないかな。彼自身は否定していたけどね」

「どっちだとしても、それはそれで素す敵てきな話です」

　先生は私の言葉には直接答えず、独り言のようにつぶやいた。

「いずれにせよ、彼のやった事は、決して無意味なんかじゃなかった。たとえ記き憶おく封鎖で彼が全すべてを忘れたとしても。どんな事でも、理由も無くそうあるというのは、あまり無いと思ってるからね」

　その言葉は、まるで先生自身に言い聞かせているように、私には聞こえた。秋津先生はちょっとだけつらそうに見えた。なので、私はわざと明るい声で言った。

「そうだ！　私の魔ま術じゆつも、今回はお役に立てましたよね？　先生の言うとおり、私のプリンの術も、意味はありました♪」

　先生は『プール』から運び出されていく担架を目で追うのをやめ、私の方を見る。そして微笑ほほえんだ。

「ああ、そうだね。クレーンをプリンにしてくれたのは本当に助かったよ。完かん璧ぺきな術だったね」

「あはは」

　二人で苦く笑しようする。先生は続けた。

「それに、お菓か子しの暗号に気づいて香音を６階まで連れてきてくれたし、火事も消火してくれたし、今日は播機さん、大だい活かつ躍やくだったね」

「へへん♪」

　私は胸を張ってから、両手を先生の前に差し出した。

「じゃあ、ご褒ほう美び下さい」

「物をもらうのが好きなの？」

「女の子はプレゼントに弱いんです」

「弱い？　弱点はむやみに人に教えるべきじゃないと思うけど……」

「この場合はわざと狙ねらわせて、相手を懐ふところに誘さそい込む作戦です」

「それってかなり捨て身だよね」

　ん、秋津先生にしては上手うまい切り返しではなかろうか。私はあきらめて両手を下ろし、代わりに１２０％スマイルを先生に向ける。

「伊代さんの事、ちゃんと説明してくれるんですよね？」

　先生は一瞬顔を引きつらせたが、一度咳せきをしてから頷うなずいた。

「伊代と約束したからね。ただ今すぐには無理だ。説明がまとめられない。政治的な問題も少しある。もうちょっとだけ待って欲しい」

　まあ、それくらいはいいか。でも一つだけ聞いておきたい。ＴＰＯなど知った事か。

「秋津先生」

「なんだい？」

「伊代さんは、先生の彼女だったんですか？」

『いいや』

　答えた一瞬の後、慌あわてて片手で口元を覆おおう。秋津先生の顔がみるみる真っ赤になる。あまり見たこと無い表情。これはこれで可愛かわいい。

　先生は片手で顔を隠かくしたまま言った。

「……なんて事を聞くのかな。播機さんの質問に僕は答えてしまうって知ってるでしょ？」

　もちろん知っていますとも。そして私は勢いで核かく心しんの質問を投げようとした。

「あの、じゃあ、先生は、伊代さんの事を──」

　しかし、そこで言葉を詰つまらせる。

　私はそれを、本当に知りたいのだろうか？

　先生が首をかしげる。

「……伊代がなんだって？」

　私はそれ以上言葉を続けられなかった。私がそれを本当に知りたい場合、質問すれば先生は必ず答えてくれる。しかし、今の私は、それを聞くのが急に嫌いやになった。はっきり言おう。答えを聞くのが怖こわかったのだ。

　と、同時に、突とつ然ぜん、本当にどうでもいい事が頭のなかにもたげてきた。疲つかれているのもあるだろうけど、理り不ふ尽じんな感情の荒あれ方を感じていた。言葉が勝手に出てくる。

「……そういえば先生。笠木さんや伊代さんは、名前を呼び捨てにしますよね」

「まあ、彼女達とは、付き合いが長いから」

　……ぶー。

「……どうしたの？」

　ころころとした目が、私の顔をのぞき込む。

　いいんだ、こういう人なんだ、この男の子は。わかっていた事ではないか。そう自分に言い聞かせてから答える。

「なんでもないですー！　今日はもう帰りますから！」

　そう言って、すたすたと歩き出した。

　多分、私は今もの凄すごく可愛くない顔をしていると思う。




59　──さすがに、彼女がなぜ不ふ機き嫌げんになったのか、僕にもわかった。




　螺ら旋せん階段に足をかけた播機さんを、僕は呼び止める。

「あ、ちょっと」

「なんでしょうか？　秋津先生？」

　こっちを見もしない。相当怒おこっているようだ。僕は言うべき言葉を考えてから、口に出した。

「もう遅おそいし、車で家まで送ろうか。はり……、遙はるか、……クン」

　くるりと向いたその顔が１２０％スマイルを描えがいている。表情がころころ変わる子だ。

「いいんですか！」

「まあ、たいした手間では無いし」

「やっ……」

　両手を挙げて喜びかけた播機さんは、そのモーションを途と中ちゆうでストップして、数秒硬こう直ちよくした後、腕うでをだらんと落とした。顔は意気消しよう沈ちんしている。あれ？

　播機さんはうつろな目で僕を見た。

「……先生のお気持ちは非常に、非常に、嬉うれしいんですが、今日、自転車登校なんです。車で帰ると自転車が学校に置きっぱなしになっちゃいます。明日の登校が……」

　ああ、なるほど。なんか物もの凄すごく落ち込んでいる播機さんに提案してみる。

「なら、明日の朝は僕が車で家まで迎むかえに行くよ」

「ホントにっ!?」

[image: ]

　播機さんは僕に飛びつきそうな勢いで走り寄ってきた。あわてて後ずさり距きよ離りを保つ。

「まあ、じゃあ、これがご褒ほう美びって事で。播機さん、今日本当に頑がん張ばったからね」

「やったあ！」

　今度こそぴょんぴょん飛び跳はねて喜んでいる。車での送そう迎げいって、そこまで嬉しい事なのだろうか。

　播機さんはくるりと振ふり返って上うわ目め遣づかいで僕を見た。

「ねえ先生、もう一度、名前で呼んでくれませんか？」

「名前を呼ぶ必要があった時にね。あと、これは今日だけの特別措そ置ちだから。教師は生徒を苗みよう字じで呼ぶのが北凰学園のルールなんだから。明日からはいつもどおり」

「えー！　そんなぁ！　じゃあ、日が変わるギリギリまでドライブしましょう！」

「明日も平日だって分かってる？」




60　部屋の真ん中で、エレクトラが膝ひざをついている。




　彼女の後ろには窓が広がり、夜空には月が浮うかんでいた。月明かりが、暗い部屋を淡あわく染め上げている。

「申し訳ありません。イド様のご命令を果たす事が出来ませんでした」

　うつむいている彼女に、笑って答える。

「気にしなくていいよ、エレクトラ。むしろ君はよくやった。秋津安芸をそこまで追い詰つめたんだからね。《円環キアカル》がリークした情報が、大まかには信しん頼らいに足るというのが分かっただけでも、収しゆう穫かくだったと言えるよ」

　エレクトラは微び動どうだにせずに答える。

「しかし、任務には失敗しました」

「もう一度挑ちよう戦せんしよう。方法は、まだあるさ。むしろ、やりやすくなったよ」

　椅い子すから立ち上がり、エレクトラの前でしゃがむ。

「もう顔を上げていいってば」

　彼女はゆっくりと見上げる。その美しい顔を月光が照らした。

　しゃがんだまま、エレクトラをそっと抱だき寄せる。

　彼女は一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした後、そっと体重をこちらに預けた。

　エレクトラの肩かた越ごしに窓を見上げる。月が見下ろしている。

　彼女を抱きしめたまま、握にぎっていた右手の拳こぶしを開いて、月の光にあてる。手のひらに載のった、銀色の指輪が淡く光る。

　静かに宙に浮かぶ月に向かって、囁ささやいた。

「もうすぐ迎えに行くよ。伊代」







　バックステージ（あとがき）







『放課後の魔術師メイガス②シャットダウン・クライシス』いかがでしたでしょうか？　お楽しみ頂けたなら望外の喜びです。土つち屋やつかさでございます。




　あ、ちなみに「１巻は楽しめたけど（もしくはイマイチだったけど）、２巻はどうかな？」と思いながらあとがきを読んでいるあなた。時間はたっぷりあります。十分に悩なやんだ上でレジに向かって下さいませ（まだ言うか）。また、１巻が未読で、とりあえず２巻のあとがきを読んで考えようと思っているそこのあなた、是ぜ非ひ１巻もどうぞ。




【カードゲームについて】




　序じよ盤ばんで遙と香音が遊んでいるカードゲームですが、これは『コロレット』というドイツのカードゲームをベースに書いています。単純ながら奥が深いゲームです。国内でも割合入手しやすいのでオススメ。通常は３人〜５人で遊ぶ物で、本文に書いた通り２人の場合は特とく殊しゆルールを使います。２人版の和訳ルールは入手難しいかな……。３人以上で遊ぼう！




【英語の会話について】




　英語の授業で安芸と遙がネイティブイングリッシュで応おう酬しゆうしていますが、土屋は英語を含ふくめて外国語はさっぱりだったりします。我ながら情けない話です（遙の記き憶おく能力が欲しい）。英語くらいはなんとか使いこなせるようになりたいと思っているのですが……。




　そんな訳で、作中の英文会話については、以前からのゲーム語り仲間である茂しげ内うち克かつ彦ひこさんに協力をお願いしました。茂内さんは、現在フィリピンのセブ島にて、翻ほん訳やく作業や、英語学校の学生さんの相談に乗ったりしていらっしゃいます。この場を借りて茂内さんに御お礼れい申し上げます。またよろしくです（笑）。




【突とつ発ぱつアゥレット語講座】




「講座」って程ほど大層な物じゃないんですが、ようやく作中で「Ｎｏ」が出てきたので、論理魔ま術じゆつ師しが使うアゥレット語での、「はい／いいえ」の言い方について。




　Ｙｅｓ　＝　ウルトゥ

　Ｎｏ　　＝　エスラフ




　……これだけですが（爆）。アゥレットにも独自文字とアルファベットによる近きん似じ表記がある筈はずなんですが、まだそこまで資料が揃そろってません。誰だれか作ってくれないかなー（おい）。




【作品裏話】




　今だから書ける話（かな？）。スニーカー大賞に応おう募ぼした時の原げん稿こうでは、安芸だけでなく、実は遙も香音もメガネキャラでした（！）。改かい稿こうの際に担当編集さんと「主要人物３人ともメガネってどーなのよ。てゆーかどんだけ土屋はメガネが好きなんだ」という話になり、散々悩んだあげくに安芸だけメガネという事にしたのです。




　今思うと、行動派の遙との対比が表れているので、安芸がメガネで良かったと思います。ただし、ふゆのさんにラフで書いてもらったメガネあり遙も相当に可愛かわいかったんですけどね。お見せできないのが残念です。ちなみにふゆのさん案で香音のトレードマークはヘッドフォンになりました。非常に良いですよね！　もちろんあのヘッドフォンにも秘密が（続く）。

　うーん、こうやって思い出すと、やっぱりメガネの女の子も出したくなってくるなー。新キャラ作るかー（そんな行き当たりばったりでキャラ作るのか【冗じよう談だんなので担当編集さんは怒おこらないで下さい】）。
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　今回も様々な方にお世話になりました。素す晴ばらしいイラストを描えがいてくれたふゆの春秋さん、今回もありがとうございました。夏コミでお会いできて嬉うれしかったです（笑）。今後ともよろしくお願いします。あの日、あの本屋で「書いた人の勝ち」と土屋を叱しつ咤た激げき励れいしてくれたＫさん、どうもありがとう。いつかこのシリーズのＴＲＰＧをデザインして頂きたいです（と無理矢理なラブコールを書いておく）。第１巻を知り合いに宣伝してくれた友人のみんなにもありがとう。ネット上に書評を書いて下さったブロガーの皆みな様さまにも感謝します。ネットに上がっている物については一通り目を通しています。今後の活動の励はげみになります。どうもありがとう。第１巻発売記念で飲み会を開いてくれた大学の後こう輩はい達にもどうもありがとう。また飲みましょう。「おーかみちゃん」の名前をお借りしたＯ神くん、どうもありがとう。お仕事頑がん張ばって下さい。遅ち筆ひつな土屋をなだめすかしてなんとか締しめ切りに間に合わせた担当編集のＵ野さん、いつも本当にすみません……、じゃなかった、ありがとう！　校正さんをはじめとして、本書の製本・販はん売ばいに携たずさわっている全すべての皆様、ありがとうございます。最後に、これは言うまでも無い事ですが、本書を読んで下さった全ての読者の皆様に百万の感謝を！　みなさんのおかげで、土屋はこの先も頑張れます。本当にありがとう！




【ここで宣伝タイムです】




　お知らせ。本書は２００８年12月１日発売でして、同じ月の末に発売予定の『ザ・スニーカー』２００９年２月号から、『放課後の魔術師メイガス』の短期集中連れん載さいをさせて頂く事になりました！　長編では読めない、安芸と遙の「日常系」マジカルスクールデイズをお楽しみ頂ければと思います。初の連載という事で、土屋も頑張ります！

　現状では各話読みきりスタイルを考えておりまして、第１話は海辺の町が舞ぶ台たいの予定です。リアル季節は真冬ですが作中では真夏です！　当然ながら遙も理事長も香音も水着です！　ふゆのさんのイラストに期待せよ！　もちろん安芸も水着です！　イラストに期待せよ……？




　どうかご期待下さい！　もちろん第２話以降もよろしく！　なお、斎条先生は第１話には登場しません。第２話以降に登場するかどうかは、みなさんからのご要望次第になります。




【おわりに】




　前回、次回予告をやって自分の首を絞しめた反省から、今回はおとなしくしていようと思います。ちょろっとだけ書きますと「二年前になにがあったのか」が次の話のメインになる予定です（ああ、結局書いちまった）。もちろん、続きが書けるかどうかは皆様の応おう援えんにかかっております！　なにとぞよろしくお願いします！




　安芸と遙の物語は、まだ始まったばかりです。感想等ございましたら是ぜ非ひ編集部まで！　皆様の応援が筆を進める活力になります！　それではまたお会いしましょう。さようなら〜。
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Ｐ．Ｓ．ブログやってます。もうちょっと更こう新しん頻ひん度どを上げていきたいな……。




土屋つかさの今か無しか
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